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　遺産は欲望を生み、

　欲望は狂気を生み、

　狂気は争いを生み、

　争いは遺産を求める。




　しかしこれは業ごうの輪りん廻ねではない。人の意志が生み出したものだ。

　ならばこの業を断ち切るのも人の意志に違いない。

　人の意志が及ばぬ業ならば、すべての発端である峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうはなぜ消えた。


（遺産戦争、序文「果てのない争い」より抜粋）









　　　プロローグ







　崩ほう壊かいした民家が連なる道を黒くろ川かわ謙けんは歩いていた。

　そこかしこから、まだ煙がくすぶり、道ばたでは座り込んだ女子供や老人がむせび泣いている。どの民家も半壊し、被害をまぬがれている家はほとんどなかった。

　鼻につくのは煙と火薬の臭におい、聞こえてくるのは嘆きの声と廃はい墟きよを吹き抜ける寂せき寞ばくとした風の音。息をするたび細かな砂さ塵じんが、喉のどを焼く乾いた空気とともに流れ込んでくる。

「酷ひどいものだな」

「ここでは、これが日常ですよ。ここ中東やアフリカでは珍しくもない」

　黒川の独り言を拾ったのは、副官の福ふく田だだ。

「なぜ街中で戦せん闘とうをする？」

「楯たてにちょうどいいんです。しかしそれもあんな兵器で攻め込まれては、人間の命など紙同然でしたが」

　黒川の一いち瞥べつに、福田は恥じたようにうつむいてみせる。

「失礼、失言でした。こんな土地に長く住んでいると、心が病みます」

　住人はどこかしらに怪け我がをしている。頭に包帯を巻いている者、杖つえなしでは歩けない者、中には片足を失った年とし端はも行かぬ子供の姿もあった。

　満足な治ち療りようを受けられている者は、一人もいない。

「石油の利権と国のメンツの前に、人の命など虫けら以下か。腐っていない権力者というものを、一度拝んでみたいものだ」

「ならば、あなたがなればいい」

　なかば揶や揄ゆともとれるような口ぶりで、福ふく田だは言った。ここにくれば誰だれもがそうだ。日本とのギャップに驚おどろき、衝しよう動どう的てきに正義を口にし、軽々しく実体のない総括的な悪を非難する。

　今日、二代目の現地司令官としてここに来たばかりの黒くろ川かわを、福田はどこか冷めた目で見ていた。

　権力者などという曖あい昧まいな概がい念ねんは、実はありはしないのだ。個人の力ではどうにもならない世界の奔流の中で、真実など曖昧な概念でしかない。有史以来、人は争いなしに生きていけないという変わらぬ事実がそこに存在するだけだ。

　今の黒川の怒りもやがてすぐにあきらめに変わり、最終的には己の保身と表面的な良心のために、ここでの任務を費やすことになるだろう。

　そんな福田の内心を知ってか知らずか、黒川は唇の端を歪ゆがめただけだ。

「確かにな。俺おれも人の生死の重みは数字で測る。ここで俺のできることも、たかがしれている。そんな人間に、人をとやかく言う権利はないか」

　ともすればそれは、俺に何も期待するなと言っているようにも聞えた。

　黒川はその後、本部に戻ると型どおりの指示を福田に伝える。

「まずは住民の避ひ難なん場所の確保。それがすんだら、今後のインフラ建て直しの計画書を再検討しよう」

「衣食住すべてをまかなうのは無理です」

「あとでフランスとアメリカの現地司令官に会おう。交渉次第では物資の横流しもできるだろう」

　それは地道で辛つらい作業であった。

　灼しやく熱ねつの太陽。気温五十度を超える中での作業。極ごつ寒かんの夜。朝は凍った水道のポンプを溶かすところから始まる。終わる頃ころには照りつける太陽と黄砂の風。

　日本からかけ離れた過酷な自然と、砲ほう撃げきの音がやまない緊きん迫ぱくした状況の中での作業。

　戦いに荒すさみ、疲ひ弊へいしたこの地区で、病院を補修し、学校を建て直し、人々が暮らしていける環境を整える。

　並大抵なことではなかった。しかし、黒川はままならぬ状況や本国の無理解に不満や愚ぐ痴ちの一つも漏らすことなく、地道に職務をこなしていった。

　そして少しずつだが、その小さな町は復興の道を前に進んでいるかのように見えた。

　最初は黒い噂うわさの絶えぬ出世欲にまみれた男という、黒くろ川かわの周囲に集まる評価を鵜う呑のみにしていた福ふく田だも、黒川という人間に直じかに接するにつれ彼の本質を測りかね、そこから生まれたわずかな揺らぎは奇妙な信しん頼らいと期待へと形を変えつつあった。

　そんな矢先。

　今までの地道な努力をすべてあざ笑うかのように、ある夜、轟ごう音おんが轟とどろき、業ごう火かが砂漠を照らした。

「何事だ？」

　黒川と福田が現地に駆けつけた時には、すべてが終わっていた。

　街のほとんどは破は壊かいされ、大地はひび割れ、建物一つ丸ごと消し炭と化しているものまである。さらに横転した戦車や車両、爆散した戦せん闘とう機きまで散らばっていた。

　戦闘による破壊にしても、過ぎた武力が行使されたのは明らかだ。

　地面のそこかしこに不可解な跡が残っている。巨大な多足生物の足跡。そう形容するしかない痕こん跡せきが、破壊の中心地へ向かって連なっている。

「……デスストーカー」
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　足跡を見て黒川がつぶやいた名は、アフリカやシナイ半島に生息する、もっとも毒性の強い漆しつ黒こくのサソリの名であった。

　しかし、いくら猛毒とはいえ、体長10センチにも満たない生物のサソリが、このような惨状を生み出せるはずもない。デスストーカーという名は、殺さつ戮りく兵器につけられたコードネームである。

「見たことがあるのですか？」

　福ふく田だは驚おどろいて黒くろ川かわの顔を見る。

「一度だけだ。アルジェリアだったか。あの遺産兵器一機を破は壊かいするために、フランス軍は二十以上の戦車と、百名近い兵士の命を失ったと聞いた」

「凄すさまじいものですね」

　しばらく、黒川も福田も無言であった。彼らの半年間の努力は、一夜にして消えた。

「……福田」

「はい」

「なぜ、この科学力を平和のために行使できない」

「……」

「我々がここで半年してきたことは、百年前の技術と大差ない。給水ポンプも、破壊された建物の修しゆう繕ぜんも、最低限の施設での医い療りよう行為もだ！　それにひきかえ、この兵器に使われた科学力はいったいなんだ？　この金と技術力はどこから出てくる！」

　普ふ段だんは見せない黒川の激げつ昂こうに、福田は内心、驚いた。

　今、もっとも危き惧ぐすべきことは、ここを攻こう撃げき対象とする武装勢力の側に、遺産兵器が渡ったことだ。デスストーカーと名づけられた破壊兵器の前に、積極的な武力行使が認められていない自衛隊が有する兵力など、それこそ紙くず同然だ。

　司令官である黒川に課せられた急務は、部隊の安全の確保である。また、これを使用した武装勢力をテロリストと位置づけ、国際世論を味方につけた上での自分達たちの武力の強化、あるいは撤てつ退たいするための口実作りだ。

　しかし、黒川の口から出た言葉は、それらのどれでもない。

　狡こう猾かつで地位のためなら何でも利用する、悪い噂うわさの絶えない黒川謙けん。しかし、今目の前で、まるで十代の少年のように激昂しているこの男は一体誰だれだろう？







「報告が先ほど入りました」

「行こう。この先にあるんだな？」

「はい」

　黒川と福田は少数の護衛を連れて、戦せん闘とう跡あとの中心地へ向かう。やがてうずたかく積まれた瓦が礫れきによってさえぎられていたものが、黒川達の前に現われた。

「これが……デスストーカーですか？」

　福ふく田だは唖あ然ぜんとする。

　黒光りする殺さつ戮りく兵器は、前身には甲殻類のような足があり、後身はキャタピラに支えられるという、奇異な姿をしていた。全長12メートルの巨きよ躯くは、移動速度こそ難点があるものの、補って余り有る破は壊かい兵器が搭載されている。後部に取り付けられた高出力の光学兵器は猛毒のサソリの名を与えられた由来でもある。

　しかし、デスストーカーは瓦が礫れきの中心で、完かん膚ぷ無きまでに破壊されていた。前方の足はへし折られ、キャタピラによる支えを必要とする後部の高出力発電機には大穴が開いていた。サソリの尾はもぎ取られ、離れた大地に突き刺さっていた。

「……誰だれが、どうやったらこの兵器をここまで破壊できるというんだ」

　黒くろ川かわはようやく声を絞り出した。デスストーカーの戦せん闘とう力りよくを正確に把握しているからこそ、その驚おどろきは人一倍大きい。

「報告書に書いてあったと思いますが」

　福田も内心の動揺を隠しきれず、型どおりの返答しか返せない。

「解わかっている。しかし信じられるか？　老人がたった一人で、しかも素手であれを破壊したなどと」

「ですが目もく撃げきした住人はそう言っています。応戦したイギリス軍にも目撃情報があります」

「集団幻覚の可能性は？」

「目撃者の血液を検査した結果、薬物らしきものは発見できませんでした。状況的にも幻覚を見るような条件は揃そろっておりません」

　二人の会話が中断された。話すことがなくなったからではない。住人とおぼしきみすぼらしい格好をした老ろう婆ばが、泣きながら二人の横を通ってデスストーカーの前に来ると拝み始めた。

「もしかしたら目撃した一人かもしれない。話を聞いてみよう」

　あいにく老婆の訛なまりは酷ひどく、この土地に長くいた福田の通訳無しには会話は成り立たなかった。

「息子夫婦をこの兵器に殺されたと言っています」

　さらに老婆と会話し、福田はその内容を説明する。

「老人を見たか？」

　黒川の言葉は福田を介し、老婆に伝わる。

「見たと言っています」

　二人は目を合わせ、それから老婆を見た。さらに福田が詳しい話を聞くと、老婆は嬉うれしそうに話し出す。

「ありがたいと言っています。とても感謝しているようです。その老人に」

「老人……それは？」

　少しためらった後、福田はその名を告げる。

「はい、老人はルシフェル、と名乗ったそうです」

「ルシフェル……」







　一週間後、福ふく田だは一枚の記録メディアを黒くろ川かわに差し出した。

「イギリス軍の映像記録です」

「よく手に入ったな」

「このような情勢下では、軍の管理もずさんです。根回し次第でなんとでもなります」

　黒川は何か言いかけ、そしてこの部下が以前、防衛駐在官としてイギリスにいたことを思い出し納得したのか、記録映像を再生機に入れる。

「老人の詳細は入手できたのか？」

「いいえ、あいにく」

「しかしガセとは言い切れない」

「はい」

「見れば解わかる、か」

　黒川は手元のリモコンを操作して再生ボタンを押す。

　薄うす暗ぐらいテントの中で、信じがたい光景が再現される。薄いボロを着た素手の老人が、ひょこひょことデスストーカーに向かっていく。デスストーカーの砲弾やレーザー砲が老人を狙ねらう。老人はよけようとしているのか最初よりいくぶん速く移動するが、それでも絶望的に遅い。しかしなぜかデスストーカーのいかなる攻こう撃げきも当たらなかった。すべて紙一重。やらせではないかと疑いたくなるほどだ。ＣＧだとしても出来が悪い。

　やがて老人はデスストーカーの目前にたどり着く。底部を叩たたいたように思える。たいした力を入れているようには見えなかった。ただタイミングを見計らい、行動のバランスの要かなめとなる部分を崩す。それだけでデスストーカーはよろける。バランスを立て直そうとする矢先に、また姿勢を崩す。それが繰くり返されると、やがて自重や操作ミスで各部に負荷がかかり、それは亀き裂れつとなり、破は壊かいに至る。

　いわばデスストーカーの破壊は、自滅に近かった。老人はほんの少し力を込めているだけにしか見えない。最小限の力で最大の破壊力をもたらしている。

　始まって数分、自滅を繰り返したデスストーカーはついに動かなくなった。

「この老人の力もまた、遺産によるものでしょうか？」

　あまりにも異質な戦い方に、福田は目を見張る。

「どうだろうな。遺産というには少し違う気がする。相手の力で自滅を誘さそう。これは遺産というより合気道だ」

　薄暗いテントの中で、静止した画像を映すモニターの明かりが、青白く黒川の横顔を照らした。その横顔に、もう驚おどろきはない。ただ何か見えないものを追うような、彼独特の遠い目をしていた。

「福ふく田だ」

「はい」

　名前を呼ばれ、福田が答えたあとも、すぐに黒くろ川かわから言葉は出てこなかった。

　数分の間を置いて黒川が発した言葉は、老人に関することでもデスストーカーに関することでもなかった。

「野や蛮ばんな科学がこれ以上、野放しにされていいと思うか？　峰みね島しまの遺産は確かに脅威であり危険だ。しかし技術そのものに善悪はない。使う側の問題だろう。まっさきに兵器に転用する人間が、なぜ後を絶たない？」

　デスストーカーに遭遇した夜も、黒川の口から発せられた疑問であった。

　答えはいくつも用意できる。

　一つ。単純に富が生まれる。遺産を横流しすれば、簡単に大金が手に入る。ＥＭクライムが後を絶たない理由の一つだ。

　二つ。峰島勇ゆう次じ郎ろうは己の発明にパテントなどつけていない。公にならなければ独自の技術として堂々と益をかすめとることができる。犯罪組織でないまっとうな組織でも、その誘ゆう惑わくにはしばしば負ける。

　三つ。高い技術力は国家の優位性を高める。平たく言えば国際政治の場で優位に立とうとすれば他国より秀ひいでた技術と、それがもたらす軍事力と経済力は必須だ。犯罪組織でなく、国家単位で峰島の遺産を狙ねらう争いが後を絶たないのは当然といえる。

　だが、少なくとも様々な内情に精通した、黒い噂うわさの絶えぬ男、黒川謙けんがいまさら疑問に思い、部下に問うようなものではあり得ない。

　そこにあるのは青臭い、子供じみた、言葉どおりの問いかけだった。

「紛れもなく、これは遺産だ。なのにＡＤＥＭは何をしていた？　国際政治の駆け引きに阻はばまれて出動できないなんてばかげている。今回もそうだ。国連の後ろ盾がある？　その国連に縛しばられてどうする」

　ＡＤＥＭの名が出たときだけ、黒川の表情に微妙な変化があったように、福田は感じた。

「俺おれ達たちに何ができると思う？　自分達に都合のよい法を盾に、己の利益をむさぼる連中の無法を黙だまって見ていることしかできないのか？」

　答えは明白だった。黙って見ていることしかできない。四十を越えた福田にはとうの昔に解わかっていた。

　諦てい念ねんと擦すり切れた心の中にも、わずかな正義感と自己犠ぎ牲せいの精神は残っている。だが自分程度の人間に、世界を変える力などない。己の力はあまりに小さく、影えい響きようを及ぼせるささやかな範囲内でできるだけのことをし、その努力をよしとし満足するしかないのだと。

「法に縛られず、正義を行使する。そう思うのは危険か？」

　何も答えない福ふく田だに向かって、黒くろ川かわは静かに告げた。

「例の計画を実行に移す」

　計画。その内容を福田はつい一週間前、この男の口から聞いた。その時は馬ば鹿かげたことだと思った。しかし福田の口をついて出たのは違う言葉だった。

「逆賊として、後ろ指指されることは間違いありません」

「そのくらいのことをしなければ、世界は変わらない。ＡＤＥＭ程度では駄だ目めなんだ」

「同志を犠ぎ牲せいにしなければならない場面もあるでしょう」

「覚悟の上だ。恨みならいくらでも買う」

「成功しても失敗しても、あなたは歴史に悪名しか残さない」

「俺おれが望むのは名誉ではない」

　黒川の瞳ひとみは窓から見える荒廃した街を映している。そして福田に向かって振り返り、きっぱりと言い切った。

「俺が望むのは、人が人として生きていける世界だ」

「理想論です。無む謀ぼうな計画です。人類史上、それを成し遂げた人間など、ただの一人としていません」

「計画の成否は問題ではない。俺が、いや俺達たちがやろうとしていることはきっと誰だれかの心に届く。世界が変わって欲しいという願いは、きっと届く」

　福田は内心で呆あきれ果てていた。とんでもない夢想家だ。自らの理想のために、いくらでもそしりを受けることを良しとする愚か者だ。自分自身の利害もどこかに置き忘れた、何かが欠落した人間。この黒川という男の本性が、いままで暴かれなかったのは、奇跡ともいえる。

「……ついていきましょう、どこまでも」

　だからこそ、自分のような人間が必要なのだと福田は思う。

「俺達は世界に革命を起こす」

　砂さ塵じん舞う荒野、粗末なテントの下、たった一人の理解者を前に、黒川は宣言した。







　　　一章　奪還







　　　　　　　　１




　目を開けると、息がかかるほどの距離に由ゆ宇うの顔があった。

「うわあああっ！」

　闘とう真まは驚おどろきのあまりのけぞろうとしたが、仰向けの姿勢でそれを行うのは不可能だ。結果として後頭部を盛大に床へ衝しよう突とつさせた。

「君は何をやっているのだ？」

　頭を抱えてのたうち回る闘真に向けて、由宇の氷点下まで冷やされた声が降りかかる。

「な、なにって？」

　何をしていたか思い出そうとする。

「なにって……えーと」

　横よこ田た家けに衣食住を世話になっているのだから、せめてものお礼と思い家中を大掃除していた。主婦と幼子の二人暮らしでは、どうしても滞とどこおってしまう力仕事を主に、家中を掃除して回った。最後に客間の掃除が終わり、精根尽き果ててその場で大の字になって寝てしまっていたらしい。

「ああ、そうか。あのまま寝ちゃったのか」

　ようやく経緯を納得すると、今度はあきれた由宇の眼まな差ざしだけでなく、押し殺したような笑い声が気になる。この家の主である主婦、横田和かず恵えの笑い声だ。

「いいのよ、闘真君疲れてたのよ、きっと……ぷっ、ふふ、うふふふふ」

　和恵は口を押さえて顔を背けてしまう。

「ご、ごめんなさい闘真君。あとで……ふふふ、鏡きよう花かをしかっておくから。あははは」

「え、なんで？」

　由宇はしかめっ面つらをし、和恵は笑っている。しかも鏡花をしかるという。その状況がよく呑のみ込めない。

　そこにトコトコとかわいい足音を響ひびかせて現われたのは鏡花だ。鏡花は闘真の顔を見ると、無邪気に笑う。

「とーまちゃん、かっこいい！」

　無邪気な笑顔で無邪気な発言。それなのにたとえようもなく不吉に感じたのは、なぜなのだろう。少し考えて合点が行く。鏡花の握っているものが、この事態の元凶なのか。

「鏡花ちゃん、それなに？」

「これ？　お絵かきに使うの！」

　黒のマジックペンを元気いっぱいに振り回して、これまた元気に答える鏡きよう花か。

「そ、そう」

　闘とう真まはゆっくりと周囲を見る。闘真と目のあった和かず恵えは、由ゆ宇うもかくやという速度で顔を背けた。

「ご、ごめんなさい、うふふふ、闘真君。あとで、ちゃんと、あははは」

　口と腹を手で押さえているが、肩の痙けい攣れんは止まらない。

　今度は由宇と目があった。彼女は顔こそそらしはしないものの、これ以上にないほどあきれ果てた表情で、

「君の鈍さには恐れ入る。疲れ果てているとはいえ、先ほどの無防備さは、ある意味あっぱれとしか言いようのないものだったぞ。しかし……」

　と淡々と述べていたが、しかし何かに耐えかねたように言葉を切ると、ついに顔をそらし、

「ぷっ」

　と吹き出した。

　我わが身に降りかかった災難を察した闘真は、すぐさま洗面所に駆け込み、鏡の前に立つ。

「ああああっ！」

　予想通りのものが映っていても闘真は叫ばずにはいられなかった。

　顔は鏡花が描いたと思われるラクガキで埋まっている。両方の頬ほおに花らしきぐるぐる渦巻きがあり、おそらく人間を描いたのではないかとかろうじて推察できるものが額に三体。眉まゆ毛げはつながり、口の周りにはひげらしきもの、片目をつむってみれば予想通りまぶたに目が描かれている。それ以外にも鼻、耳、首にいたるまで落書きだらけだ。さながら全身に魔まよけのお経を書かれた耳なし芳ほう一いちだ。

「ひ、ひどい……よ、鏡花ちゃん」

　情けない声を出しつつも、すぐさま水道の蛇口をひねり、冷たい水とセッケンで顔を洗った。しかし鏡に映った顔に変化はない。依然として頬には花があり、額には奇妙な人が踊っている。

「君も無知だな。油性ペンがその程度で落ちるものか」

「これ油性ペンなの!?」

　いつのまにかうしろに立っていた由宇は、とても偉そうだった。

「ああ、それから君の腹部に書いた数式は消さないでくれ。あとで記録する」

「え、腹部って……」

　服をたくし上げると、闘真の腹が現われた。そこには見慣れない数字や記号が乱舞している。

「なんでええ！」

「君の間の抜けた顔を眺めていたら、ふと、ある計算式が思いついた。手近に書き留めるものがなかったので、とりあえず君の腹部をメモ用紙代わりにさせてもらった」

「やめてよ、由ゆ宇うまでラクガキするなんて」

「ラクガキではない。それは歴れつきとした数式だ。君は私の計算能力を疑うのか？」

　むっとした顔で、恐ろしくずれた反論をする由宇に、闘とう真まはなかばあきらめの表情を向ける。

「だからって、僕のお腹なかに書く必要ないじゃないか！」

「忘れてしまうかもしれない。しかたないから君の腹部に書いた」

　どこにしかたないという言葉がかかるのか、闘真にはさっぱり理解できない。

「由宇だったら忘れるなんてこと、ないでしょ？」

「それは違うぞ闘真。書き留めるという行為と記き憶おくする行為では、等しく脳に収められるわけではない」

　冷静に訂正する由宇。ただ少しばかり目が泳いでいるのは、気のせいだろうか。

「だからって……」

「持ってきたよお」

　そこに現われたのは鏡花だ。手にはＬＡＦＩサード、うんしょうんしょという擬ぎ音おんが聞こえてきそうなくらい一いつ生しよう懸けん命めい運んできている。

「ん、ご苦労。ではさっそく先ほどの数式を記録しておくとしよう」

　由宇はもっともらしくうなずくと、鏡花からＬＡＦＩサードを受け取り、蓋ふたを開ける。

　由宇の顔が笑顔のまま凍った。不自然な姿勢で停止している。

「どう、かっこよくなったよ」

　先ほど闘真に向けた言葉と全く同質のそれをＬＡＦＩサードに向ける。その手には油性ペンが握られていた。

　横よこ田た家けの小さな暴君の魔まの手は、闘真のみならず、風かざ間まにまで及んでいた。







「鏡きよう花か、あなたって子は！」

　和かず恵えの怒っている姿が、闘真には意外だった。それほど親しく知っているわけではないが、優しい印象が強かった。だから優しくたしなめるものだと思っていた。

　しかしあのやんちゃで元気な鏡花が、泣きそうな顔で小さくなって大人しく和恵の前で正座している。膝ひざに乗せられたこぶしがいじらしい。

　モニターのラクガキを消しながら、由宇は二人の様子を眺めていた。

　滅多に見られない由宇の優しい目がそこにあった。なのに、その眼まな差ざしは明らかな影と寂しさを内包しており、それが闘真の心を締しめ付けた。

「厳しくも優しい。あれが母親、というものなのだろうな」

「……うん」

　今の和恵と鏡花と同じように、母一人子一人だった自分の子供時代を思い出し、闘真はうなずく。

　子供心にも母は綺き麗れいだったと思う。授業参観の日にはいつも、クラスメイトから坂さか上がみのお母さんは美人だと言われ、鼻が高かった。

　明朗快活で活発な母だったから、叱しかるときも威勢がよく、和かず恵えの厳しさとは比べ物にならない。闘とう真まが男の子だったせいもあるだろうが、手が出ることも多々あった。

「僕も、よく怒られた」

　しかし、今思えばどれも皆、納得できる理由があることばかりで、叩たたいた母を恨む気持ちなどどこにもない。恨めしいのはある日突然、自分を置いて失しつ踪そうしてしまったことだが、それももうどこかで気持ちの整理はついていた。

　──あれ？

　だが、何かが頭に引っかかった。母親のことで大事なことを忘れているような気がする。思い出そうとすると、心がざわつき、落ち着かない。

「……私の母はどのような人だったのだろうな」

「え？」

「いや、なんでもない」

　闘真の物思いとは別に、由ゆ宇うは顔を伏せると、ＬＡＦＩのモニターを強くこする。

『それ以上力を入れるな。モニターが割れる』

「うるさい」

　風かざ間まの小声の抗議を無視して、由宇は乱暴に消していく。由宇ならもっと効率よく簡単に油性ペンなど消せるはずなのに、なぜかそうしない。地道に消していく。

「君が怒られているのは容易に想像つくな。しかし、たとえば……ふむ、麻ま耶やが怒られるという姿は、違和感を感じる」

　今日の由宇は饒じよう舌ぜつだった。

「そうだね。でも麻耶は怒られたことはないと思うよ。母親は麻耶が生まれてすぐ死んじゃったらしいから」

「そうか、私と同じか……」

「そうだね」

　このままだと、お互いの父親についても話が出てしまいそうで、闘真は慌ててその話題を避さけるように、会話を続ける。

「僕と麻耶が仲がいいのも、麻耶に母親の思い出がないからなのかもしれない」

「どういうことだ？」

「僕はいわゆる妾めかけの子供。ほんとなら、そんなの女の子にとって嫌だと思うんだ。実際、勝かつ司しさんは僕をあからさまに嫌ってた。そりゃそうだよね。自分のお母さん以外に、他ほかに女の人がいて子供までいたら」

「ふむ。そういうものか。君の母親はどういう人だったのだ？」

「優しい、普通の、お母さんだったよ。ハンバーグが美お味いしかった」

「うん、和かず恵えのハンバーグも美味だ。やはりハンバーグはお袋の味として必須事項か」

　由ゆ宇うの横顔が見せる表情は、あまりにも複雑すぎて闘とう真まには解わからなかった。その横顔から唯一読み取れるのは、あきらめに似た羨せん望ぼう。

「ＮＣＴに戻ったあと、唯一心残りがあるとしたら……」

　由宇は寂しげに言った。

「麻ま耶やの紅茶と、和恵のハンバーグだ」

　食事さえ、ずっと一人きりだったと由宇は言った。寂しさを意識する感情は、もう磨すり減って消えてしまったのか。

「どうした？　暗い顔をして。そうか、いや、すまなかった、私としたことが。君の淹いれてくれたコーヒー味の粉末も、捨てたものではなかったぞ」

　──違うよ、由宇。麻耶のお茶も、和恵さんのお料理も美味しいけど、でも由宇が本当に美味しいと思ってるのは、誰だれかと飲むお茶で、みんなとする食事なんだよ。

　だが、闘真はそれを言えなかった。自分はまだ、どうしたら由宇が自由になれるのか、彼女自身が提示した三つの方法のどれでもない──大口径の銃で頭を打ち抜くのでもなければ、知識を人格ごと破は壊かいするのでもなく、ＮＣＴで再び囚とらわれて暮らすのでもない、どれでもない四つ目の方法を見つけていない。

　由宇が願っているもの。欲しているもの。それは世界最高の頭脳ではなかった。他者の追随を許さない天才性でもなかった。

　自由、平へい穏おん、日常、言葉にすれば、どれもありふれたものなのかもしれない。だが峰みね島しま由宇にとっての自由とは、平穏な日常とはなんなのか、その答えを闘真はまだ見つけられない。
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『……ま、闘真、闘真！』

　風かざ間まが闘真の名前を連呼する。

『聞こえているか、闘真？　返事をしろ』

「うん、聞こえてる。大だい丈じよう夫ぶ」

　闘真はゆっくりと目を開いた。しかし閉じても開いても、景色はほとんど変わらない。ここは暗くら闇やみだった。しかしいまはこの暗闇のほうが落ち着いた気持ちになる。

『本当か？　とても大丈夫そうな様子ではないが』

「心配ないよ」

『なら、いいが』

「ちょっといろいろ思い出していただけ」

　横よこ田た家けでのひととき。羨せん望ぼうすら摩ま耗もうしてしまった由ゆ宇うの横顔。

『ずいぶんと余裕だな。そろそろフリーダムが現われる頃ころだ。手はずは解わかっていると思うが、もう一度確認する。フリーダムの降下に合わせて、いま海に沈めているスフィアラボを浮上させる。それと同時におまえは上部ハッチから外に出て、フリーダムめがけて全力で走れ。おまえの脚力なら、飛び移ることもかろうじて可能だろう』

「……うん」

　横田家での会話。最初で最後の平へい穏おんだった、由宇と自分の会話。

　自分は、真実を思い出してしまった。母親のことを、あんなふうに思い出し語ることはもう二度とないだろう。

　だが封じられたままで良かったかと聞かれたら、答えは否いなだ。

　真実から目をそらさない。自分が母親さえも手にかけた忌いみ子であるのなら。誰だれかの思惑のために作られた、道具として産み出された存在であるのなら。なおさら、もう誰にも、自分の記き憶おくをいじられたり、真実から遠ざけられたりするのは絶対に嫌だ。

　由宇と自分が会ったのは偶然なのだろうか、必然なのだろうか。どちらにせよ、人はそれを運命というのだろうか。しかし、それさえもお互いの父親の手のひらの上なのだとしたら。

　絶対に嫌だ。そんなのは認めない。自分が由宇に抱く気持ちまで、誰かの思惑通りなぞ、どうして受け入れられようか。

　なぜあんなにも黒髪の少女のことが好きなのだろう。強さ、儚はかなさ、健けな気げさ、美しさ。惹ひかれる理由はいくらでも並べられる。しかし、どれも少し違うようにも思える。この気持ちをそのままうまく表現できる言葉は見つけられない。しかし、これだけは言える。絶対にもう手放したくない。守りたい。由宇はしっかり掴つかまえていないと、きっと自分で自分を捨ててしまうから。

『おい、闘とう真ま、聞いているのか？』

「聞いてるよ」

　言い捨てたものの、風かざ間まの言葉はなかば心に届いていない。心を占めているのは、静かな、しかし激しい怒りだ。

　そんなに遺産が欲しいのなら、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを追えばいい。七つの大罪は勇次郎と繋つながっている可能性が高いと由宇と風間は言った。そして闘真は夢か幻か、しかしはっきりと峰島勇次郎本人に会った。

　峰島勇次郎は確かに存在するのだ。

　白いスーツを着て、突然闘真の前に現われ、悠然と謎なぞめいた言葉を並べ立て、忽こつ然ぜんと消えた峰島勇次郎。

　どうしてあの時、自分は何もできなかったのか。

　唇をかみ締しめる闘とう真まを正気に戻したのは、怜れいが目の前に差し出したグレーの小さな箱だ。

「これが解げ毒どく剤ざいです。ケースは特別製です。38口径程度なら至近距離で撃うたれてもどうということはありませんが、くれぐれも壊こわさぬよう」

　それまでどちらの言葉も聞き流していた闘真が、その言葉に反応し、瞳ひとみがはっきりとその箱に焦点を結ぶ。これは由ゆ宇うの命そのものだ。

「カンフル剤も同どう梱こんされていますが、使用することはあまりお勧めできません。三十二時間前にも一度使用されています。その他、自白剤などの薬物が使われている可能性を考こう慮りよすると心臓への負担が……」

「解毒剤以外は、できれば使うなってことだね」

　途中で怜の言葉をさえぎって、解毒剤とカンフル剤が入ったグレーのケースを大事に内ポケットにしまう。救いの無い言葉なら、これ以上聞いても無む駄だだ。

　ちょうど左胸の上。自分の心臓の鼓動の上に、由宇の命がある。

　あの小さな体に毒を打たれ、カンフル剤で無理やり動かされ、薬漬けにされて。

　拘束具に自由を奪われた姿を想像するだけで、心が怒りで震ふるえた。

　どうして、どうして由宇ばかりが、どうしてこんなむごい仕打ちを受けねばならぬのか。

『残された時間はあと十分、あるかないかだ、いいか闘真……』

　由宇が死ぬ？

　由宇がいったい何をした。由宇はいつも自分を捨てて人を守ってきたのに。

　自らの望みを封じて、ずっと耐えて生きてきたのに。

　あの澄すんだ黒こく曜よう石せきの瞳と、陽ひの光を忘れた白い肌は息を呑のむほど美しい。けれど、闘真は一度も、ただの一度も、由宇の心からの笑顔を見たことがない。

『説明を続けるぞ。フリーダムの外壁に使われている素材はト00合金、Ｄランクの遺産だ。たとえ鳴なる神かみの尊みことでも、一いち撃げきで切り伏せるのは難しいだろう。コックピットのガラスはＣランク。推定だがこのスフィアラボの外壁ガラスと同質のものが使われている。破は壊かいは困難を極める。狙ねらうのはフリーダム上部にあるハッチだ。ロックを鳴神尊で破壊しろ。これは時間との勝負だ。速やかに行わなければフリーダムは乗り込む前に上昇し……』

　胸が熱い。怒りに染まっていく。鳴神尊を握り締しめた右手は、もう感覚が無い。

　悠々と、自由に、楽しそうに、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうは存在していた。娘を語る口調も普通そのもので、何者をも恐れず、敵に捕まった由宇を気にかけるでもなく、消えてしまった。

　世界は遺産を奪い合い、峰島由宇を奪い合う。由宇は他者からも自分からも痛めつけられる。それでも由宇は戦う。自分の作ったものに責任を持とうとし、危険な自分は世界から隔絶されるべきだと言い、己の望みを封じてしまう。

　峰島由宇をめぐる争い。それは結局のところ、逃げずに責任を取ろうとする由宇の正義感と優しさが利用されているのだ。それがどうしても許せない。

　──でも何よりも許せないのは。

　鳴なる神かみの尊みことを握る手が軋きしむほど強く握られる。

　──由ゆ宇うを守れなかった僕だ。

　絶対に助ける。海かい星せいからも、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの呪じゆ縛ばくからも。そして必ず、陽ひの当たる場所に由宇を連れて行く。

『いいか、闘とう真ま、よく聞け。峰島由宇が捕獲されている場所だが、推察するに……』

「ごたくはいい」

『なんだと？　あの広い艦かん内ないで案内もなくお前は探し出すつもりか？　それでなくとも残された時間は少ない』

　風かざ間まの言葉とともに、スフィアラボが浮上する。

『正確には十一分十八秒。毒の種類は多岐にわたる。多少の誤差はあるだろうが……』

「ごたくはいいと言ってる。早く浮上させろ」

『ふむ、お前のその物言い……』

「お行きなさい」

　闘真と風間の間に割って入ったのは怜れいだ。

「もう水面まで十数メートル。どうということはありません。本人が行くと言っているのですから、行かせればいいでしょう」

　そう言うと怜は、手動で外部に続くハッチへの通路のドアを開け、闘真を促した。

「この30メートル先、右側にハッチがあります」

　暗に、この程度で鳴神尊の継承者が死ぬものかと言っている。

　闘真はそのまま、ハッチに向かって飛び出していく。背後で怜がドアを閉めた。海水が入るのを防ぐためだろう。

　怜が言うとおりハッチはすぐに見つかった。

　闘真は頭上のハンドルを回すと、ハッチを開けた。

『待て、闘真、まだ早い！』

　スピーカーごしの風間の制止の声は耳に入らない。頭に届かない。ハッチが開いた。大量の海水が、流れ込んでくる。しかし闘真はかまわずハシゴを登る。外に出ると、ちょうどスフィアラボの頂上部が海から出るところだった。

　闘真は頂上に立ったまま前方を見据え、一切のためらいなく鳴神尊を抜刀する。握る手が焼けるように熱い。扱えるかどうかという不安は一ひと片かけらも無かった。そんな不安を抱く余裕も甘さも、もう闘真にはなかった。

　直径５００メートルの足元を揺るがす大きな衝しよう撃げきがスフィアラボを襲おそう。見えない何かとぶつかったのだ。同時に下方の空間が歪ゆがみ、巨大な飛行物体が姿を現わした。

「……いる」

　あの世界最大の飛行物体の中。全幅４００メートルを超える巨大な質量の中にある、ほんのわずかな１６０センチにも満たない小さな体。

「由ゆ宇うがいる」

　だが確かに、由宇の存在を闘とう真まは感じ取る。

「あああああっ！」

　そう思ったときには闘真は駆けだしていた。いまだ海水が流れ、滑りやすいガラス面の上を、闘真は躊ちゆう躇ちよなく最速で走り抜ける。後方に残る水しぶきはまるで爆発だ。それが一直線にフリーダムのコックピットに伸びていく。

『闘真、落ち着け！　まずはフリーダムの上部に張り付きハッチを……』

　イヤホンから風かざ間まの声が聞こえる。が、すべて無視した。鳴なる神かみの尊みことを持つ右手から広がった熱さは、全身を焼くかと思うほどだ。しかし今はその熱さが心地いい。

　フリーダムが目の前にある。外壁は峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが生み出した遺産技術。スペースデブリの直ちよく撃げきにさえ耐えうる素材だ。しかしその脅威はまるで感じない。右手から感じる確かな感触の前に、それはただのプラスティックのような存在感でしかない。

「あああああっ！」

　雄お叫たけびと同時に跳ちよう躍やくし、全身の体重を乗せ、鳴神尊をコックピットのガラスへ振り下ろした。刃はなんの抵抗もなく根本まで埋まった。鳴神尊を中心にヒビが蜘く蛛もの巣状に広がり、一秒を待たずして無数のガラス片となり、海水と共にフリーダム内部へ四散した。

　海上の数十メートル上とはいえ、気圧の変化に激しい風が吹きすさび、コックピット内には四散したガラスと海水がまじった嵐あらしのような突風が吹きぬけた。

　誰だれもがとっさに顔を覆おおい、目をつむる。

　そして再び目を開けたときには──凍るような瞳ひとみをした少年が、小刀を携たずさえ、一人、そこに立っていた。







　突然の侵入者にパイロット達たちは混乱する。完かん璧ぺきなステルス機能を持った要よう塞さいのごとく巨大な飛行機、フリーダム。発見さえ困難な飛行機に、一人の少年が、小刀一本で潜せん入にゆうしてきた。ミサイルの直撃さえ跳ね返すはずのコックピットの特殊ガラスが、あっけなく小刀の前に飛散した。その事実がどうしても彼らの頭に入らない。

　内部にいた十名の海かい星せい兵へいが、恐怖と驚おどろきによって凍り付いている。全員がフリーダムを操縦するためのパイロットだ。全長３００メートル以上、全幅４００メートル以上の巨大飛行機を制御するには、それだけの人数と優れたアビオニクスのバックアップによる姿勢制御が必要だった。

「由宇はどこだ？」

　殺意を乗せた言葉に、誰だれもがさらに四肢を強こわばらせる。口を動かそうにも、呼吸すらも満足にできない恐怖の中では不可能だった。それほどまでに十七歳の少年が発する殺気は、異常で、禍まが々まがしかった。

　言葉とともに小刀を構える。闘とう真まの殺気以上に禍々しかったのは、その小刀だ。周囲は熱で空気が歪ゆがんでいるかのように揺らいでいる。なのに凍いてつくような冷たさがある。空気が揺らいでいるわけではない。ただ何かが、パイロット達たちの視覚を狂わせていた。それが恐怖となって、体を縛しばり付ける。彼らは指先一つ動かすどころか、瞬まばたきすらままならなかった。

「どこだ？」

　再度の問いは小刀の一振りと同時に行われた。軽量と剛体性が両立した椅い子すの特殊合金が音もなく切断され、床に転がった。コックピットのガラスと同じく、ありえない光景に、恐怖と緊きん張ちようの糸が切れた。否いな、切断させられた。

　兵士達はいっせいに腰の銃を手に取る。一対十、刃物対銃。常識では勝負にならない。しかし少年も小刀も何もかもが普通ではない。

　彼らの手が銃に触れるより速く闘真は動いていた。至近の兵士の懐ふところに半歩で踏ふみ込み、鳴なる神かみの尊みことの柄つかでみぞおちをえぐる。銃が抜かれる動作の内にさらに二人、同じ運命をたどらせた。トリガーに指がかかるころには五人目と六人目が倒れるところだった。残り四人。闘真は止まらない。すばやく動く闘真へ狙ねらいを定められないうちに一人、同士討ちを恐れて躊ちゆう躇ちよしている間にさらに二人。

　気がつけば昏こん倒とうしていない兵士はただ一人。震ふるえる手で闘真に銃口を向けている。

「由ゆ宇うはどこだ？」

　息一つ乱さず、最初と同じ口調で闘真は問うた。

「うわあああっ！」

　最後にただ一人残された兵士は、恐怖にかられ引き金を絞った。錯さく乱らんした状態の中で撃うった弾丸の軌道が闘真の体に向いていたのは、幸運と言えよう。しかし鳴神尊一振りで、銃弾は火花一つ残して弾はじかれた。

　恐怖を通り越し、兵士は失禁した。思考も感情も何もかもが凍りつく。

「ふん」

　何も聞き出せないと悟ったか、闘真は無造作に刀を振るう。最後の一人もそれで床に伏した。

　そのときアラート音がけたたましく鳴った。闘真の侵入を知らせるものだ。

　同時にコックピットの計器類の明かりがいっせいに消えた。フリーダムの制御が予備のコックピットに移行した証あかしだ。

　しかし闘真にとってそのような事実はどうでもいい。彼にとっていま大事なのは由宇の居場所だ。懐ふところにある注射器に手を当てる。もってあと十分。それまでに解げ毒どく剤ざいを打たなければ由宇は死ぬ。

　全長３００メートル以上、全幅４００メートル以上という巨大な飛行物体の中で、なんの手がかりもなしに一人の少女を捜し出す。しかも中には何百、何千という敵兵がひしめいている。

　普通に考えるなら、見つけ出すのは不可能。しかし闘とう真まの表情に、焦しよう燥そうやあきらめといった感情は浮かんでいない。

　緊きん急きゆう事態のためかそれとも特別な手続きが必要なのか、コックピットの扉は開こうとはしなかった。しかし闘真は何一つ慌てることもなく、三み度たび鳴なる神かみの尊みことを無造作に振った。切断された扉の合金は重たい音を立てて落ちる。

　落ちた扉の向こうにすでに銃を持った兵士が待ちかまえていても、闘真は表情一つ変えない。心一つ乱さない。

　一介の戦せん闘とうマシンとなり、斬きりかかった。
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　胸が熱い。心の奥から処理しきれない熱い感情が、涙と共にこみあげてきて、由ゆ宇うの体を震ふるわせた。

　毒入りカプセルの融ゆう解かいが始まったのだろうか、それとも海かい星せいが施した薬が心身に悪あく影えい響きようを与えているのか。

　──違う。

　この気持ちは、この想おもいは、この涙は、闘真の姿を見てからだ。闘真の名を叫んでからだ。

「正面から乗り込むなんて……愚か者だ」

　口をついた言葉は自分の気持ちとは正反対だった。自分でもなぜそのようなことを口にしたのか理解できなかった。ただ胸にたまった感情が逃げ道を探した結果だということはなんとなく理解できる。

　解わからない。由宇は常に自分自身を完かん璧ぺきに管理してきた。優れた身体能力は、その結果だ。彼女にとってあらゆることは頭脳労働だ。しかしそれはあくまでも肉体的なことだ。理性がきかない感情はコントロールできない。

「馬ば鹿か者もの……無用な怪け我がでもしたら、どう……する？」

　あの少年は己の体など顧かえりみず、由宇をきっと助けに来る。問題は黒くろ川わかがいかに対処するか。闘真の目的は明らかだ。ただちに手を打つだろう。最後の最後に見せた隙すきをいま後悔しているに違いない。すぐさま由宇の命を絶つために、兵をよこしているはずだ。その前に闘真が由宇の元にたどり着く可能性は、限りなく低い。

　そのとき、体がグラリと揺れた。フリーダムのＧのせいではない。

　──とうとう、きたか。

　本物の毒入りカプセルの融解が始まった。由宇自身、その中身は知らされていない。

「これはＡＤＥＭの薬の影えい響きようか、それとも黒くろ川かわが何かしたか。いや、いまはそんな分析よりも生きることか」

　ともすれば飛んでしまいそうな思考を、なんとか軌道修正する。

　いま一度、自分の状況を確認する。拘束具が部屋の中央に由ゆ宇うを縛しばり付けていた。最初にフリーダムの中で気づいたときと同じ状況だ。あのときは油断して不用意に近づいてきた医師を利用し脱出した。しかし今は誰だれもいない。

　だが、このままではあと数分もしないうちに海かい星せいの兵士がくる。マモンに完かん璧ぺきに記き憶おくをコピーされた今、由宇が生かされているのは、黒川の由宇に対する悪意の発はつ露ろに他ほかならない。

　しかし坂さか上がみ闘とう真まという不確定な要素が発生した今、黒川は一分一秒も早く、由宇の命を奪いに来るだろう。

　一見脱出は不可能に思える。しかし由宇の目にはあきらめの感情はない。

　ここから、なんとしても逃げなければいけない。今ここでおめおめと殺されるわけにはいかない。

　四方八方の壁から繋つながる太い鎖くさりが、彼女の自由をすべて奪っている。このままここにいては、訪れるのは確実な死だ。

　──私は生き延びる。なんとしてでも。

　歯を食いしばる。体の底に力をため、一気に体をねじった。鈍い音が肩から鳴り、激痛が彼女をさいなんだ。それでもうめき声一つあげず、由宇は淡々と作業を進める。

　痛みが生んだ汗が額に浮かぶ。が、自分を助けに来てくれた少年の姿を思い浮かべれば、その激痛にも耐えられた。







　海星の兵士二人が、由宇が監禁されている部屋に入ってきた。入ると同時にホルスターから拳けん銃じゆうを抜くと、チェンバーに弾を装そう填てんし、銃口を由宇の額に押しつけた。

　しかしそこで動作が止まる。由宇はうなだれたまま、ぴくりとも動かない。血の臭においが立ちこめていた。臭いは由宇の顔のあたりと床からだ。血が床に四散していた。

「どうしたんだ？」

　一人の疑問に、もう一人が時計を確認して答えた。

「そう言えば、毒で死ぬって話だったな。もう制限時間か」

「ああ。苦しんで血を吐いて死んだか」

　目を背けたくなる衝しよう動どうを抑えながら、しかし慎重に由宇の髪を掴つかんで持ち上げた。うなだれた顔をのけぞらせると、血で汚れた顔が露あらわになった。

「どうする？　すでに死んでたって報告するか？」

「待て、ちゃんと死んだかどうか確認してからだ」

　少女の比類なき美しさは、血を吐いて動かない今、よくできた人形のようで、逆に恐怖心を煽あおった。それでもなんとか脈を取ろうと、由ゆ宇うの首筋に触ろうとする。体がまだ温かいのが、かえって薄うす気き味み悪かった。しかし首筋に触れる前に、少女のほうに変化が起きた。閉じていた目が急に開き、血走った虚うつろな瞳ひとみが露あらわになる。

「わっ」

　二人の兵士は慌てて飛び退のく。持ち上げられていた頭は力なくうなだれ、そのまま咳せき込んだ。

「まだ生きてるじゃないか」

　そうは言ったものの、すでに死にかけている。時々、体を痙けい攣れんさせては凍えそうなうめき声をあげた。毒が小さな体を蝕むしばんでいるのだと、二人の兵士は判断した。拘束具に繋つながれ続けた細い手首からも血が流れている。美しい長い黒髪はこびりついた血でところどころ赤黒い束になり、満足に食事も与えられなかった頬ほおはげっそりとこけていた。その姿はとても正視できるものではない。あまりに痛ましかった。

「いま楽にしてやるよ」

　兵士はあらためて銃を額に押しつける。今度は無反応ではなく、少女の頭がゆっくりと持ち上がった。焦点の合わない視線に、兵士は密ひそかに背筋を凍らせた。リアルな死はいままで何度か見たが、年とし端はもいかない少女のものは初めてだ。

「……死に……たくない」

　ようやく聞き取れる声で少女は懇こん願がんする。

「駄だ目めだ。もう助からない。せめてこれ以上、苦しまないようにしてやる」

　兵士はまるで自分に言い聞かせるように、銃口を額にさらに強く押しつけ引き金に力を込めた。懇願する眼まな差ざしが心に突き刺さる。どうしても正視できず、視線をそらして引き金を引いた。もう一人の兵士も同じだった。

　狭く冷たい室内で銃声は耳に痛いほど反はん響きようした。視界の隅で少女の小さな体が大きくのけぞる。弾丸を撃うち込まれた反動、と兵士は思った。しかしそれは間違いだった。いや、そもそもの間違いは目をそらしてしまったことだ。

　少女の体がのけぞったのは、弾が撃ち込まれたためではなく、少女の意思によってだ。外れた弾は、そのまま直進し拘束具の一部を破は壊かいする。

「君達たちに、つけこめるだけの……良心が残っていたことに、感謝する」

　少女が何を言っているのか解わからなかった。ただ理解できたのは、その声の質が、死にかけていても決して生きる意志を捨ててはいないことだ。

　とたん、四方から伸びる鎖くさりが派手に鳴った。

　たった一点破壊された拘束具を基軸に、由宇は脱出を試みる。すでに頭の中で組み立てた複雑怪奇なパズルの解答になぞらえて体を動かした。

　しかしその様子を二人の兵士が黙だまって見ているはずもない。

　銃を撃うった方の兵士が、判断能力を取り戻し再び銃を撃つのに四秒。もう一人はやや離れて客観的に見ていたため二秒。

　由ゆ宇うは銃を引き抜く動作から兵士の熟練度を測る。頭でなく胴を狙ねらってくる。セオリー通りの正しい動きに、由宇の唇の端が持ち上がる。正しい判断だ。相手が峰みね島しま由宇でなければ。

　兵士の姿勢から弾丸の軌道を目算する。由宇の目算は精密機械並に狂いがない。不自由な体をひねる。しかし戒められた体では避さけようがない。二度目の銃声が鳴る。弾丸の軌道は違たがわず、由宇の体を貫いたように見えた。しかし火花が散り、弾丸の軌道はそれ、拘束具の表面と由宇の脇わき腹ばらを浅く削ったにとどまった。

　弾丸を弾はじいたのは拘束具の金具。由宇をがんじがらめに戒めるためのものが、皮肉にも彼女を守った。それを偶然と勘違いした兵士は、さらに二回引き金を引いた。同じ数だけ金具が弾丸をそらした。

　一番正しい判断は、由宇の頭をつかみ銃を押しつけ引き金を引くことだった。しかし彼らはそれを選択しなかった。否いな、選択しないよう誘ゆう導どうされていた。血を吐いた己の姿まで利用し、命乞いの懇こん願がんの言葉はそのためだった。そして目線をわずかにそらせることに成功する。

　二重三重に張り巡らされた知略の罠わなは、たやすく兵士の行動を限定させた。

　その隙すきをつき上半身の自由を勝ち取った。しかし両腕が不自然にぶら下がっている。拘束具からの脱出を迅速かつ容易にするために、肩の骨を外したためだ。

　しかし決着は五秒とかからなかった。

　たとえ両腕を使えなくても、彼女は峰島由宇だ。銃を持った程度の兵士二人はどうにでもなる。

　昏こん倒とうした兵士二人をまたぎ、よろけながら壁に近づくと、肩を激しく激突させる。

「うっ……あっ」

　堪こらえていた痛みが、口からこぼれた。

　気付け代わりに乱暴な骨のはめ方を選択したが、あまりの痛みに意識が一いつ瞬しゆん飛びかけた。

「これで気を失って……は、もともこもない……」

　やはり思考がうまく回っていない。

　もう片方の肩は痛みが少ないよう、慎重に対処した。それは成功し、ほっと一息ついたのもつかの間、今度は目め眩まいが急に訪れた。世界が回ったような錯さつ覚かくに陥おちいり、思わず膝ひざをついてしまう。

「これは神経系の毒か……」

　カプセルの融ゆう解かいが始まっている。体中の血中に潜ひそむ無数の毒入りカプセルは、融解時間こそ設定されているものの個体差はある。融解の早いカプセルが由宇へ影えい響きようを与え始めたのだ。

「もって八分か」

　目め眩まいが治まるのを待ち、足に力を込める。どうにか立ち上がることはできた。壁に手をついて、ふらつきながらもなんとか歩く。

　部屋を出ようとして扉の取っ手が三重に見えていることに苦笑した。思ったよりも薬の影えい響きようは強く早い。

「私は死ねない。死ぬわけにはいかない」

　頭に浮かぶのは窓の外に映った少年の姿。

　ここで待っていても、すぐに第二陣がやってくる。この部屋にいては確実に殺される。だが闘とう真まが侵入したことで手て薄うすになった警備は、由ゆ宇うに味方をしてくれるはずだ。

　目指すは艦かん載さい機きが格納された場所。二時間前の逃走劇で、この航空機の機内は完かん璧ぺきに把握している。高度を上げたフリーダムから、唯一逃げられる手段が残されているのはあそこだけだ。

　しかし、闘真に自分の居場所を伝える術すべはない。闘真は自分が捕らえられている場所を兵士から聞き出し、この部屋に来るかもしれない。そうしたら二人は行き違いになり、その時間のロスは残り少ない由宇の命にとって、致命的なロスになるだろう。

　しかし、由宇は迷わなかった。自分がそこに行けば、闘真もきっと必ず同じ場所にやってくると信じていた。根拠などない。ただの思い込みかもしれない。

　だが由宇はその非論理的な考えに微み塵じんも疑いを覚えなかった。

　──きっと、闘真は私のいる場所にくる。

　由宇は汚れた口元をぬぐい、壁によりかかるようにして部屋を出た。
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　急ぎ足でフリーダムの通路を進んでいる黒くろ川かわの表情は険しく、厳しい。

「福ふく田だ、状況を報告」

　うしろからついてきている副官の福田武たけ男おは、各所から送られてくる報告を瞬しゆん時じに頭の中でまとめた。

「現在、坂さか上がみ闘真と思われる侵入者は、第一ブリッジから第二メイン通路へ移動中。途中、第二十七、第三十五警備兵隊と衝しよう突とつするも、侵攻は止まらず。接触した警備兵からの応答は途絶えました」

「すでに三十六人。坂上闘真……、甘く見ていたか」

　黒川は奥歯を噛かむ。誰だれがたった一人で正面からフリーダムに乗り込んでくると想像したか。誰が小刀一本でコックピットの特殊ガラスを粉砕し、数千の兵に立ち向かうと想像したか。

「コックピットの強化ガラスを一いち撃げきか……」

　言葉を失うしかない。遺産技術の結集の一つが、なんの変哲もないように見える刀一本で破られた。信じられない事態に、黒川は己の常識の修正を強しいられた。

　闘とう真まが比ひ良ら見み特別禁止区域から出てきたという報告は受けている。閉じこめるために使ったコンクリートは砂のように砕けていた。兵士達たちは、一人残らず同じ場所に傷を受けた奇妙な遺体になっていた。すべてが闘真の仕し業わざとは思わないが、少年の周りで起こる出来事は不可解な点が多かった。

　今思えば、兵士がすべて死亡し、状況をはっきりと把握できないままだったというのに、なぜ自分は原因を早急に解明しようとしなかったのか。峰みね島しま由ゆ宇うに気をとられ、坂さか上がみ闘真という存在を軽視してしまった。

　カメラの中で闘真が疾走する。速い。オペレーターのカメラ操作が追いつかない。加えて由宇に操られたマモンが機内で暴れたこともあり、多くの監視設備が使用不能になっている。闘真の姿を完全に追うのは難しかった。そのため状況確認は闘真と接触した部隊に頼たよることになるのだが。

「二十六、および三十三、三十八部隊からも接触前に応答が途絶えました」

　報告が来る前につぶされている。すでに十近い分隊、人数にして八十人近い海かい星せい兵へいが倒されたことになる。

「これはフリーダムの欠点か。極端に狭い通路ではこちらの人数も活いかせず、地の利は向こうにある」

「はい、予想以上です。メインコックピットの破損は激しく、復旧には時間がかかります。すでにサブに制御系統は移行させました」

「よし。いくらか予想外のことは起こったが、計画は予定通り行う。強きよう襲しゆう部隊を出動、スフィアラボの占拠を行う。強襲部隊出動と同時に、緊きん急きゆう離脱。ステルスモードに移行。フリーダムの中に、これ以上の侵入者を許してはならない」




　　　　　　　　５




　たとえ闘真が潜せん入にゆうしたところで巨きよ躯くを揺るがすには遠かったか、フリーダムの下部ハッチがゆっくりと開くと、海星の兵力が次々と降下する。

　何本ものロープが海面めがけて垂れ下がり、雫しずくのようにいくつもの兵士が、すべり落ちては海に飛び込んだ。腹には小型酸素循環システム、DRAEGER LAR／V。アメリカ軍 SEALSも採用する隠おん密みつ行動に適した装置をつけ、背には武器が入っている防水バッグがある。

　出てきたのは兵士だけではない。

　兵を乗せた強襲用のボート、ＳＤＶ小型潜水艇が次々に空から落ちてくる。制圧のための兵器は、海面に大小の水しぶきをいくつも作りながら、スフィアラボに侵入していった。

　突如として現われたスフィアラボ。しかし黒くろ川かわの反応は早かった。スフィアラボを制圧するために用意した兵力を、惜しみなく投入する。

　それら一部始終を、監視カメラで見ている人間がいた。

　スフィアラボの中枢、セントラルスフィアに座りモニターを見ているのは怜れいだ。

　ほとんどの機能が停止されている中で、スフィアラボの監視カメラが残されていたのは幸いだ。解体作業の管理に必要だったためだろう。

「ずいぶんと物々しい」

　映像を見て、誰だれもいない計器類の光ばかりが目立つ部屋で独り言をつぶやく。中性的で怜れい悧りな怜の横顔を、青白い計器類の光が照らしていた。

『それだけ確実に我わが物にしたいのだろう』

　否いな、独り言ではない。どこからか人の声が響ひびく。

「姿がないとやりにくいですね。せめてモニターの中だけでも、姿を現わしませんか？」

　虚こ空くうに向かって怜は話しかける。

『いいだろう』

　声の主、風かざ間ま遼りようは怜の希望に応じた。怜の目の前に風間の姿が現われる。しかしモニターの中ではなかった。部屋の中央に風間が立っていた。

「これは……。まさか立体映像……いや、網膜投影ですか？」

　さすがに怜も驚おどろく。コンピュータの中にだけ存在するはずの風間が、実像を持って目の前にいる。

『そうだ。網膜投影。眼球に直接映像を送っている』

「スフィアラボには、面白い設備があるものですね」

『無む駄だ話ばなしをしている暇はあるのか？』

「でしたら無駄な演出は避さけてください」

　風間は怜の言葉を無視してモニターの前に歩む。怜が手を伸ばして像に触れようとしたが、案の定通り抜ける。それで納得したのか、怜はもう風間が目の前にいることを気にするのをやめた。

「作業員は？」

『ライブセクターで大人しくしている』

「ここの全ハッチのロックは、自動では一切開閉不可能。手動でのみ開閉可能。間違いないですね？」

『ああ。保安上の問題だろうが、よけいな改造をしてくれる』

「色々言いたいことはありますが、とりあえず今だけは同意しておきます。彼らの侵入を阻はばむには……」

　モニターの一つに緑のランプが点ともる。

『潜せん行こう準備ができたぞ』

「すぐに実行してください」

　風かざ間まが指を鳴らすと──正確には映像が指を鳴らす動作をしているだけで、音はスピーカーから出ているのだが、スフィアラボ全体が微振動を始めた。

[image: ]

　──演出過多ですね。

　人間くさい動作をする風間が怜れいには奇妙に思えた。もう少しデジタルな性格を想像していた。

『水深５００メートルまで潜せん行こうする。そこまで潜もぐれば、侵入はできまい』

「すでに潜入した人数は？」

　モニターの画像がいっせいに切り替わる。どのカメラにも、海かい星せいの兵士が映っていた。ダイバースーツを脱ぎ、防水バッグから武器を取り出し装備を身につけ始めていた。その手て際ぎわの良さはアメリカが誇る特殊部隊 SEALSに勝るとも劣らない。

『六十二名の侵入を許した』

　風間の口調はあくまでも淡々としていた。

「練度が高い。たいしたものです」

『装備はＭ４ＲＩＳが三十六丁、ＭＫ２３ソーコムピストルが四十二丁、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だん、六十三個、音おん響きよう手榴弾が……』

「いえ、それでけっこうです。そこまで瞬しゆん時じに把握するのですか。中には映像から確認できないものもあるようですが」

『体格、外見の凹凸、判明している装備、体重を分析すれば、およその見当はつく』

「そうでした。ここではあなたは全知全能の神同然なのでしたね」

『否定はしない。しかし残念ながら、解体中のスフィアラボでは、以前の十分の一も思うままにならない。ドアロックの開閉だけでなく、ほとんどの機能は使い物にならなくされている。三分の一程度ならスフィアラボの設備でつぶせるが、残りは任せてもいいな？』

「けっこうです」

　怜れいはいつもどおり、細い体に黒いシャツをまとっているだけだ。特にこれといった武器を持っているようには見えない。

　だが重厚な装備を持った特殊部隊六十人以上を目にしても、怜は眉まゆ一つ動かさなかった。
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「撃うて、ひるむな、撃てえ！」

　悲鳴に近い怒声が艦かん内ないに響ひびき渡る。それをかき消すほどの勢いで、銃声が後に続いた。

　だが十名近い人間が狭い通路内で一斉射しや撃げきしたにもかかわらず、目的は達成されない。

「これを使う」

　兵士の手にあるのは手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　航空機内で使うにはあまりにも無む謀ぼうに思える行為。兵士が手にしたのは破片手榴弾。爆薬の塊ではなく、爆風により破片をまき散らし、人間を行動不能にすることに主眼が置かれた武器だ。

　だが爆発力は映画などから与えられる印象よりはずっと小さい。といえども、飛行機内で使用するにはやはり適さない武器だ。

　本来なら無謀だが、それを最適な判断へと昇華させるのは、フリーダムを構成する素材、ト00合金。ジュラルミンの四倍の軽さと三倍の強度を誇る峰みね島しまの遺産があればこそだ。

　兵士は手榴弾の安全ピンを抜き、目標めがけて投げる。

「退たい避ひ！」

　兵士達たちは全員、通路の角に身を隠した。唯一隠れられないのは、通路の中央にいた目標、一人の不法侵入者だ。

　着発信管の手榴弾は、床に着いた衝しよう撃げきで爆発した。爆発音と黒煙が一いつ瞬しゆんで通路を覆おおってしまう。

　煙は通路の陰に身を潜ひそめた兵士達にも降りかかった。

「やったか」

　爆風とそれに含まれる破片をかわすなど不可能。誰だれもがそう思う。

　だが爆風が去った後、兵士達の希望は絶望へと塗りかわる。

「この程度では、俺おれを殺せない」

　制止を知らない歩みは、兵士達たちとの距離を確実に刻んでくる。

　異様だ。しかし兵士達がもっとも動揺したのは、まるで別のことだった。

　何かを斬きったあとのように横へ大きく伸ばされた右手。その手には小刀、少年の持つ唯一の武器が握られているはずだった。

　しかしそこにあるものを目にして、否いな、目にすることができず、兵士達は動揺した。

　少年が持っているのは小刀の柄つかだけだ。そこから先は消失し、刀身がなかった。いや、ないと表現するのも違う。刀身が単に目に見えない存在なら、その先にある艦かん内ないの壁か床が見えたはずだ。ユニバーサル迷彩が施されたフリーダムに乗る彼らにとって、その程度のことは驚おどろきの対象にはならない。

　しかし、少年の持つ何かは違う。遺産とは別種の禍まが々まがしさだけが確実に五感を刺激する。

「あれは、なんだ？」

　兵士の一人が息を呑のむ。

　手しゆ榴りゆう弾だんを喰くらって無事だった少年のことよりも、なぜか刀の存在に兵士達の意識が向いた。

　視線を向けてもそこには何もない。違う、ないのではない。認識できないのだ。

　刀身のあるべき場所には光がなかった。あるいは光学迷彩の擬ぎ似じ的てきな光の通過ではなく、逆に光を吸収しているのか。

　しかし、もし刀身が暗黒であるなら周囲の輪郭が刀の形を作るはずだ。

　存在は確かに意識できる。だがしかし少年の持つ鳴なる神かみの尊みことの刀身を、誰だれもが認識できなかった。そこだけが異彩。世界の認識を拒んだ何かに支配されている。

　闘とう真まの視線が一時だけ兵士達から離れ、鳴神尊へ向けられる。わずかに細められた目は何を語るか。あるいは兵士達に認識できない小刀を、少年は認識しているのか。

「……どけ」

　兵士達に視線を戻したとき、少年が発した言葉はただ一言。濃密な殺意が含まれた視線に、兵士達はあとずさる。

「うああああああ」

　本能的に無む駄だだと悟りながら、同時に生存本能が銃のトリガーを引かせた。

　先ほどと同じ銃声が、あらゆる音を塗りつぶす。しかしそれもすぐに止やんだ。残ったのは、ただ一つ、少年の歩む靴音。それもすぐに疾走へと変換される。

「由ゆ宇う」

　床に散らばる兵士には目もくれず、闘真は一人の少女を求め続けた。

　ただ少年の頭の片隅に澱おりのように溜たまり濁にごっているものがある。

　──なんだ？

　右手に感じる鳴神尊が、闘真の思考に否いや応おうなく割り込んできた。

　一度は使えなくなった禍まが神がみの血ち。比ひ良ら見み特別禁止区域の旧峰みね島しま研究所での峰島勇ゆう次じ郎ろうとの邂かい逅こうを経て、再びわが手に戻ってきた感触。

　鞘さやから抜くとき、また使えなくなるのではないかという不安は微み塵じんもなかった。当然のように抜き、当然のように使った。

　鳴なる神かみの尊みことから感じる力は、かつてないほど強い。いや、自分の内から湧わき上がる力だろうか。その区別がつかない。区別などないのかもしれない。

　障害があっても鳴神尊を振るい、突破していく。

　だが、いつもの、あの、足下から昇ってくるような高揚感はどこにもなかった。

　自分が無数の兵士を倒しても、いくら特殊合金を切ろうとも、どんなに強くとも、由ゆ宇うに会えなければそんな力にまったく意味はない。

　鳴神尊を手にした最強の少年の心の中に、いつも必ず訪れる敵を倒す喜悦は皆無。

　ただ追い立てられるような焦あせりだけがあった。
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　世界が回転している。

「くっ」

　由宇はよろけた足をなんとか踏ふん張り、転倒を避さけた。フリーダムが揺れたわけではない。遺産の塊である世界最大の飛行機は、飛行中とは思えないほどに安定している。

　世界がまわったように感じ、よろけた原因は由宇自身にあった。

　体を支えるために壁に突いた手を、由宇はまじまじと見つめた。かすかだが指先が震ふるえていた。

「指先や舌の痺しびれ。これは……」

　しばらく目をつむり、呼吸を整えた。

「これはテトロドトキシンか。まったく、えげつない毒を盛ってくれる」

　すでに融ゆう解かいが始まった毒カプセルは、徐々に由宇の体を蝕むしばんでいく。テトロドトキシンはフグの毒として知られている。その毒性は青酸カリの十倍という強力なものだ。

「呼吸器系にまで障害が訪れたらまずいな」

　しびれを払うかのように拳こぶしを壁に強く打ち付ける。痛みが、朦もう朧ろうとしかけた頭をわずかに覚かく醒せいさせた。

「このまま……死ぬわけにはいかない」

　──自分の命を賭としてまで助けに来たあの大おお馬ば鹿か者もののためにも。

　決意を固めて、由宇は一歩を踏み出す。しかし固い決意も足には伝わらなかった。床が歪ゆがみ、足の裏はうまく床をつかめず、肩から転んでしまう。頭を打たないようにするのが精一杯だった。

「三半規管……もガタ…がきたか。この程度で転ぶ……とは、無様だな」

　自じ嘲ちようする。しかし自嘲だけにとどまることはしない。目をつむり頭の中で自由のきかない体でどのように歩けばいいか、歩行方法自体を再構築する。

　それから由ゆ宇うは立ち上がり、よろけながらも歩き出す。危なっかしい歩き方は、しかし不思議なくらい転倒とは無縁だった。

「あと……六百五十二秒……が限界か」

　由宇の冷れい徹てつな言葉は、己の内へと向けられていた。

　自分に残された時間を見つめてもなお、瞳ひとみには絶望の色はなかった。強い意思があった。

　目指す場所は、艦かん載さい機きの格納庫。見つかりやすく、真っ先に押さえられる場所でもあるだろう。しかしあの少年と二人で逃げるとしたらあそこしかない。だから由宇は行かねばならない。なにがあっても、あと二百二十歩が限界で、そこにたどり着くまでには三百歩以上歩かねばならぬとしても。

　目の前には細く長い通路。敵の姿がないのは僥ぎよう倖こうか。それともどこかで待ち構えているのか。

　ついに膝ひざが折れた。折れた膝は、力をこめてもまっすぐにならない。彼女特有の計算に基づいた動作はすでに限界を超え、計算どおりになど、何一つできはしなかった。

　この先に闘とう真まが待っている。再度、力を込めようとする。だが奇跡は起きない。足は動かない。それでも壁に手をつき、なんとか立ち上がる。しかし二、三歩ももたなかった。壁についた指先が五本の血けつ痕こんを壁に残しながら落ちていく。

　膝がまた床に落ちた。もう動きそうにない。

　歩行が困難になると、由宇は膝で体を進めた。膝がきかなくなると肘ひじではった。普ふ段だんの華か麗れいな峰みね島しま由宇の動きを知るものが見たら、あまりの痛ましさに顔をそむけたくなるであろう、無様で、不器用な姿。しかし、前を見据える黒こく曜よう石せきの瞳だけは強い光を失わず、その横顔は比類なく美しかった。

　由宇はなんとか、長い通路を抜け、広い空間に出る。

　倉庫だ。２００メートル近い奥行きと、20メートル程度の高い天てん井じよう。幅もゆうに50メートルはある。ここが飛行機の内部であることを忘れてしまいそうなほど広い空間だ。

　さらに戦車を初めとする様々な車両、ＶＴＯＬ戦せん闘とう機きや多目的ヘリなどの百を超える兵器が整然と並んでいる。

「はあ……はあ……くっ」

　喉のどが熱い。なのに指先は凍えるように冷たかった。死がじわじわと由宇を蝕むしばむ。いまや呼吸する以外、何もできない。それも五分を待たずにできなくなるだろう。

「いたぞ」

　耳鳴りに混じって、怒鳴り声がした。大勢の足音が近づいてくる。痛みに歪ゆがんだ視界がようやく焦点を結んだ頃ころ、由ゆ宇うは銃を構えた兵士に囲まれていることに気づいた。

　海かい星せいの兵士は慎重な対応だ。包囲網が完成してからいっせいに撃うつつもりなのか。あるいは血にまみれた死にかけの少女を射殺するという行為にためらいを抱いているのか。

　今まで、何度、この黒い銃口を向けられてきただろうか。

　一度も恐怖を感じたことなどなかった。怒りを感じたことはある。憤いきどおりもあった。そしてそれは常に、嘲ちよう笑しようを少女に浮かべさせた。同時にある種のバカバカしささえも。この程度の物で、いったい峰みね島しま由宇の何を威い嚇かくしようというのかと。

　しかし、今は違った。無数に向けられた銃口は、鈍く黒く光る銃口は、とてもとても恐ろしかった。今の自分はたとえ一発でも、よけられない。体は何一つ自由に動かない。頭脳さえ、満足に働いてくれない。

　引き金がひかれれば、まちがいなく何十もの銃弾が体を貫き、自分は冷たい骸むくろになるだろう。抵抗の手段などどこにもなく、この何百年もある原始的といっても過言ではない武器の鉛の弾を打ち込まれることによって、脳は破は壊かいされ臓器を貫かれて死に至る。目は開けたままかそうでないか解わからないが、どちらにしても、最後に瞳ひとみに映るのは、鉛色をした弾か、自分から流れ出た床に広がる赤い血か、それとも灰色の天てん井じようか。

　怖い。

　吐血した。

　血は赤く、そして生暖かった。

　死にたくない。

　──まだ私は生きている。まだ、まだ、あきらめたくない。死にたくない。

　少年は、闘とう真まは間に合うか。絶望的だ。さっき彼を見たのはコックピット。ここから１００メートルも離れているうえ、階層は四階層あり、二人の間を隔てているのは数百の武装した兵士。

　それでも。

「とう、あ……とお…ま」

　由宇は何度も彼の名を呼んだ。もう上う手まく発音できない。声を出すたびに血が流れ、熱い息が頬ほおをかすめていく。

　しかし、吐息は暖かい。闘真。闘真。その言葉を発する自分の息は暖かい。まだ死んではいない。吐血のたび、体の中から零こぼれ落ちていく生命の火。しかし、それは間違いなく自分の中から出てくるぬくもり。頬を濡ぬらす涙も、血も、息も、まだ自分の中に命の火が燃えていることを教えている。

　死ぬわけにはいかない。自分はもう一度、闘真に会いたい。会って、何を言うのかは解らないが、とにかく会って、この気持ちを伝えるまでは。

　しかし強い想おもいに応こたえることができないほど体は朽ちていた。指先一つ動かすことすら、ままならなかった。

　いくつもの冷たい銃口が、揺らぐことなく由ゆ宇うへ向けられている。

　無情な号令が一つ。指揮をしている兵士の口が開く。あと一秒後、あの口は撃うてと命じる。それが解わかる。心が凍る。何もできない。

　由宇の心が恐怖に染まる。ただただ、赤子のように身を縮め、固く目をつむり、一人の少年を強く思った。

　──闘とう真ま！

　死ぬのなら、最後に見るのは、彼がいい。たとえ記き憶おくの中でも。遺産の合金でできた壁や、今までずっと己に向けられ続けた黒い銃口や、自分自身の赤い血ではなく、命を奪う銃弾でもなく、あの少年がいい。せめて、あの少年のことを想おもって死にたい。

「とお……ま…」

「撃て！」

　冷れい徹てつな射殺命令と少女の小さな心の叫びが重なる。

　──その刹せつ那な。

　銃声でも少女の願いでもない、恐怖に彩いろどられた悲鳴が灰色の空間を切り裂いた。

「ぐあああっ」

「ぎゃああっ」

　複数の短い悲鳴と同時に、兵士の体が転がるように床を滑った。由宇の目の前で停止した兵士は、気を失っているのか、ぴくりとも動かなかった。

　兵士達たちが、そしてうっすらと目を開けた由宇が、兵士の滑ってきた方向に目を向ける。逆光に縁取られ、人型のシルエットはよく見えない。しかし、そこに立っていたのは、小刀を携たずさえたたったひとりの少年は、それは間違えようもなく由宇が待ち続けた少年──坂さか上がみ闘真であった。

　全員の注視の中、少年はゆっくりと歩んでくる。足音の一つ一つに込められているのは、静かな怒り。あまりに堂々としているためか、それとも気け圧おされてしまったのか、誰だれ一人として動かない。否いな、動くことを許されなかった。

　由宇は喉のどの奥に息と血を詰まらせる。逆光で顔がよく見えない。毒に犯された瞳ひとみは、もう輪郭もはっきり識別させてくれない。しかしよく知っている、誰よりもよく知っている、彼のことを、見間違えるはずがなかった。

　人影が由宇の目の前で止まる。

「とう…ま……あっ！」

　気づいたときには由宇は、闘真の手に力強く抱きしめられていた。

「由宇！　由宇！」

　闘真は、血の匂においをさせた少年は、由宇を己の胸に強く強く抱いた。

「あ、あ、ほんと……う…に……とうま……なのか」

　現実を信じられず、由ゆ宇うは闘とう真まの胸の中で何度も確認する。

「由宇。ごめんね、遅くなって。由宇。由宇。……助けに、きたよ。由宇」

　熱に浮かされたように、少年もまた由宇の名を何度も呼ぶ。それにどれだけの想おもいが込められているのか、由宇には解わからない。ただ、名を呼ばれるたび、熱い涙があふれた。







「由宇……」

　闘真は二人を取り囲む銃口も忘れ、ただ強く由宇を抱きしめる。

　記き憶おくより少女の体は細く軽く、弱々しかった。口の周りは吐血で汚れ、立つのもままならないほど衰弱している。抱きしめた体は冷たく、自分の体温で溶けてしまいそうなほどに儚はかない。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだから」

　そう言って、指で頬ほおに触れる。軟らかくも冷たい感触が、闘真に怒りを蓄積させる。ただ彼女の頬を流れる涙だけが熱い。

「とうま、とうま……とうまなのか？　きてくれたのか、とうま」

　迷子の子供のように、由宇は何度も自分の名を呼ぶ。そのたびに闘真はうなずいた。軟らかい髪を何度も撫なで、かたくかたく由宇の体を抱きしめた。

「なんだ貴様っ！」

　静寂を最初に破ったのは、兵士の一人だ。

　闘真は由宇を抱きかかえるようにしたまま、ただまったく感情を感じさせない表情で振り返った。銃口の射線軸が二人を中心に交差している。

「撃うて！」

　己の使命を思い出した兵士が、銃をいっせいに撃つ。十数名の兵士によるサブマシンガンの銃口。数百を優に超える弾丸が、数秒足らずの間に発射された。

　闘真は左手で由宇を抱きしめたまま、凍いてついた眼まな差ざしで彼らを見据え、弾丸などまるで意に介さず、ただ鳴なる神かみの尊みことで空を切り裂いた。瞬まばたき一つの間に刃の銀光が描いた弧の数は二十を超え、弾丸のことごとくが地に落ちた。

「あ……」

　ようやく由宇は己の置かれた状況を思いだし顔を背ける。背けた目の先に、床に散らばる無数の弾丸が見えた。

「……とうま？」

　滅多に表に出さない不安の感情を露あらわにし、由宇は再び闘真の顔を見た。

「大丈夫、心配しないで」

　優しい笑顔がそこにあった。それだけで不安な感情は霧む散さんした。なのに由宇は、顔を背けてしまう。抱きしめられているという事実が、闘とう真まと密着した体が、そして自分はすべてを闘真に預けているのだという事実が、急に落ち着きを失わせた。

「由ゆ宇う、そのまま僕の左手に体重を預けて。力いっぱい、つかまってて。振り落とされないように、しっかりと。僕の左手に全部を預けて」

　それなのに、この男はそんなことを言うか。

　今までは常に一いつ緒しよに戦っていた。自分だけが一方的に闘真に頼たよることなど、自分が足手まといになることなどなかった。だから、どうしていいのか解わからない。

　体を預けては闘真の邪じや魔まになる。動けない自分を抱きかかえたまま戦うなど、正気の沙さ汰たではない。足手まといにならないためにも、自分は闘真から離れなければならないと、理性は言う。けれども体は頭と違うことをする。

　由宇の腕かいなはしっかりと闘真にしがみつき、闘真の左腕に腰を預け、闘真の胸に頭をうずめた。

「もう絶対、離さないから」

　その言葉と同時に闘真は動いていた。由宇はとっさに振り落とされないように、首に回した腕に力を込める。そうするのが精一杯だ。

　闘真の体が流れるように動く。その動きは鮮やかのひと言。由宇は闘真の胸に抱かれながら、息がかかりそうなほど近くにある闘真の横顔を見る。

　固く結ばれた唇、敵を見据える強い眼まな差ざし。よく知っているようでもあり、初めて見るようでもある、闘真の横顔。

　その横顔を見て、由宇は不安になった。自分が足手まといになっていることではない。銃を持った兵士と戦っていることではない。高鳴っている胸の鼓動が、闘真に伝わってしまうのではないか、そんなことが、なぜかこんな状況にもかかわらず由宇を不安にさせるのだ。

　戦っている闘真の表情は状況によって微細に変わる。その一つ一つが、胸の高鳴りとなる。

　戦いの音は果てしなく遠い。剣けん戟げきの音も銃声も悲鳴も何かが倒れる音も、すべては夢のように遠かった。いまの由宇の現実は、目の前にある少年の顔だけだった。

　旋風が止まり、由宇のつま先が床に降りた。気がつけば兵士は全員、床に伏している。遠く激しかった銃じゆう撃げきの音と悲鳴は消え、低いうなり声のようなフリーダムの駆動音だけが残る。

　静寂は由宇をいっそう不安にさせる。胸の鼓動は収まらない。これでは、理り不ふ尽じんに上がった心拍数が闘真に伝わってしまう。闘真は最初と変わらずしっかりと、由宇を左腕一本で楽々と抱きかかえて立っている。

「ひ、ひとりで立てる」

　無理に体を突き放して離れようとした。しかし一歩と下がらないうちに、膝ひざは力を失いよろけ転ぶ。寸前のところで抱きとめたのは闘真だ。

「無理しないで。いま解げ毒どく剤ざいを」

　闘真は思ったよりも衰弱の激しい由宇の体に、焦あせりを感じていた。胸元から解毒剤の入った注射器を取り出す。銃弾の直ちよく撃げきに耐えるケースに入れられているとはいえ、無事であることにほっとした。

　しかしそのとき、どこか熱にうかされたようであった由ゆ宇うの表情が、一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちように強こわばった。

「闘とう真まっ！」

　叫ぶと同時に、渾こん身しんの力で闘真を突き放す。闘真と由宇の体は再び別れた。二人の間を引き裂き、突風が駆け抜けた。突風は巨大な双そう斧ふの形をしていた。

「あっ」

　双斧の生み出す風の渦が搦からめ捕ったのか、闘真の手から解げ毒どく剤ざいがこぼれ落ちる。急いで拾おうとした闘真を邪じや魔ましたのは、ブーメランのごとく旋回し引き返してきた双斧だ。とっさにかがんだ闘真の頭上を、鉄の塊が駆け抜ける。

　たった一つの希望であるものが、闘真の手の中にあった由宇の命そのものが、弾はじかれ、大きく転がった。転がった注射器を闘真が拾う前に、踏ふんで止める足があった。足の主へ視線を滑らせると、双斧を持った妖よう艶えんな女性が微笑ほほえんでいる。

「……七つの大罪、アスモ……デウス」

　由宇の小さくかすれた声は、死の淵ふちにあった。
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　シルエットだけでも妖艶な美しさを漂わせる容姿。しかしその手には、体たい躯くに不釣り合いな２メートル以上の長さを持つ巨大な双斧があった。

　１００キロはあると思われる双斧を軽々と振り回しながら、アスモデウスは近づいてくる。およそ女の細腕の仕し業わざとは思えない。常識外の相手を前に、闘真は由宇の前に出る。

　しかし闘真は巨大な双斧はまるで眼中にない。ただ一つ、少年が注視するのはアスモデウスが拾った解毒剤が入った注射器である。

「ふふん」

　地じ響ひびきと共に双斧を地におろし、今度は指先で注射器の容器を回す。

「どうやら、大事なもののようね」

　宝石を手に取るようなしなやかな指先は、注射器を胸の谷間に滑り込ませる。妖艶なしぐさだが、闘とう真まの表情に変化はない。

　由ゆ宇うは壁に手をついて立とうとするが、よろけて失敗する。

「だめだ、由宇、それ以上、無理しちゃだめだ」

「しかし……とうま」

「こいつは、俺おれが殺す」

　混じりけのない殺意が、重くつぶやかれる。真まな目め家けが長い年月をかけて作り上げた殺意の結晶。感情すら押し殺した純粋なそれは、人にある種の逃れられない恐怖を呼び起こす。その言葉をまともにぶつけられ、なお笑っていられるのは、さすが七つの大罪と言ったところか。

　双そう斧ふがゆっくりと回転を始める。

「あんた……」

　闘真の表情から感情が抜け落ちる。残るのは冷たい貌かお。二つの眼まなこが、まっすぐにアスモデウスを射る。

「自分のやったことが、わかってんだろうな？」

　艶あでやかな笑みは解わかっていると言っていた。だからどうしたと言っていた。言葉は発しない。これから先のコミュニケーションは力だといわんばかりに、１００キロはある双斧を振り回す。

　振り回しながら、アスモデウスは闘真に近づいていく。右へ左へと振り回す。最初はさほど速くなかった。それが徐々に速度を増していく。増したのは速さだけではない。重さを生かした破は壊かい力りよくもそれに比例する。

　２メートル以上の長い双斧を振り回しては、物に当たる。しかしそれをまるで意に介してない。介する必要がない。当たった物すべてが吹き飛ばされ削り取られていく。床を削り、車両の一部を吹き飛ばし、闘真に近づいてくる。まるで削岩機だ。

　対し闘真が行ったのは鳴なる神かみの尊みことを構えるのみ。

　由宇はほとんど見えなくなったかすれた視界で、二人の対たい峙じを見守った。

　両者に一言たりとも言葉はない。無む駄だなやりとりは無用とばかりに、潔いさぎよい沈ちん黙もくが空間を支配する。両者の生み出す武器の音のみが、二人の会話であった。

　闘真の静から動への移行は一いつ瞬しゆん。二種類の違う動作のフィルムをつなぎ合わせたかのような、一瞬の移行。

　アスモデウスは妖よう艶えんな笑顔を崩さぬまま迎えた。相手にとって不足無し。そう言っていた。

　鳴神尊が奔はしる。無駄のない弾丸を思わせるまっすぐな軌跡。アスモデウスの双斧に匹敵するかという力を内包していた。

　両者が甲乙つけがたい威力ならば、差を生む要素は二つ。そのうちの一つを闘真は優位としていた。真目家が数百年もの間守ってきた強さの象徴は、決して幻想ではない。両者の武器が激突する。唯一無二の小刀は、双斧をたやすく裂くはずであった。

　その瞬間、双斧が不自然にねじれた。鳴神尊の絶対の優位性を、アスモデウスはもう一つの要素をもってして、覆くつがえしにかかる。

　闘とう真まの動きに合わせて、双そう斧ふが垂直にねじれた。重さを感じさせない精せい緻ちな動き。闘真は不自然な姿勢のまま、うしろに大きく跳び退のいた。

　絶対の武器の所有者がうしろに退ひいたのを見て、嘲あざけるようにアスモデウスの微笑ほほえみが妖よう艶えんさを増す。

「臆おくしたかい、坊や？」

　アスモデウスの艶つややかな声に混じる嘲ちよう笑しようを、闘真は表情を変えず受け止めた。

　どれほど切れる刃物であっても、弱点は存在する。刀は側面からの攻こう撃げきに意外なほどもろい。アスモデウスの戦術は、その弱点を狙ねらったものだ。双斧を斬きられるのは想定済み。むしろ斬らせることが、彼女の攻撃だった。

　鳴なる神かみの尊みことが双斧を切断するためにめりこんだ瞬しゆん間かん、双斧をねじることにより、小刀の腹に大きな負荷をかけた。１００キロの武器を振り回すことさえ脅威ならば、勢いのついたそれを易やす々やすと方向転換することも脅威だ。そして何よりも、闘真の動きに完かん璧ぺきなタイミングで双斧をねじるということも常人の域を遥はるかに逸脱している。

　──さすが、鳴神尊とやらね。

　折れるはずだった鳴神尊を見て、アスモデウスもわずかに退いた。

　アスモデウスの狙いは鳴神尊。この少年の強さの根源はあの武器にある。だから頭や胴体を狙っても無意味であると解わかっていた。あの不可思議な小刀を持っている以上、少年は無敵。ではいつ、隙すきが生まれるか。答えは一つ。あの小刀に攻撃されたときに、直接、刀に仕掛けること。それがアスモデウスの狙いであった。

　アスモデウスはさらに双斧の速度を上げた。

　単純な破は壊かい力りよくを比べれば、鉄筋コンクリートのビルすら武器とするレヴィアタンの能力のほうが優れているだろう。対軍隊であれば、その戦せん闘とう力りよくは七つの大罪の中でも一、二を争う。

　しかし対個となれば話は別だ。

　そしてアスモデウスは対個において絶対的な自信を持っていた。双斧のさばきは豪快にして精緻。相反する二つの技量をなんなく両立させる。

　双斧を左右に振り回す。振り回しながら前進する。重く速いそれが触れた物は瞬時に破壊された。削られた床や壁、兵器が宙を舞う。金属さえなんなく削る人間削岩機が闘真に迫る。鼻先をかすめた斧おのの刃が、前髪を何本か持っていった。

　しかし闘真は退くどころか、瞬まばたき一つしなかった。

　ただ一言、

「邪じや魔まだ」

　力任せに鳴神尊を振る。その姿をアスモデウスは嘲る。技量も知恵もなく、立ち向かうなど無む謀ぼう。どれほど優れた小刀だろうが、使い手が凡ぼん庸ようでは意味をなさない。技量はあるが、プレッシャーのためであろう、攻めが単純になっている。アスモデウスは嘲ちよう笑しようとともに、双そう斧ふを叩たたきつける。

　一いつ瞬しゆん後、鳴なる神かみの尊みことは折れるか闘とう真まの手から弾はじかれる、と確信していた。

　しかし覆くつがえされた。

　刃と刃が激突し、うしろにはねとばされたのはアスモデウスだった。

「くっ！」

　アスモデウスはのけぞった体を無理やり立て直し、追つい撃げきを双斧で迎える。たとえ姿勢が不十分でも、安定した下半身が双斧の破は壊かい力りよくを比類なきものにしてくれる。しかしそれも弾かれた。

　ただ、乱暴に振り回しているだけにしか見えない鳴神尊。しかし絶え間なく暴風雨のように吹き荒れる剣けん戟げきを前に、アスモデウスは防戦一方を強しいられる。

　アスモデウスの顔から余裕が消え、妖よう艶えんな雰ふん囲い気きが霧む散さんする。額に流れる冷や汗は、さらに彼女が窮きゆう地ちへ追い込まれていることを物語っていた。

「やるわね」

　アスモデウスは飛び退のいて距離を置くと、驚おどろきに怖おそれをまぜ闘真を見る。

　闘真はすぐにアスモデウスを追いはしなかった。いったん立ち止まり、手を横に大きく羽のように伸ばした。その先にある刃物が、アスモデウスの不安と恐怖をさらに深める。

　──これが禍まが神がみの血ち？　……それにあれは、なに？

　闘真の持つ武器は刃物のはずだ。なのに手の先には、何もない。否いな、見えないのではない。認識できない。何かあると感じ取るのだが、それがなんなのか理解できない。

　闘真の腕がしなる。まるで鷹たかの羽ばたきのようなしなやかさ。ほんの一瞬だが、アスモデウスはその動きに見み惚とれてしまった。

　しかし遅い。先ほどの激しい攻撃で力尽きたのか。ならば攻防一体の双斧で叩きのめすのみ。たとえどれほどの切れ味を持っていようと、刃物の腹は致命的な弱さがある。烈風のごとく旋回する双斧で、鳴神尊の腹を叩くなど、アスモデウスの技量をもってすれば、造作もないことだった。

　──遅い。もらった。

　余裕を持って対処できるはずだった。たとえ手の先にある物が認識できなくても、刃物であるという知識から、対処は可能だ。

　余裕を持って双斧の軌道を修正する。刹せつ那なのあと闘真の武器は折れる、はずだった。しかし予想を超えて、鳴神尊はアスモデウスに迫った。

　速さではない。技量でもない。空間や時間を枠としたものではない。まるで異なる別の何かが、アスモデウスの予測を超える。それがなんなのかしかしアスモデウスには解わからなかった。

　世界がねじ曲げられた。あるいは因果律が変えられた。そう表現するしかない一撃に、アスモデウスは反射的に飛び退いた。その判断が結果的にアスモデウスの命を救った。

「なっ」

　双そう斧ふが音を立てて真っ二つに切断されていた。さらに狂刃は、アスモデウスの服を裂き、腹の皮一枚を切っていた。滲にじんだ血が、滴したたり落ちる。刃は届いていないはずだ。いや、そもそも知覚できなければ、刃の長さを語るなど意味はないのか。

　さらに鳴なる神かみの尊みことの一いち撃げきが、まっすぐに命を狙ねらう。かろうじて切断された双斧でそれを迎え撃うつ。双斧は先ほどと同じく、切断される。さらに一撃。削られる。津波のような絶え間ない斬ざん撃げきの嵐あらし。どこにそれほどの力を残していたのかという驚おどろきを抱きながら、アスモデウスは防戦するのが精一杯だった。

　双斧は見る間に切断され、削られ、形を失っていく。やがて武器としての機能を失った鉄塊を捨て、アスモデウスは大きくうしろに下がった。

　しかしアスモデウスが下がるより速く、鳴神尊が奔はしる。命を絶ちにきた刃を前に、アスモデウスの心胆は凍り付く。死が目の前にある。

　しかし刃はアスモデウスを切り裂く直前で停止した。慈悲ではない。明らかに殺す意志が切っ先にあった。それが止まったのは、それ以上の踏ふみ込みを許されなかったからだ。

　停止した闘とう真まの喉のどにうっすらと血が滲み、床に滴った。闘真は一度喉をなで、視線を脇わきにそらす。そこには壁に刺さったナイフが、まだ震ふるえていた。あと半歩踏み込んでいれば、闘真の喉はザクロのように裂けていた。

　アスモデウスは目線を横にやり、何かを叫ぶ。異国のイントネーションで解わかりにくいが、なんとなくそれが名前らしいと闘真は察した。しかも親しみのある呼び方だ。

　アスモデウスの目線の先から、一人の若者が現われる。野性的な風ふう貌ぼうをした、しかしどこか幼さを残す青年、いや少年と言っても差し支えないかもしれない。

「あんたが邪じや魔ましたのか」

　その男を闘真は見る。一度だけ会ったことがある。比ひ良ら見み特別禁止区域でベルゼブルと戦ったときだ。レヴィアタンを斬きろうとした間に割って入り、そのときも闘真にすら認識困難な速度で仲間を助けた少年だった。

「俺おれが相手をする」

　七つの大罪、ベルフェゴールが静かに宣戦布告をした。







　ゆっくりと歩み寄るベルフェゴール。闘真はその歩みを待った。由ゆ宇うの時間は刻一刻と削られていく。一秒でも早くアスモデウスから注射器を奪い返さなければならない。しかし、それでも闘真は動けない。先ほどのアスモデウスと相対した時と似た状況だが意味はまるで異なった。動かないのではなく動けない。

　いままで感じたことのない不気味さが、ベルフェゴールから感じられた。

　──なんだ、これは？

　不安が足下からからみついてくる。ベルフェゴールの戦いの最中とは思えない静けさは、いったいなんなのか。

　ベルフェゴールに抱いた不安から連れん鎖さ的てきに、最悪の未来──たとえ戦いに勝利しても由ゆ宇うの解げ毒どくが間に合わぬ事態が脳裏を横切る。

「死ぬぞ」

　短くも、端的な叱しつ咤たがベルフェゴールから発せられた。

「いまは戦いに専念しろ」

　闘とう真まの間合いをぎりぎりで外し、ベルフェゴールは足を止めた。

　──そうだった。

　闘真は目の前の敵を見る。うしろを見て勝てる相手ではない。戦いの中で培つちかった勘がそう告げる。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに、あったことあるか？」

　奇妙なイントネーションの日本語だが、意味は通じる。しかしその内容は、あまりにも意外だった。

「俺おれはある。何年も前だ。おじいが死にそうな日、あの男きた」

　敵に話しかけるにしては、ベルフェゴールの口調には優しさがある。

「誰だれも来たこと、気づかなかった。俺だけ気づいた」

　純朴な響ひびきは、ともすれば闘真の心を緩ゆるめてしまいそうになる。

「その意味を教えてやる」

　徒と手しゆ空くう拳けんのベルフェゴールが、闘真の前に立ちはだかる。闘真は気け圧おされるように、半歩だけ下がる。アスモデウスからも感じなかった、底知れない不気味さが闘真の足を止め半歩下がらせたのだ。

「こい」

　両手を下げた無防備な姿勢で、ベルフェゴールは無造作に闘真に歩み寄った。斬きってくれと言わんばかりだ。

　時間がない。闘真に迷っている暇はない。一秒を争う時間の中で、躊ちゆう躇ちよなど許されない。

　闘真は鳴なる神かみの尊みことを先ほどと同じように構える。遠くで二人の様子を見守るアスモデウスの表情が強こわばった。鳴神尊がまた認識できなくなっている。見えないのではなく認識できない。認識できない事実を見ているだけで、アスモデウスの気分は悪くなった。世界の歪ゆがみに酔った。

　対しベルフェゴールの態度は変わらない。闘真を見る瞳どう孔こうが少しだけ大きく開く。

　先ほどのアスモデウスとの戦いをなぞるように、闘真の腕がしなった。鷹たかを思わせる力強い羽ばたき。しかし目で追えない速さではない。なのにアスモデウスは後おくれをとった。避さけ切れなかった。ベルフェゴールは、いったい、いかに対処するのか。

　すっとベルフェゴールの両手が体の一方に持ち上がる。素手で鳴なる神かみの尊みことを防ごうというのか。その暴挙に、闘とう真まはためらいなく鳴神尊を奔はしらせた。容よう赦しやない一いち撃げきが、ベルフェゴールに迫る。

　フリーダムの外壁を一撃で壊こわし、弾丸を弾はじき、アスモデウスの双そう斧ふさえ葬ほうむり去った鳴神尊を、ベルフェゴールは静かな眼まな差ざしで迎えた。

　認識できない、防ぎようのない斬ざん撃げき。それに相対するには、あまりに緩かん慢まんなベルフェゴールの動作。

　しかし世界の歪ゆがみは、さらなるねじれを持って矯きよう正せいさせられた。

　ベルフェゴールの両手は、まるでひな鳥を包み込むように優しく閉じる。その中に鳴神尊が吸い込まれるように収まった。

　闘真の手が止まる。驚きよう愕がくに目が見開かれた。ベルフェゴールの両手のひらに挟み込まれて、鳴神尊は停止させられた。力が見事なまでに相そう殺さいされたのだ。

[image: ]

「俺おれの見けんの力、特別だとおじいは言った。おじいは世界の外に触れる。俺は世界の外を見ることしかできない。でもそれで充分」

　両手の間に鳴神尊を挟んだまま、ベルフェゴールは少年のように笑った。

「おまえの力は通じない」
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　対たい峙じする二人を見てアスモデウスの口元に妖よう艶えんな笑みが戻った。

　坂さか上がみ闘とう真まの驚おどろきの表情は見み物ものだ。最強の暗殺者と謳うたわれた禍まが神がみの血ちを、鳴なる神かみの尊みことの一いち撃げきを、防がれたのだ。横目に同じく信じられないという顔をしている由ゆ宇うを見る。

　闘真の力がどのようなものなのか、ある意味、闘真自身以上に理解している由宇のほうこそ驚きは大きかっただろう。

「……まさか、そんな」

　声こそ届かないものの、唇の動きから彼女らしからぬ言葉がこぼれ出るのをアスモデウスは見た。

　弟を誇らしく思うと同時に、一抹の不安もある。

　闘真はベルフェゴールの手に挟まれた鳴神尊を強引に抜きにかかる。ベルフェゴールはその力に逆らわず、引かれるままに足を踏ふみ出し、闘真の間合いの内側に潜もぐり込んだ。暴風の剣さばきの内にある無風の安全地帯から、ベルフェゴールは闘真の顔を見上げる。

　腕と腹の間に、ベルフェゴールの体があることに驚くと同時に闘真は反応する。鳴神尊を引いた反動を利用し、そのまま上半身をひねった。近距離からのエルボーが、ベルフェゴールの横っ面つらにぶち込まれる。しかしそれをさらに低い姿勢で頭上にかわしたベルフェゴールは、限界まで屈した膝ひざを一気に伸ばす。膝のバネをすべて乗せた掌しよう底ていが、今度は闘真の顎あごを捉とらえようとする。闘真は上半身の回転をそのまま回かい避ひ運動に移行させた。ベルフェゴールの掌底は顎を外れたものの、闘真の頬ほおとこめかみを削って、天に突き抜けた。

　一いつ瞬しゆんの激しい攻防が終わり、両者はまた離れた。闘真は慎重に間合いを取る。

　しかしベルフェゴールの戦法は後の先。先手の動きの中での鳴神尊の知覚外からの攻撃は、彼の見けんの目をもってしても防ぐのは困難だった。

　必然的にベルフェゴールの戦法はカウンター。つまり後の先となる。だがそれは必殺に等しい後の先だ。それが解わかった闘真はうかつに攻撃を繰くり出せない。

「ほう」

　ベルフェゴールは闘真の構えを見て、感心の声を発する。

　なお闘真は、鳴神尊を持った手を翼つばさのように広げる大きな構えを取った。誰だれに教わったものでもない。真まな目め家けでたたき込まれた鳴なる神かみ流りゆうに、そのような構えはない。ただ彼の持つ殺さつ戮りくの本能が、鳴神尊を最強に至らしめる戦法を選択させた。

　そこに人の編み出した技術はない。人の知の外に、そのようなものが入る余地はない。もしこの場に真目不ふ坐ざがいれば、鳴神尊を最強に至らしめる血が完成に近づきつつあることを確信しただろう。

　だがアスモデウスはほくそ笑む。闘とう真まは膠こう着ちやく状態を良しとできない事情がある。由ゆ宇うの解げ毒どく剤ざいのタイムリミットは、もうほとんど残されていない。

　カウンター覚悟の一いち撃げき。

　──いい顔ね。

　覚悟を決めた闘真の顔を見て、敵ながら感心する。あれほどの覚悟はなかなか決められない。それほどあの少年にとって、峰みね島しま由宇は大事なのだ。

　しかしそれは同時に、アスモデウスに大きな懸け念ねんを抱かせてもいた。

　ベルフェゴールの態度に落ち着きがなくなる。闘真の覚悟を見て臆おくしたのではない。死を恐れる弟ではない。

　ベルフェゴールの意識がほんの少し、闘真から外れた。その隙すきを闘真が見逃したのは、僥ぎよう倖こうだっただろう。あるいは必然か。ベルフェゴールが意識を外した先には、壁にもたれてなんとか立っている由宇の姿がある。

　──また悪い癖くせ。

　懸念は現実になった。戦いに正道を求め、戦う相手にすら優しさを見せてしまう弟を苛いら立だちの感情で見る。長引いて不利なのは闘真だけではなかった。

　──私があの娘を始末するべきか。

　しかしすぐに思い直す。いま由宇を殺すのはたやすい。しかしそれによって意識がそがれるのは、闘真だけではない。ベルフェゴールもだ。なんともろく慈愛に満ちた、ルシフェルの後継者。

　一人の少女が死ぬことから生まれる罪悪で、そがれた意識。それにより先に死を迎えるのは弟のほうかもしれない。苛立ちにツメを噛かむ。

　通信機が鳴ったのはそのときだ。耳に埋め込まれているイヤホンタイプのため、その事実を知るのはアスモデウスだけだ。

『戦場に慈愛はいらない』

　通信機の第一声に、アスモデウスは驚おどろく。声の主は黒くろ川かわ謙けん。監視カメラで格納庫内の様子を見ていたのだろう。不鮮明な映像の中で、黒川は闘真とベルフェゴールの置かれた状況と、アスモデウスの迷いと苛立ちまでをも見抜いていた。

　──ただの夢想家ではないようね。

　少なくとも指揮官としての能力は信用に足るものだ。

「いかがいたします？」

　アスモデウスは黒川に聞き返した。この状況でどのような采さい配はいを振るうのか興味がある。

『俺おれを試すか？　まあ、いい』

　アスモデウスの意図を見抜き、黒川は笑ったように答え、命令を下す。

　満足の行く内容に、アスモデウスの笑みの妖よう艶えんさは増した。







　由ゆ宇うは周囲の状況を、把握するように努めていた。足手まといの自分がいま唯一できるのはそれだけだ。

　予想外の強敵に闘とう真まは手こずっている。

　由宇は途切れそうになる意識をなんとかつなぎ止めている。アスモデウスだけでなく、ベルフェゴールと名乗ったあの青年のような能力者もいる。

　視界の隅でアスモデウスが動いた。通信機で何か話していたようだが小声で解わからない。目も朦もう朧ろうとして唇の動きを読むこともできなかった。

　アスモデウスは、滑るように移動すると、壁に設置されている格納庫の制御盤の前で止まる。

　命令の内容は解らなかったが、アスモデウスのしようとしていることはその動きで予測できた。

　──このままでは、私は、闘真の足手まといになってしまう。それだけはいやだ。

　その想おもいだけで由宇は体を動かす。何度も転びながら、場所を移動しようとする。しかし間に合わなかった。

　アスモデウスが制御盤のスイッチを押した。

　けたたましい警告のアラートが格納庫内に鳴り響ひびき、激しい風が由宇の髪を舞い上がらせた。







　闘真とベルフェゴールは鳴なる神かみの尊みことを挟んだまま睨にらみ合っていた。警報音が鳴ったのはそのときだ。格納庫上部の赤いランプが点ともり、旋回する。

「なんだ？」

　慌てて周囲を見ると、アスモデウスの姿がない。由宇の姿ももといた場所に見えなかった。

「くそっ！」

　アスモデウスを見失っていたことだけではない。なにより由宇が動いたことに気づかなかった己を闘真は激しく叱しつ責せきする。たとえ油断できない相手と対たい峙じしているのだとしても、目を離してはならなかった。

　何が起こっているか解らない。しかし何かを起こしたのはアスモデウスだ。

　風が舞い上がった。否いな、そのような生やさしいものではない。何もかも吹き飛ばしてしまいそうな暴風が格納庫内に吹き荒れる。後部ハッチがゆっくりと開き、雲の絨じゆう毯たんを敷しき詰めた夜空が現われた。空気はすべてそこから外に向かって流出していく。

　由宇の叫び声を聞いた気がした。しかし少女の姿はない。風が産んだ幻げん聴ちようかもしれない。しかしアスモデウスが発した異国の言葉の叫び声は確かに存在した。ベルフェゴールが承知したとでも言うように大きくうなずいた。

　アスモデウスが壁のボタンを押す。けたたましいブザーが鳴った。

　同時にベルフェゴールが横に飛び退のいた。反射的に闘とう真まもベルフェゴールの後を追って横っ飛びに跳ぶ。すぐ背中を巨大な何かが吹き飛んでいった。

　後方を過ぎ去ったのは、フリーダムの艦かん載さい機きであるＶＴＯＬ戦せん闘とう機きだ。アスモデウスが押したのは、戦闘機を射出するためのカタパルトボタン。艦載用に翼つばさを折りたたんだ戦闘機は、巨大な大砲の弾となる。

「由ゆ宇うっ！」

　驚おどろいている暇はなかった。このような状況下、まともに立つことのできない少女はどのような運命をたどるか容易に想像できた。しかし彼女を捜す余裕をアスモデウスは闘真に与えなかった。カタパルトの射出レーンは複数ある。闘真がＶＴＯＬ機の大砲を退け、転がり避よけた先は、もう一本のカタパルトレーンの上だった。

　ブザーが鳴り、カタパルトの轟ごう音おんが再び闘真に迫った。
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　風が後部ハッチから、勢いよく抜けていく。

　由宇にあらがう術すべはなかった。小さな少女の体は暴風に巻き込まれ、ハッチの外、上空８０００メートルの空へなんの装備もなしに放り出された。

　しかし由宇は運命に逆らう。寸前のところでハッチ外部のポールに指を引っかけた。

「くっ」

　指先がかろうじて、通路に設置されているポールをつかむ。体が強風に煽あおられ、布のようにばたばたと揺れた。体が何度も機体の外壁に叩たたきつけられる。

　空気が薄うすい。高度８０００メートルでは気圧が三分の一にまで低下する。肺が空気を求めて悲鳴を上げた。

　急激に訪れた気圧の変化に、頭痛と吐き気がさらに酷ひどくなった。耳の奥も痛くなり、本来の機能の役目を果たさない。気力と体力が秒刻みで削られていく。

　それだけの悪条件がそろった中で、手がポールをいまだ離さないのは奇跡に等しかった。

「あ、く……」

　それどころかじりじりと体を引き上げている。

　しかし少女のあらがいは、無慈悲に一いつ蹴しゆうされた。ポールを固定している金具が、音をたてて壁から離れていく。はがれた金具からネジが由宇の頬ほおをかすめて、遥はるか後方へ落ちていく。由宇が手を離せば同じ運命をたどる。ポールが完全に壁からはがれてしまっても同じだ。

　ついにポールを固定する二つの金具の内、一つが完全にはがれてしまった。支えの半分を失ったポールは折れ曲がり、由宇の体はさらに後方へ流された。姿勢を崩しながらも由宇の手はポールから離れない。いまにも折れそうなポールに、由ゆ宇うは必死にしがみつく。

　ポールをつかむ手がすべる。じりじりと、体が後方に流れていった。

　もう視界はぼやけていた。ほとんど用をなさなくなった耳は、かろうじて風の音だけを拾う。指先のしびれは、ついに手のひらの感触まで奪う。もうポールをつかんでいるのかどうかも由宇には解わからなかった。

　──これでは、たとえ……手を離したところで、地上に叩たたきつけられる前……に毒で死ぬ……か。

　頭がうまく回らない。意識も朦もう朧ろうとしている。

　それでも由宇はポールにしがみつくのをやめなかった。

　しかしどんな決意を胸に秘めたところで、残酷な現実は刻々と由宇を追いつめる。すでに由宇の手にはポールをはい上がる力は残っておらず、ポールを固定する金具は音をたてて壊こわれていく。もう十秒と持ちはしない。

「……う、……ゆう」

　耳に風以外の音が混じった。

　よく知った声だ。いま一番聞きたい声だ。しかしありえない。それは幻げん聴ちよう以外にありえない。暴風の音をようやく拾うようなていたらくの耳で、人の声など拾えはしない。たとえ正常な耳でも、風の音にかき消される。だからあの声は幻聴だ。

　それでも由宇は最後の力を振り絞って、顔を上げる。風が顔に叩きつけられる。だがかすれた視界の中には、彼女の期待した人物などいなかった。

　そこまでだ。ポールはついに限界を迎え、根本から折れた。

　由宇の体は何度か機体に叩きつけられながら、８０００メートルの上空へ放り出された。







　必死の形相で闘とう真まは射出された二機目の戦せん闘とう機きを避さける。直ちよく撃げきこそ免れたものの、射出のさいに生じる突風が、闘真の体を鞠まりのように転がした。

　それこそが黒くろ川かわの策略。誰だれも動けない状況なら、それを逆手にとって敵を窮きゆう地ちに追いやる。８０００メートル上空から放り出された峰みね島しま由宇は確実に死に、不意を衝つかれた少年も無事ではすまない。人外の力を持つ異能者が四人揃そろっていながら、しかし膠こう着ちやくしていた状態を、凡人の彼はボタン一つで一変させてみせた。大胆にして、効果的な黒川の作戦にアスモデウスは満足する。

　二機目のＶＴＯＬ機をなんとか避けて、闘真の体が止まったときには、体半分、ハッチの外にはみ出ていた。しかし闘真の心を凍らせる光景は、己の境遇ではなく、さらにその先にあった。

　ハッチのポールにかろうじてつかまっている由宇の姿が目に入った。

　闘とう真まは躊ちゆう躇ちよ無くハッチから手を離し敵に背を向け、壊かい音おんのした方向へ向かって全力疾走した。

　闘真がハッチから飛び出したのと、由ゆ宇うのつかんでいたポールが折れたのはほとんど同時だった。

　何度かフリーダムの外壁に叩たたきつけられながら、由宇の体が虚こ空くうへと転がっていく。

「由宇！」

　闘真は後先考えずに、ハッチから飛び出していた。

　強風が背中を叩く。臆おくせず闘真は、それに合わせて外壁を蹴けった。闘真の体はあっというまに後方へ流され外壁に強く叩きつけられる。それでも由宇に届かないと見ると、さらにもう一度外壁を蹴った。

　──間に合え！

　酸素が欠乏する中、闘真は心の中で叫んだ。闇やみ夜よに消えていきそうな由宇の体に手を伸ばす。足りない。さらにもう一度外壁を蹴った。

「由宇！」

　伸ばした手が由宇の手をつかんだ。







「……う、由宇！」

　しきりに呼ぶ声がする。

　右手で由宇をつかみ、左手には鳴なる神かみの尊みこと。刀身は深々とフリーダムの外壁に突き刺さっていた。

　流されたハッチを見れば、遥はるか前方。１００メートル先にある。この無む謀ぼうな少年は命綱も何も無しで、ここまで追ってきたのだ。

「き、君は……馬ば鹿かだ。大馬鹿者だ」

　声になったかどうかも解わからない。ただ闘真は、笑顔でそれに応こたえた。脳天気な、それでいて心休まる、由宇が望んだ笑顔がそこにあった。

　しかし状況は最悪だ。闘真はかろうじて片手で二人分の体重を支えている。鳴神尊もいまにも抜けそうだ。

　さらに格納庫内に二つの影が見える。視界は毒と疲労で霞かすみよく解らないが、何をしようとしているのか解った。

「あぶ……ないっ」

　由宇の警告より速く、闘真の真横の外壁で銃弾の火花が散る。それは一度で終わらず、二度三度と闘真の周囲を弾丸がかすめていった。

　頬ほおに何かが、滴したたる。

　──雨？

　雨ではない。闘とう真まの腕から流れ落ちた血が、由ゆ宇うの頬ほおに滴したたり落ちる。闘真の腕を弾丸がかすめていた。浅くない傷が、次々と血の雫しずくを産み落とす。

　──このままでは二人とも死ぬ。

　だからその手を離せ。と続けようとして声がでなかった。何を言おうとしたか察した闘真の表情が険しくなったこともある。毒で蝕むしばまれた体がついに喉のどの自由まで奪ったこともある。しかし何よりも、由宇自身が闘真と離れたくないと思ってしまった。生きたいと思ってしまった。たとえ醜みにくくあがくことになろうとも、いまこの手を離したくないと思った。

「わたしは……」

　懺ざん悔げにも似た気持ちが口からこぼれそうになる。

「僕は自分より由宇が大事だ。だから死んでも離さないよ」

　しかし闘真の言葉がそれを打ち消す。

「と……うま？」

「君が嫌だと離せと言っても、僕は絶対に離さない！　離してやるものか！」

　まるで喧けん嘩か腰ごし。由宇の弱気を叱しつ咤たしている。

　強い言葉とは裏腹に、闘真は安心していいと優しい表情を浮かべている。しかしそれは紛れもない偽いつわりだった。この状況のどこに、安あん堵どできる要素があるというのか。しかし由宇はその偽りに何よりも救われた。

「そんな見え透いた……笑顔に……だまされ……ないぞ」

　声が途切れる。胸の奥が熱くなる。

　この大おお馬ば鹿か者ものを殺してはならない。

　私は峰みね島しま由宇だ。この頭脳を、ここで活いかさないでどうする？

　いま手持ちにあるのは、兵士から奪った一発だけ弾が入った銃、鳴なる神かみの尊みこと、二人の衣類。

　意識を奪いそうになるあらゆる苦痛を押しのけ、由宇は思考に没頭した。

　そして一つの結論を導き出す。

「闘真、離すんだ」

　それが彼女の導き出した結論だった。

　闘真は、由宇の黒こく曜よう石せきの瞳ひとみをじっと見据えると、

「解わかった」

　笑顔で応こたえ、迷うことなく鳴神尊を抜き、８０００メートル上空のフリーダムから落下した。







　今度こそ、とうとう峰島由宇の体は何もない８０００メートルの虚こ空くうへ放り出される。いや、何もないわけではなかった。風に流されながらも、闘真の手はしっかりと由宇の手をつかんでいる。

　闘とう真まが力強く由ゆ宇うの体を引き寄せると、固く抱きしめた。

「そのまま」

　由宇はたった一発弾が残った銃を取り出す。体にはほとんど力が残されていなかった。それでも体が風に翻ほん弄ろうされないのは、闘真がしっかりと抱きしめていてくれるおかげだ。

　可能性は限りなく低い。強風などという言葉では済まされない空気の複雑な対流が間にある。距離は対象と秒刻みで絶望的に広がっていく。毒に冒された体は、自由がきかない。目はもうほとんど見えないが、たとえ見えていたとしても、対象物はすでに視界の外にある。

　不確定要素をあげればきりがない。成功する可能性は99・９９９９パーセントない。

　だから彼女は奇跡を願って、引き金を引いた。
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　落ちていく二人を、格納庫の中から眺めている二人の影がある。ベルフェゴールとアスモデウスだ。

「あっけないものね。あれだけの力を持っていながら」

　小さくなっていく二人を見て、アスモデウスは感かん慨がい深ぶかげにつぶやく。ベルフェゴールは何も語らないまま、落ちていく二人を見つめていた。

「殺さないというのが、あのお方との約束だろう？」

　どこか責めるような口調でベルフェゴールは言った。

「そのためにこっちが殺されても？」

　姉の言葉にベルフェゴールは押し黙だまる。そして何も言わずに、己の手のひらをアスモデウスに見せた。

「どうかしたの？」

「完全に受け止めたと思った。でも受け止めきれなかった」

　手のひらに一直線に亀き裂れつが入った。そこから血が粒のように滲にじみ、手のひらを伝って滴したたり落ちる。

「俺おれの力は、まだ足りない」

　その言葉を、アスモデウスは正確に理解した。敵を倒せなかったことを言っているのではない。たとえ傷つけることに、いや、殺すことになっても、もっと他ほかのやり方があったのではないかと己を責めているのだ。

　アスモデウスはそのような、弟の敵にかける慈悲深さを愛すると同時に気に病んでいた。戦場に立つには優しすぎる子なのだ。だから先ほども二人の勝負に割り込んでまで、自分の手でとどめを刺そうとした。




「あら？」

　由ゆ宇うが遥はるか下方で銃を構えるのが見えた。

「せめて、一矢報いるつもりかしら」

　由宇の銃口が向いている方向を見て、アスモデウスは苦笑する。彼女が首を軽くかしげると同時に、弾丸が頬ほおの真横を通り抜ける。

「いい腕ね」

　しかしそれも徒労に終わった。彼らを待つのは死だけだ。

　そのとき、三度目のブザーがけたたましく鳴り響ひびいた。

　振り向いたアスモデウスが見たものは、カタパルト射出ボタンに残る弾だん痕こんと、迫り来るＶＴＯＬ戦せん闘とう機きだった。







　由宇達たちのあとを追うように、フリーダムの後部ハッチからＶＴＯＬ戦闘機が射出された。

　あの細い死にかけの体で、なぜこのようなことができるのか。最後の最後で、峰みね島しま由宇という少女の技量を目まの当たりにし、アスモデウスは言葉を失う。

　数秒、茫ぼう然ぜん自じ失しつとするアスモデウスの心の隙すきに、ベルフェゴールがすべりこんだ。

「それはもう必要ない」

　ベルフェゴールはアスモデウスから、解げ毒どく剤ざいを奪うとそのままハッチの外に投げ捨てる。

　──甘い。

　アスモデウスは非難がましい目でベルフェゴールを見る。

「な、なんだよ。解毒剤を捨てただけだ」

　いたたまれなくなったのかベルフェゴールは視線をそらす。

　アスモデウスは視線を眼下に戻した。解毒剤の注射器が二度三度、星の光に瞬またたき、たったいま放り出されたＶＴＯＬ機を追って落ちていく。

「いくつ奇跡が重なれば助かるかしらね」

　アスモデウスはもう興味がないと言いたげに背を向けて格納庫を去った。
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　銃声が一つ。

　それを最後に少女の体から意識が失うせた。

「由ゆ宇う、どうしたの由宇？」

　力を失った体を抱きかかえ、闘とう真まは叫ぶが小さな体は応こたえようとはしない。

　直後に起こった聞き覚えのある金属音。見上げれば、光学迷彩によりほとんど消えかかっているフリーダムから、戦せん闘とう機きが一機、落ちてくる。

　闘真は察した。由宇が何に望みをかけたのか、何を願ったのか。

　その願いは成じよう就じゆされた。しかし願いの主は意識を失い、いまなお死の淵ふちにいる。いつそこから奈な落らくの底へ足を踏ふみ外してもおかしくはない。

　ならば少女の願いを繋つなぐのは自分の役目だ。

　ＶＴＯＬ機を追うように何か小さなものがＶＴＯＬ機に吸い込まれて消えたのは気のせいだろうか。

　由宇の体を抱きかかえ、全身で風を受け止め、落下速度を減速させる。ＶＴＯＬ機はまだ頭上だ。しかし幸いなことにＶＴＯＬ機は格納のために翼つばさが折りたたまれている。翼の揚力はなく、鉄の塊は落下する。しかし気を抜けば、夜の空にまぎれて見失いそうになってしまう。

　風が凄すさまじい。急激な気圧の変化で鼓膜は圧迫され、激痛を産む。しかしかえってそれが意識を明確にする。

　じりじりと苛いら立だつほどの速度でＶＴＯＬ機に近づく。何メートル落ちたのか、残り何メートルなのか高度計のない闘真には解わからない。下を見ても暗くら闇やみしかなくまるで奈落の底に落ちているようだ。

　いまこの瞬しゆん間かんにも、海面に叩たたきつけられるのではないかという恐怖がある。しかし死に近づいた分だけＶＴＯＬ機に寄っているのも事実だった。

　──あと少し。

　風切り音が変わる。ＶＴＯＬ機の落下する風の音が、ついに耳に届いた。

　音に続き、伸ばした鳴なる神かみの尊みことの切っ先がＶＴＯＬ機に触れた。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。

　──離すものか。

　距離が離れるＶＴＯＬ機に半ば投げつけるようにして強引に鳴神尊を突き刺す。爪つめがはがれて血が空に昇るがかまいはしなかった。

　２００キロを超す落下速度の中、闘とう真まは片腕に由ゆ宇うを抱きかかえ、残る腕でＶＴＯＬ機に突き刺した鳴神尊を掴つかみ、二人分の体重を引き寄せていく。

　腕の筋肉が引きちぎれそうになる。少しでも気を抜けば、由宇かＶＴＯＬ機を風で持っていかれる。奥歯に力を込め、さらにＶＴＯＬ機を引き寄せた。口の中で血の味が広がる。奥歯を噛かみすぎて砕けたか。

　コックピットのキャノピーは幸い開いていた。片足を引っかける。それを軸にして強引に体を中にねじ込んだ。

　乱暴に頭上のキャノピーを引いて、コックピットを閉じた。風の音が嘘うそのように小さくなった。椅い子すに腰を落ち着かせ、浮きそうになる体を足で踏ふん張って耐えた。膝ひざの上に由宇を乗せ、シートベルトをしめる。足の間にも計器類がせり出していて座りにくい。由宇の体が小柄なのが幸いした。

　さらに無理に体を押し込んだ右側の腰に何かがあたる。

　それはアスモデウスに奪われた解げ毒どく剤ざいの注射器だった。上空からＶＴＯＬ機が落ちてきたとき、一いつ緒しよに光るものが見えたのはこれだったのか。

　闘真の腕の中で少女は動かない。呼吸も心音も、抱きしめているのに感じ取れない。

　落ちている状況も、何もかも忘れ、闘真は不自由な体勢のまま、なんとか由宇の袖そで口ぐちをたくしあげ、その細い腕に注射器を押し付けた。

　──間に合った？　それとも……。

　悪い考えを頭をふって追い払う。絶対に由宇は助かる。助ける。全ぜん身しん全ぜん霊れいで祈るように、由宇の体を抱きしめると、ぴくりと由宇が小さく身じろぎした。

　助かったのか。間に合ったのか。

　しかし、解毒剤を注射したあとも、闘真に安あん堵どする時間は与えられない。

　由宇の体に変化はない。意識のない由宇の体は、まだぐったりとしている。さらに落下によけいな体重が加わったせいか、気流と高度が変化したせいか、安定した姿勢で落下していたＶＴＯＬ機がきりもみをはじめた。

「ええと、どうすればいいんだ？」

　いくつものボタンやレバー、計器類を前にして闘真は途方に暮れた。車ならなんとかなった。バイクでも四苦八苦すれば大だい丈じよう夫ぶだろう。しかし戦せん闘とう機きの計器類の多さは、そのようなものとは一線を画している。十以上の計器類、四つのモニター、数十個のスイッチにボタン。モニターやボタンの赤や緑や黄色は、一いつ瞬しゆん信号と同じで万国共通かと思ったが、そうではないようだ。操そう縦じゆう桿かん以外はまるで見当がつかないレバー類。エンジンをかけるキーに該当するものすら見つけられない。

　きりもみしていたＶＴＯＬ機の頭上に海面が一瞬映る。視認できるだけ高度が低くなっている。もはや奈な落らくの底ではない。海面はもうすぐそこまで迫っていた。

　今まで何度か乗った軍用ヘリや航空機の操縦を思い出そうとした。しかし五秒で断念する。手順を詳しく見ていたわけではないし、何もかもが違いすぎる。

　そのような状況の中でも、一つだけ解わかったことがある。激しく目減りしていく計器類は闘とう真まにも意味が解った。

「２７００、２６００、２５００……。これってまさか、高度計？」

　残り２５００メートル。それが二人に許された命の時間だった。
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『……がみと…うま、聞こえるか？　おい、坂さか上がみ闘真。聞こえているなら返事をしろ』

　そのとき、懐なつかしい声がした。フリーダムの電波障害から脱したのか、耳につけられたイヤホン型の通信機から、風かざ間まの声が響ひびいてくる。

「風間！　大だい丈じよう夫ぶ、聞こえてる！」

『坂上闘真、状況を確認するぞ。いま落下中の機影三機の一つに、おまえが乗っているんだな？』

「由ゆ宇うも一いつ緒しよ。解げ毒どく剤ざいは打ったけどでも意識はない。いま墜つい落らく中。早く何とかしないと」

　立て続けにまくし立てる。

『慌てるな。そのＶＴＯＬ機の電子機器類の操縦系統なら、こちらでなんとかできる。まずはリモートモードに切り替えて、操縦の権限を俺おれに渡せ。いま手順を教える』

「う、うん」

　風間に言われたとおりの場所のボタンを押しながらも、気持ちが焦あせる。高度計の数値は見る間に勢いよく減っていく。

「１７００、１６００、１５００……」

『焦るな。おちついて行動しろ。次に電卓のような数字が並んだボタンがあるだろう？　そこに６１０と入力しろ。それでリモートモードになる』

　畳まれていた両りよう翼よくが、展開した。落下速度が、わずかだがゆるまった。

「１１００、１０５０、１０００！」

　ついに高度は三桁けたを切る。ほぼ同時に、機体が微振動を始める。エンジンに火がついた。

『操そう縦じゆう桿かんをめいっぱい引け。リフトエンジンと推力エンジンの調整は、こちらで行う。おまえは操そう縦じゆう桿かんの操作だけに専念しろ』

「解わかった」

　操縦桿を握る。振動が激しく、まるで暴れ馬だ。

「５００、４５０、４００、風かざ間ま、まだなの？」

　人間の脚力で走っても、一分かからない距離まで落下する。

『いまだ、引け！』

　号令と同時に操縦桿を力いっぱい手前に引いた。リフトエンジンと推力エンジンが同時に最大出力に達する。

　体がシートに押しつけられる。由ゆ宇うの体が、重しとなって闘とう真まにのしかかる。40キロの体重でも、Ｇがかかると数倍の体重になる。いま闘真は数百キロの重しを膝ひざに乗せているのとかわりない状態だ。

「うあああああっ！」

　あらゆる苦痛を押しのけ、闘真は操縦桿を引く。夜の海が目の前に迫っている。それがふいに下に流れた。機首が持ち上がったのだ。

　二人を乗せたＶＴＯＬ機は海面をかすめ、上昇する。

「た、助かった……」

　背後の遠ざかる海を見て、闘真はほっと一息をつく。しかし風間の厳しい声が、安あん堵どする暇などないことを告げる。

『いいや、まだだ』

　モニターの表示が切り替わり、レーダーが表示された。そこに点ともる十以上の光点。

『追っ手が来るぞ。全部で十二機』

「十二機？　フリーダムから？　どうすればいい、風間？」

『待て。今、お前達たちの乗っている機の搭載兵装を確認している。……ふむ、ものの見事に運がないな』

「どういうこと？」

『ミサイル類はゼロ。武器は機関砲のみ。チャフとフレアーが搭載されているのは、幸いか。せいぜい半分だな』

「チャフって何？　半分って？」

『説明している暇はない。いいか、これからは俺おれに全操縦を任せろ。半分までならなんとかする』

「残り半分は？」

『人間流に言うなら、奇跡を祈れ』

「奇跡って、うわっ！」

　ＶＴＯＬ機の急旋回に、体がシートに押しつけられた。
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「発見しました。まさか墜つい落らくしなかったとは」

　福ふく田だは驚おどろきの表情で、パイロット達たちの報告と送られてくる映像を見た。レーダーの画面が、闘とう真まと由ゆ宇うの乗った飛行機を捉とらえ、別のモニターには十二機の戦せん闘とう機きが並んで表示されている。すべてにミサイルが装備され、十二の機体はオールグリーン。

「確実に墜おとせ。そのために十二機送った」

　最新の戦闘機でなおかつ同機種のドッグファイトでは、数の差は致命的な戦力差になる。まして一対十二など、戦いとして成り立たない。

「何分持つかな？」

　倒すか倒されるかではなく、生きるか死ぬかでもない。何分生き残れるか。そういうレベルの戦力差だった。

　いかに峰みね島しま由宇でも覆くつがえせない圧倒的な差。そして黒くろ川かわは知らないが、操縦しているのは由宇ではない。風かざ間まのリモートコントロールによる制御だ。

　二人が生き残るには、本当に奇跡が必要だった。










　背後に敵機が見えたのは、それから一分もしないうちだ。由宇を抱きかかえたまま、闘真はうしろを振り返る。コックピットの狭いキャノピー越しでも追っ手の機影がはっきり見えた。

「いったい何機あるんだよ！」

　その数に闘真は絶望的な声を出す。

『十二と言ったはずだ』

「そういうことじゃなくて」

『ではどういう意味だ？　ふむ、推進力も機動力も申し分なし。理論上ならこの機体でも可能か』

「理論上って？」

『闘真、一回転するぞ』

「一回転って、ジェットコースターみたいに？」

　闘真はジェットコースターによくある巨大なループを想像して、胃を縮ませる。

『そんな生ぬるい方法では、十二機はかわせない』

　操そう縦じゆう桿かんが、闘真の意思と無関係に思いきり引かれた。










『こちらエコー２、三時方向、今、敵機が射程内に入りました。目標、ロックオン』

『こちらエコー５、同じく、四時方向。目標ロックオン、ロックオン完了』

　二機のミサイルが同時に照準を合わせる。

　回かい避ひのために由ゆ宇うと闘とう真まの乗る戦せん闘とう機きの機首が持ち上がった、と思った瞬しゆん間かん、腹に風をまともに受けて失速する。そのまま機体は腹を見せた。

「バランスを崩したか」

　黒くろ川かわがつぶやいた。誰だれもがそう思う。無む茶ちやな操縦をしがちな新人にはありがちな事故だ。しかし機体はバランスを失うことなく、その場で一回転した。

「なんだとっ！」

　追い抜き後方へ消えていく戦闘機を見て、パイロット達たちはいっせいに目を剥むいた。

「クルビット！　まさか」

　カメラで様子を探っていた黒川のうしろで、福ふく田だが叫んだ。

　前方に飛びながらその場で後転するクルビット──ロシア語でとんぼ返りの名を持つテクニックは、縦にループする旋回とは根本が異なる。傍はた目めには一瞬、バランスを崩したとしか思えない飛行は、超絶テクニックが必要な上、高い機動性と推力偏向式ノズルを必要とする。世界でその条件を満たした機体は五機とない。

「今度はフック！　いや、違う。フックでもあれだけ鋭角には曲がれない。減速もほとんどないなんて……。ましてＶＴＯＬ機でいったいどうやって！」

　軍歴が長く、世界中のトップクラスの飛行を見てきた福田でさえ驚おどろき、敵にもかかわらず感嘆の声をあげる。

　由宇と闘真の乗るＶＴＯＬ機が、ほとんど直角と言っていい角度で旋回した。現在命名されている旋回の最高テクニックがフックなら、風かざ間まが行ったＶＴＯＬ機特有の推力偏向式ノズルを駆使した旋回テクニックは、さながらエッジだ。

　それは曲芸飛行の新たな進化そのものだった。

　たくみな技術とトリッキーな動きで、十二機をかわし、ときにはチャフを目くらましに使い、隙すきあらば機銃で攻こう撃げきする。

「ほう」

　黒川は感心したように、その奮ふん闘とうを眺めていた。しかしそれでもなお、黒川の表情から余裕は消えない。テクニックのすさまじさは認める。十二機を翻ほん弄ろうするのは見事としか言いようがない。

　しかしそれでもなお、海かい星せいの編隊の勝利は揺るがない。十二倍の戦力差は、それほどまでに圧倒的なのだ。

　モニターの中で整然と並んでいた十二機の飛行機のうち、五機が赤く表示が変わった。すぐにもう一機、グリーンからレッドに変わる。

「五機、撃ち落とされました。いえ六機。ですがいまのところ全機、脱出に成功しています」

　機銃による攻こう撃げきのため、たとえ機体が破損しても脱出の機会はある。

　編隊が半分になったという報告があっても、黒くろ川かわの余裕に陰りはなかった。相手も無傷ではない。

　ミサイルはかわしているが、機銃をすべてかわしきることはさすがにできず、何発か機体に穴を開けている。

　腕を組んだままモニターを見る、黒川の余裕の態度は崩れない。

「あと十秒が限界だ」

　黒川の言葉どおりだった。

　きっかり十秒後、ついに闘とう真ま達たちの乗るＶＴＯＬ機のエンジンが煙をあげた。







「ダメだ、落ちる！　それに、風かざ間ま、前にも戦せん闘とう機きがいるよ！　機種とかぜんぜん解わかんないけど、なんか僕でも新しくてすごそうって解るやつ！」

『レーダーには映っていないぞ。ついでにお前の比ひ喩ゆ能力はもはや役立たずを超越し、いっそ清すが清すがしい』

「でも、いるんだってば！」

『レーダーに映らないステルス機。新手か。いつのまに？』

　騙だまし騙しに使っていたが、それも限界だ。前と後ろから挟み込まれての攻撃の回かい避ひは、風間の技術をもってしても不可能だ。

　さらに脱出したとしても、敵機が残っていてはパラシュートで落下する由ゆ宇うと闘真は格好の的でしかない。今、脱出するのは自殺行為。しかしエンジンは壊こわれ、前からは新たな敵が現われた。

『後方敵機からミサイル発射。フレアーは尽きた。これが最後のチャフだ』

「チャフとかフレアーって？」

『強い熱源や細かな金属片で相手のミサイルを攪かく乱らんし、誤動作させるものだ。しかし、もともとお前達の機体には後方用しか装備されていない上に……』

　風間が言い終わらないうちに、前方の小さな機影から火の粉が散る。ミサイルが発射された。

　チャフも切れた。旋回でミサイルの誘ゆう導どうを逃れるしかなかった。

『画像から判明した。前から来るのは最新鋭のステルス戦闘機、Ｆ／Ａ─22ラプターだ。もはやここまでか。一か八か、座席を射出させ……いや、待て』

　風間の言葉が途絶える。前方からくる銀色の戦闘機から発射されたミサイルはしかし、闘真と由ゆ宇うの乗る戦せん闘とう機きを追わなかった。

　風かざ間まのものでない通信が、闘とう真まの乗るＶＴＯＬ機の通信機に入電する。

『聞こえるか、こちらアドバンスＬＣ部隊所属、越こし塚づか清せい志し郎ろう。聞こえるか。聞こえるなら応答しろ』

「……あ、聞こえます。聞こえてます。あの、初めまして。坂さか上がみ闘真です」

『はは、この状況でずいぶんとのんびりした挨あい拶さつだな』

　闘真の目の前で、Ｆ／Ａ─22ラプターが旋回する。

『うしろの連中は任せろ』

　一対六。その差を感じさせない華か麗れいな空中戦が、背後で繰くり広げられた。

　Ｆ─15相手の模も擬ぎ戦闘で無敗を誇る最新鋭機は、越塚の手によって、風間の操縦を上回るトリッキーな絶技を次々と繰り出す。

　旋回能力という空中戦で重要なファクターを制した越塚が、六機すべてを墜おとすのにものの数分とかからなかった。
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『十八名をつぶした。そちらはどうだ？』

　スフィアラボ内を歩く怜れいの通信機に風間からの連絡が入る。

「ライブセクターの作業員達たちの安全確保は終了しました。しかし、気軽に言いますね。敵兵の練度を考えると、生やさしいものではないと思いますが。いったいあなたがどのようにして十八名を沈ちん黙もくさせたのか、興味があります」

『聞くか？』

「いえ」

　風間は友好的に見えるが、かつてはこのスフィアラボを占拠し、大量殺人をもくろんだ人格がベースになっている。敵と見れば情け無用だろう。しかしそのような一切の甘さがないところが、怜にはかえって心地がいい。

『残りは任せる。今、別件でそれどころではなくなった』

「別件？」

『峰みね島しま由宇を確保。坂上闘真も無事だ』

「そうですか」

　通信機から聞こえる風間の声に、怜は小さく安あん堵どの吐息をもらした。

「つまり、あなたは追っ手をかわす最中なのですね」

『お前とは会話が簡単でいい。あの坂上闘真に少しでもその能力を分け与えられないものか』

「彼が私のようになることはあり得ないでしょう。なる必要もない。解わかりました。敵は旧ラボセクター。間違いありませんね？」

　怜れいはプラントセクターを進みながら、己の心と体のありようをこれからの戦いに備えて変化させていく。

　怜の瞳ひとみから一切の表情が消えた。戦せん闘とうという行為に己を特化させるためだ。

『八はち陣じん家けの、技を見させていただこうか』

　体が軽い。

「今はそれどころではないのではないですか？」

　風かざ間まはその言葉を受け流し、言う。

『おまえは警護の任に向いていないように思える』

「そうですか？　これでも守り目として最高の地位を得ているのですが。まあ、以前、たった一人だけ、同じことを言った人がいました」

『よほど抑圧されていたか。俺おれのデータベースより50パーセントほど、上回る』

　敵兵が姿を見せた。

「50パーセント？　世界最高のコンピュータに失礼かもしれませんが、それは過あやまち、過小評価というものです。それから抑圧というのも間違いです。能ある鷹たかは爪つめを隠すものです」

　完全武装した敵兵が現われ、怜の姿に気づいても怜の歩調は変わらなかった。

「いますぐ武器を捨て、降伏しなさい。捕ほ虜りよとなり、ブレインプロテクトを受けることを了承すれば、命まではとりません」

　しかし、丸腰の怜の言葉に驚おどろく者はいても、まさか一人で戦うなど信じるものはいない。海かい星せいの兵士はいぶかしむような動作をしたものの、照準を怜にあわせ、予告なく足元に威い嚇かく射しや撃げきした。

　怜は自分の真横をすり抜ける弾丸を避さけようともせず、

「一応、警告はしました。でもまあ、しかたありませんね。私があなた達たちでも、私の言葉に従いはしないでしょう」

　とため息をつく。

「最初に言っておきます。私の戦い方は少々えげつないですよ」

　宣言もかくや、怜の両腕から放たれた二本のクナイは、兵士達を直前にして交差しぶつかり合う。生まれた音は指向性の超音波。人の三半規管と思考を混乱に陥おとしいれる八陣家の技、雷らい鳴めい動どうだ。

　一いつ瞬しゆんの怯ひるみをつき、怜は、空間を切り取ったとしか思えない速さで、間合いをつめた。銃の距離を一瞬にして格闘の距離に持ち込む。

　怜の戦い方は普ふ段だんのスマートな戦闘姿勢とは、一線を画している。

　頭ず蓋がい骨こつのくぼみに指を引っかける。あらがえないのをいいことに、そのままねじり同時に腰で浮かせ、地面に叩たたきつけた。動かなくなった兵士より引き抜かれた指を振り払う。壁に湿った音を立ててこびりついたのは血だ。

　銃を撃うつ気配を察知すれば、敵兵の一人を捕まえて楯たてにする。あえて余裕を見せず、引き金を引く瞬しゆん間かんを狙ねらったその行為は、味方殺しを強要させた。それを繰くり返すこと三度、海かい星せいの兵士達たちは、ついに銃による攻こう撃げきを断念せざるを得なかった。

　兵士達が体勢を立て直そうという気配を察知すると、再びクナイが飛来し雷らい鳴めい動どうで敵を混乱に陥おとしいれる。

　敵の中心、ゼロ距離でやりあう戦法は、技の強さのみならず、恐怖、混乱さえも計算し尽くした、怜れいが最初に宣言したとおりのえげつないものだった。

　戦せん闘とうが始まり三分。半数が血にふし、怜の体は血まみれだった。ただし自身の血は一滴もない。顔にこびりついた血をぬぐう。中性的な美び貌ぼうが相まって、その姿は凄せい絶ぜつのひと言。しかしその状況下で怜の感情は凍り付いたように動かない。表情にまるで変化がない。完全なキリングマシンに徹てつしている。

　それでもなお、二十人以上残る敵に立て直す機会を与えてしまう。二十一人目が倒れたとき、残り二十数名は離れた場所で銃を構えていた。隠れる場所のない通路で、それは必殺を意味する。

『窮きゆう地ちだぞ。何度も雷鳴動を喰くらっている。次の効果は薄うすいだろう』

「解わかっています。この状況を打破できるのは、人間の心を読み取り銃弾をかわす峰みね島しま由ゆ宇うか、弾丸すら切断する現鳴なる神かみの尊みことの後継者くらいなものです。あいにく私はそこまでの化け物ではない」

『おまけに、兵士の一部が移動を始めたようだ。ライブセクターへ行き、人質をとるつもりだろう』

「解っています」

『それでもなお落ち着いているか。お手並み拝見といこう』

「残念ながら、その要望にはお応こたえできません」

　複数のクナイが放たれる。すべてが無む駄だのない軌道を描き、監視カメラを破は壊かいした。

『監視カメラが無くても、床の負荷計算や大気分析からある程度の予測はできる』

「まあ、その程度は妥協しましょう」

　風かざ間まと怜が悠長に会話している間に、海星の兵士は銃を構え引き金を引こうとする。

「では」

　しかし先に動いたのは怜だ。

　神速の速さである縮地の踏ふみ込みをもってしても、兵士のいる場所へは遠い。しかし縮地と同時に、両手から八本のクナイが投とう擲てきされた。放たれた八本のクナイは弾丸のごとく走っていく。クナイにある空洞が奇妙な空気の歪ゆがみを作り、八つの歪みが共鳴した。

　生み出されたのは見えない空気の刃。

　耐弾耐刃処理された海かい星せい兵へいの装備がたやすく空気の刃の前に両断される。その中にある人の肉などひとたまりもなかった。

　一いつ瞬しゆんにして二十名の人間が体を両断され、血と肉片を床にぶちまけて絶命した。生き残った海星兵は、歯を鳴らし震ふるえていた。

「三人も生き残りましたか。私の神しん鳴めい殺さつもまだまだですね」

　生き残りに向かって怜れいは歩み寄る。その手にあるのは新たなクナイ。

「うわ、うわあああ」

　兵士は恐慌し銃をでたらめに撃うつ。そのうちの何発かは怜に当たる軌道を持っていたが、怜の手にしたクナイによって阻はばまれた。

『できるではないか』

「一人二人なら、なんとかなります」

　苦笑して、怜は生き残りの前に立つ。無慈悲に走った刃やいば一いつ閃せん。喉のどから血を吹き上げ、最後の海星兵は絶命した。

『全員殺す必要はなかったのではないか？』

「この技は門外不出。真まな目め家けと八はち陣じん家け以外の人間が記き憶おくすることを許してはなりません」

『目もく撃げき者しやには死あるのみか。悪役にこそふさわしい台詞せりふだな』

「きれい事を言うつもりはありません。これが真目家とそれを守る八陣家の歴史です」

　くく、と風かざ間まが喉を鳴らす。

『おまえが闘とう真まを嫌う理由が一つ解わかった。真目麻ま耶やの件もあるだろうが、その歴史の内にいて、綺き麗れい事ごとを言うあれが許せないか』

　怜は片かた眉まゆをあげて答えた。

「私も一つ解りました。あなたはとてもお喋しやべりです」
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「……まさか」

　操縦は不可能と思われた由ゆ宇うと闘真の乗ったＶＴＯＬ機が神かみ業わざの操縦を披ひ露ろうしただけでなく、その後、突如現われた最新鋭のＦ／Ａ─22ラプターで十二機すべてが撃げき墜ついされたことに、福ふく田だは言葉を失う。

「……十五分か」

　呆ぼう然ぜんとする横で黒くろ川かわはすでに別のモニターを見ていた。

「何がですか？」

「スフィアラボに突入した部隊が、連絡を絶ってからだ」

「た、確かにそうですが」

　福ふく田だは時計を確認して、言葉に間違いないことを確認した。しかし戸惑う。峰みね島しま由ゆ宇うを逃がしてしまうかもしれないという状況下で、黒くろ川かわは何を考えているのか。

「撤てつ退たいするぞ。これより予定通りＮＣＴ研究所に向かう」

　さらに追い打ちをかける黒川の指示に、福田は反論する。

「何を言うのです？　例の少女を取り逃がし、スフィアラボも手中にできず、それで撤退ですか。納得できません」

　ＣＤＣ戦闘司令室から人の声が消える。静まりかえった部屋の中で、福田はめったに見せない頑かたくなな表情で黒川を見た。

「納得できないか？」

「できません」

　対する黒川は声を潜ひそめ、福田にだけ聞こえるよう言った。

「いまいくつの作戦が同時進行している？」

「ＮＣＴ研究所の占拠を目的としたナ12号作戦、峰島由宇の知識を奪うケ７号作戦、スフィアラボの占拠を目的としたロ４４号作戦、すべての作戦に通じる警察と自衛隊の運用麻ま痺ひを目的としたア０号作戦の四つです」

「君も律りち儀ぎに答えるな。ではそのうちいくつの作戦が失敗している？」

　苦笑いしながら、黒川は問う。

「まだどれも失敗などしておりません」

　不ふ退たい転てんのかまえで答える福田。

「いやはや、本当に強ごう情じようだ。では問い直そう。この作戦でもっとも重要なものはどれだ？」

「それは……」

　口ごもる。海かい星せいの目的に一番必要なものは遺産の情報だ。それは福田もよく解わかっている。

「我々はこの状況下でどれほどの綱渡りをしている？　入念に下準備をしていたとはいえ、同時進行している作戦の数は多く、どれも困難だ。なおかつ不測の事態もいくつか起こっている。それでも最低限成功しなければならない作戦は、失敗していない。それどころか一番困難に思われた峰島由宇から遺産情報を引き出すことに関しては、これ以上にないほど成功を収めている」

「それはそうですが……」

「深追いすると、今度こそ取り返しのつかない状況になるぞ。俺おれ達たちに真に必要なものを見誤るな。スフィアラボは言わばついで。落とせたらいい程度のものだ。峰島由宇を騙だますという計画を盛り込めただけでも僥ぎよう倖こう。発案の順番こそ逆だったが、あの娘の知識を奪うのが先決。それが成功したいま、情報が不明確なスフィアラボの占拠の続行にどれほどの意味がある？」

「……」

　ここで再び黒川はＣＤＣ内部に響ひびき渡る、良く通った声で話し出した。

「いま我々にとって一番必要なのは、ＮＣＴ研究所に潜ひそむＬＡＦＩ。それさえ奪えば多くの遺産情報が我々の物になる。この状況下、ＮＣＴ研究所の占拠も安泰と思っていたが、どんな隠し球があるか知れたものではない。ならばスフィアラボにとらわれず、ＮＣＴ研究所の陥落に全力を注ぐ」

　黒くろ川かわの表情が険しくなる。

「福ふく田だ、俺おれの判断に間違いはあるか？」

「……ありません。先ほどの失言、お許し下さい」

「ならいい。君の同意が得られなかったら、いま一つ自分の判断を信じられなかったからね」

　一変して黒川は笑う。

　福田はただただ感心していた。目の前にあと一歩と思える作戦がぶら下がっている。スフィアラボの敵戦力は解わからないが、言葉を返せば本当に何かのアクシデントで連絡が絶たれただけで、今、占拠に成功しているのかもしれない。

　ＶＴＯＬ機で脱出した峰みね島しま由ゆ宇うの回収も、海上に捜査艇を出し、上からフリーダムの強力なライトで照らせば、たやすくできるかもしれない。

　峰島由宇は言わば金の卵を産む娘だ。我わが手にすれば、生かさず、殺さず利用し続けたいと誰だれもが思う。

　しかし黒川はそれを危険と見ると、あっさり切り捨てた。欲がない。いや欲を捨てるのに迷いがない。多くの人間は欲を捨てられず失敗をする。解っていても、なかなか捨てられるものではない。長年の計画の一つともなれば、それはなおさらだ。苦労すれば苦労するほど人の執着心は強くなる。しかし黒川にはそれがない。執着心を切り捨てる心の強さがある。

　黒川の理念の前では欲などというものは存在しない。ならばこの計画のどこにほころびがある？　成功して当然。いや、成功しなければならない。そのために少しでも助力しようと、福田は強く決意する。

「とは言っても、峰島由宇を生かしておくのは不安が残る。一つ、手を打っておくか。しかし兵力を割くのは得策とは言えないな」

　黒川が通信機のスイッチに指をかけると同時に、ＣＤＣに一人の人間が入ってきた。

「ちょうどいい。あなたの力を借りたいと思っていたところだ」

　あまりにちょうどいいタイミングで現われた人物を、黒川は満面の笑みで迎える。

「失礼ながら、あなたにＮＣＴ研究所でやってもらうことはない。しかし同じくらい重要な任務に、ついてもらいたい」

「解っておる。あの娘さんの始末じゃな」

　ルシフェルは柔にゆう和わに笑う。

「時が来たら、わしが行こう」

　その言葉にうなずき、黒川は視線を外部モニターに移す。スフィアラボがあるはずの海域。遠ざかるその場所を見て、黒くろ川かわの心の中に一つの懸け念ねんが生まれた。

　たとえ自分の計画が順調に進んでも、あれはそれを崩す鉄てつ槌ついの一つとなりうる可能性を秘めている。

　しかしその可能性を実現可能な人物はただ一人。もしその人物が立ち上がるのならば、それはそれで黒川の望みの範はん疇ちゆうではある。

　──それもまた良しか。

　懸念は僅わずかな笑みとともに、心の奥底にしまわれてしまった。

　だから福ふく田だは見逃した。己の信じる司令官の、子供のような笑みを。憧しよう憬けいに満ちた純粋な感情を。

　残るはＮＣＴ研究所にあるＬＡＦＩ。そして伊だ達て真しん治じ。これが成功すれば、目的の八割は達成されたと言ってもいい。

　フリーダムは完全にステルスモードに移行し転進、一路ＮＣＴ研究所へ向かう。最後の戦いを始めるために。
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　あたりに聞こえるのは波の音だけだ。緩ゆるやかに揺れるリズムは眠気を誘さそうようで心地いい。

　空にあるのは銀色の三日月と、きらめく星々。

　夜の海はどこまでも暗く空との垣根がない。これもまた水すい天てん一いつ碧ぺきというのだろうか。闘とう真まはぼんやりと取り留めない思いを頭の中でめぐらせた。

　久しぶりに心が安らいでいる。まだ何も解決はしていない。状況を正しく把握しているわけではないが、好ましい状況でないのは確かだ。

　それでもなお、闘真は安らいだ気持ちになっている。

　艦かん載さい機きに搭載されていた小さなライフラフトには、一人分のスペースしか許されていない。だから闘真は小柄な少女の体を抱きかかえるようにして、横たわっている。

　腕の中で由ゆ宇うは眠っていた。ほとんど身動きしないが、穏おだやかな呼吸が、もっとも危うい時期を過ぎたのだと教えてくれた。

　世界は静かで穏やかで、美しかった。

　それはかつて少女が世界に求めた姿。

　──世界がこんなにも美しいのなら、何を迷う必要がある？

　初めての別離に彼女はそう言って微笑ほほえんだ。

　あのときの言葉を闘真は悲しみの感情で受け止めていた。由宇が美しいと言った世界に彼女自身が含まれていない。含まれてはいけないと考えている節すらあった。

　救いたいと思った。助けたいと思った。由宇がいるからこそ世界は美しいのだと言ってあげたかった。

　その思いを達せないまま、その言葉を言うことができないまま、何度、由ゆ宇うを手放したか。

　しかしいま穏おだやかな由宇の寝息は、すぐそばにある。

「ようやく、取り戻した」

　万感の想おもいを込めて、つぶやいた。

「……何をだ？」

　思いがけない返答に、視線をおろすと、まだ憔しよう悴すいの色が濃い由宇の瞳ひとみが、闘とう真まを見つめていた。

「いや、なんでもないよ」

「人に言えないようなことを考えていたのか？」

　いつもの彼女らしい問いかけに、闘真は安あん堵どした。解げ毒どく剤ざいが効いたのか、ずいぶんと持ち直しているようだ。由宇がそばにいるという実感が一段と増す。ただ少しばかり彼女が早口なのは気になった。いったい何に慌てているのか。

「な、何がおかしい！」

　闘真の困ったような微笑をどう勘違いしたのか、由宇は身じろぎして暴れる。力は弱々しく、まるで子猫のようだった。

「ひ、一人で立てる」

　慌てて離れようとする由宇はバランスを崩してボートから落ちそうになる。間一髪のところで腕を取って引き寄せ、難を免れた。

「危ないよ、由宇。狭くて嫌かもしれないけど、もう少しで救助が来るはずだから、我慢して」

　由宇は再び闘真の腕の中に戻り、今度は大人しく抱かれていた。

「誰だれも嫌とは……言っていない。いや……おまえのいつも通りの口調が、なぜか憎らしいが」

　身を預けている態度とは裏腹に、普ふ段だんより声に棘とげがあった。

「助けにくるのが遅れたから、怒ってる？」

　そういう雰ふん囲い気きでもなかったが、それ以外の原因も思い浮かばず闘真は問う。

「……いいや」

　思ったとおり否定の言葉が来る。ならば彼女は何に怒っているのか。何をそんなに落ち着かない気持ちでいるのか。

「……穏やかだな」

　返答に窮きゆうしていると、由宇が消えそうな声を出した。

「うん、静かだね。波の音が気持ちいいよ」

「いや、私が言っているのはそのことではない」

「え？　じゃあなに？」

「君の心音が、穏やかだと言っている」

　由ゆ宇うはよりかかるに任せ、耳を闘とう真まの胸に当てていた。

「赤子は母親の心音を聞いて、泣きやむという。私は赤子ではないが、原初の記き憶おくというものは、なかなか根深いものらしい。いや、そのような記憶があるか疑わしいが。ならば遺伝子の記憶か」

　いまにも眠りそうな声で、由宇は夜空に向かってつぶやいている。

　逆に闘真が落ち着かなくなった。急に由宇を抱きしめているという現実を実感する。たとえ一人分のスペースしかない救難ボートライフラフトでは、今の姿勢が必然だとしても、意識を回復した由宇と体が密着しているという現実の前に、すべては吹き飛んだ。

「あ……いや……だから……その、あの」

　感情の混乱がそのまま言葉に表れる。穏おだやかな表情をしていた由宇の眉まゆが少しだけひそめられる。

「心音が速くなったぞ。毎分百二十二回は多すぎではないか？」

　不機嫌な口調は、一いつ瞬しゆん。

「まあ、いい」

　闘真の胸にまた顔を沈めて、由宇の瞼まぶたは落ちる。

「それでこそ公平というものだ。私ばかりでは……ずるいから……な」

　声がとぎれがちになる。

「公平……ずるいって？」

「なんでも……ない」

　そして返ってきたのは穏やかな寝息。赤子のように無む垢くな寝顔が、闘真の鼓動を穏やかに戻した。

「……由宇」

　しっかりと抱きしめ、夜空を見上げた。自分のジャケットを由宇にかけてしまっているため、少し肌寒いがつらくはない。腕の中の由宇のぬくもりをいとおしく感じさせる。

　遠くから聞こえてくるのは、飛行機のエンジン音。特徴あるその音は聞き覚えがあった。怜れいが操縦するＹａｋ─１４１だ。

　もう少しいまの穏やかなときに身をゆだねたいという思いも頭をよぎったが、それよりも安あん堵どが勝った。これでやっと、由宇に満足な治ち療りようと休息を与えてあげることができる。

　──由宇は、助かった。良かった。本当に、良かった。

　由宇を抱きしめ、小さなライフラフトの上、波に揺られながら、闘真は万感の思いで夜空を見上げる。

　Ｙａｋ─１４１のジェットエンジンの小さな炎が、星々に混じり遥はるか遠くで輝いていた。
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　麻ま耶やを暗い闇やみから目覚めさせたのは、柔らかな甘い香りだった。

　意識が明確になるにつれ、それがなんの匂においなのか思いあたる。

「え……薔ば薇らの香り？」

　ぼんやりと開いた目が最初に映したのは、見慣れた天てん井じよう。普ふ段だん寝泊まりしている寝室にいるのだと自覚するまでに十秒ばかりを要した。

「……怜れい？　怜？」

　常に自分のそばにいてくれる腹心の部下の名を呼ぶが、返事はなかった。

　かわりに突然、視界をさえぎり横からのぞき込んだ幼い顔がある。

「若様、起きたよ」

　誰だれかと認識する前に、のぞき込んでいた顔はすぐに姿を消した。その前に残した妙に幼い声の言葉の内容が気になる。

「……若様？」

　麻耶の身辺にそのように呼ばれる人間はいない。まして寝室に入室を許された人間ともなればなおさらだ。

　しかし、何か意識の隅に引っかかる。そのような呼び方を最近聞いた気がした。

「……いったい、どこで？　若様……若様？」

　起きて確認すればいいのだが、目覚めたばかりの麻耶はそこまで頭が回らない。

　それとも無意識のうちに、確認するのを拒否しているのか。いずれにせよ麻耶は横たわったまま、聞き慣れない言葉を反はん芻すうする。

　しかし思考の回路が繋つながり始めると、否いや応おうなく一つの現実に突き当たった。

「ま、まさか」

　麻耶は跳ね起きると、部屋を見渡した。そして絶句する。

　見慣れているはずの寝室には、見たことのない柔らかな色の薔薇がいっぱいに飾られていた。

　その中央で新たな花瓶に薔薇の花を活いけている青年がいる。

「ずいぶんと寝ぼすけだな。勝手にあがらせてもらったぞ」

　麻耶の飛び起きた時に発した気配を察したのか、青年は、今一つ気に入らないとでも言いたげに眉まゆをひそめて、いま活けたばかりの薔薇を見る。

「……勝かつ司しお兄様」

　真まな目め家けの長男、真目勝司を見て麻ま耶やの意識は一気に覚かく醒せいした。







「なんですの、この薔ば薇らは？」

「女性へのお見舞いといったら薔薇だろう。たとえ妹でも」

　妹云うん々ぬんなどより大前提が間違っている気がするのだが、麻耶はあえて口を挟まない。

「しかし」

　勝司は顔をしかめ、麻耶をぶしつけに見下ろした。

「な、なんですの？」

「色気も素っ気もないな。ネグリジェを着ろとは言わないが……コアラ柄のファンシーなパジャマはどうかと思う」

「よ、よけいなお世話ですわ！」

　一いつ瞬しゆんたじろぐが、すぐに睨にらみ返す。

「そう？　僕好きだよ」

[image: ]

　ニコニコと無邪気に才さい火かが味方する。しかしなぜか勝司に揶や揄ゆされたことより心に突き刺さった。嗜し好こうが十歳程度の子供と一いつ緒しよという事実は、思いのほか麻耶の心に深い傷をつけた。

「ここで悠長に世間話もないだろう。応接室にいる。着替えがすんだらこい」

　勝かつ司しは才さい火かを連れて寝室から出て行った。

　そこでようやく麻ま耶やの頭は回り始める。あまりに思いがけない出来事で、思考が一いつ瞬しゆん停止していた。しかし冷静になれば、とてつもなくおかしな事態だ。

　真まな目め勝司が自由に出入りできる場所ではない。まず警備員に見み咎とがめられる。さすがに真目家の一人、たとえ真目家から離反し闇やみの世界に潜もぐったのだとしても、真目家の長男を警備員程度では無む碍げにできるはずはない。ただ麻耶の許しなく通すこともないはずだ。

「どうしてここに……、あ、いえ、そうだわ、怜れい、怜！」

　しかし、怜からの返事はなかった。かわりに目に入ったのは怜からのメッセージを伝えるランプだ。パスワードを入れボタンを押すと怜の声で、峰みね島しま由ゆ宇う救出の緊きん急きゆう事態のため、坂さか上がみ闘とう真まと行動を共にする旨むねが入っていた。

　この事件の解決を最優先事項にしろと厳命したのは麻耶だ。しかし、今この状態の自分を置いていくことは、怜にどれほどの覚悟が必要であっただろうか。だがその気持ちを抑え、怜、自らが闘真と行動を共にしてくれたことに、麻耶は心の底から感謝した。麻耶は守り目である怜に絶対の信しん頼らいを寄せている。

　──怜が一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶ。きっと兄さんも由宇さんも、大丈夫。

　しかし、意識がはっきりしてくるにつれ、今度は自分が意識を失う前の記き憶おくが、鮮明に蘇よみがえってきた。

　執務室を出る前に机の上にある書類に目をやると、硬い表情に悲しみの色が混じる。

「兄さん……」

　闘真の出生の秘密を知ったいま、麻耶は闘真にどう接していいのか解わからない。もう以前のように話せないのではないかと思うと、どうしようもなく悲しかった。だが、それは闘真の意思ではない。闘真が悪いわけでも闘真のせいでもない。

　こみあげる吐き気を、なんとか抑える。

　──大丈夫、私は、大丈夫。ここで私がくじけてどうするの。

　気を失ったからとはいえ、皮肉にもそれで久しぶりにゆっくりと休息をとれたことが、かえって体と心にわずかながらも気力を呼び戻してくれたようだ。

　持ってきた人物は気に入らないが、部屋を飾る優しいピンクの花弁の薔ば薇らも、殺伐とし続けていた麻耶の心に安らぎを与えてくれた。

　──そう、今は、勝司お兄様とのことに集中しなくては。

　麻耶は着替えをすませると、応接室に向かう前に執務室に出向く。そこで警備室に電話を繋つなぎ、異常がないことを確認した。

「どうかなされましたか？」

　警備責任者が麻耶の硬い声から何かを感じ取ったのか聞いてくる。しかし麻耶はなんでもないと答え、ねぎらいの言葉を最後に電話を切った。

「まさか……」

　そこで麻ま耶やは一つの推測に思い当たる。勝かつ司しが連れている才さい火かという子供。あれはかつて同じように厳しい病院の警備をかいくぐり、闘とう真まを病室から連れ出した子供ではないか。だとしたら、同じようにあの子供は勝司を連れて、麻耶の寝室まで誰だれにも悟られずに忍び込んだのだろう。その事実に麻耶はぞっとした。

　しかし今のところ明確な敵意はないようだ。だが、それならなんのために来たのか、見当がつかなかった。いま日本で起こっている黒くろ川かわ率いる海かい星せいの陰いん謀ぼうに関することか。しかしそれも今ひとつ納得がいかない。まるで別の用件のようにも思えるし、海星の一件に関かかわっているようにも思える。

　応接室に向かう前に、溜たまっている報告書に目を通す。しかしその中にも勝司が尋ねてくる理由になりそうなものはなかった。

　怜れいの報告書には闘真と共に、解体作業中のスフィアラボと、由ゆ宇うが囚とらわれているフリーダムへ向かう経緯が記されている。

　しかし肝心のスフィアラボについてからのあらましはまだ届いていない。時計を確認すると、ちょうどスフィアラボに到着する前後だ。

「黒川謙けん、ここまで策士だったなんて……」

　あえて周りに過小評価させ、隠した爪つめをとぎすませ、ここぞというときに本性を現わしたのだ。その姿は扉の外にいる兄、勝司に似ているといえるかもしれない。

　いくつかの指示を電話ですませると、麻耶は呼吸を整え、応接室に向かった。







　応接室に入ると、横おう柄へいな態度でソファにふんぞり返った勝司が待っていた。

　そこにも、寝室と同じ種類の薔ば薇らが、いったいどうやって運び込んだのだろうと思うほど、ふんだんに飾られていた。

「遅いぞ。入念に化粧しなければ人前に出られない歳としでもないだろう」

「女性の身じたくは時間がかかるものです」

　勝司の揶や揄ゆを、すました顔で受け流す。

「でも寝ね癖ぐせついてるよ」

　間髪入れず、足をぶらつかせている才火から指摘される。

「うぐっ」

　たった数回しか言葉を交していないが、早くも才火に対する苦手意識ができた。邪気がないだけにやりにくい。

「こいつの名前を覚えているな？」

「六りく道どう才さい火か……君ね。ええ、よく覚えていますわ」

「六道の名についてはどれだけ知っている？」

　迷うことなく麻ま耶やは答えた。

「四十三年前までは八はち陣じん家けの一つに名を連ねていた守り目です。取り潰つぶされ、一族すべて追放されたと聞いていましたが」

「取り潰しの理由を知っているか？」

「詳しくは知りませんわ。先々代、曾ひいおじいさまの不興を買ったとしか」

「その理由を教えてやる。六道家に真まな目め家けの男子の血が混じった。それがばれて、一族全員皆殺しだ」

　しばらく勝かつ司しの言った意味が理解できない。

「皆殺し？　いえ、その前に真目家の血が混じった……とは？」

「真目家の男子の血が門外不出なのは知っているな？　外に出していいのは女子のみ。その理由は政略結婚だけにあらず。禍まが神がみの血ちは女子には現われない。禍神の血の濃さを保ち、血の拡散を防ぐ。それが真目家だ」

　それは麻耶も充分に承知している。たとえ真目家の男子が外で子を儲もうけても、子が女なら問題はない。しかし男の場合は養子として引き取り、真目家の中で飼い殺しにする。それが禍神の血の守り方だった。そしてつい昨日まで闘とう真まはそのような子供の一人だと思っていた。

「八陣家に禍神の血が混じっていた。しかも発覚する何代も前から。だから真目家は六道家を滅ぼした。剣と楯たてが主あるじに拮きつ抗こうする力を持つことは許されないからだ。しかし完全ではなかった。六道家を滅ぼしたつもりが、難を逃れた者もいた。それが才火の家系だ」

　麻耶は才火を見る。しかし勝司の話に興味はないのか、部屋の中を珍しそうに見渡しているだけであった。

「六道家は八陣家の中でも、異能の家系。とくに異能に卓越していたのは六りく道どう扇おうぎ。歴史を消されたとはいえ、その名を聞いたことはあるだろう。当時の真目家の当主、俺おれ達たちの曾そう祖父は扇の力を恐れて、六道家をつぶしたとも言われている。才火もその血を受け継いでいる」

　その言葉はすとんと麻耶の心の中に落ちた。なんの疑問も湧わいてこなかった。真目家の警備の目をかいくぐる力を二回も見せ付けられた今、それを異能と言わずしてなんと呼ぶのか。

　しかし、と麻耶は心の中でつぶやく。いまの話をするために勝司はここに来たのか。

「それで本題はなんですの？」

　勝司は聞こえよがしにため息をつくと、両腕をソファの背に乗せて長い足を組む。

「せっかちな妹だ。話には順序というものがある。おい、……人の部屋の中のものを勝手に触るな。きちんと座っていろ」

「はあい」

　どこまでもあどけない才火。それをしかる勝司はまるで父親か兄のようだ。しかしやはりと言うべきだろうか、才さい火かの何気ないたたずまいに異風が漂う。

「さて本題だ。才火には舞まい風かぜという従い兄と弟こがいる。六りく道どう家けの人間だが才火と違い異能の血は薄うすい。いや薄かったとでも言うべきか」

　異能の血。そもそも六道家の異能の本質がなんなのか麻ま耶やは知らない。八はち陣じん家けから追放された、いや正確には滅ぼされた時、すべての情報は消されてしまった。その隠いん蔽ぺい工作は完かん璧ぺきで四十年以上経過した今、ほとんど知りようがなかった。真まな目め家けらしい徹てつ底ていぶりだった。ただ一つ、生き残りがいたという誤算を除いては。

「薄かったとはどういうことですの？」

「人為的に引き上げられた。血の薄さを別の何かでカバーした」

「いったい、どうやって……」

　問いかけの途中で答えに行き着いた麻耶は、顔色を青くする。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう、ですか？」

「そのような真ま似ねができるのは、世界広しといえどもあの男くらいなものだろう」

「勝かつ司しお兄様のおっしゃることはよく解わかりました。しかし話の意図がつかめません。本題とおっしゃりながら、いまだに私との関係は薄そうに思えるのですが」

「それがそうでもない。先に濡ぬれ衣ぎぬを晴らしておこうと思ってな、こうして出向いたわけだ」

「濡れ衣？」

「近いうちにお前達たちは六道舞風と相対するだろう。そのとき俺おれが関かかわっているのではないかと勘ぐられては困る。濡れ衣で痛くもない腹を探られては、たまったものではないからな」

「近いうちに相対する？」

「舞風はいま、ある組織に属している。今はそう、こう名乗っているはずだ。七つの大罪の一人、マモン」

　言葉を失っている麻耶に、

「俺の用件は以上だ。この警告はついで。本題は可愛かわいい妹のお見舞いなんだがな。……おい、そんな疑わしい目をしなくてもいい。おまえが信じないのは解っている」

　勝司は用は済んだとばかりに立ち上がろうとした。しかし動きが止まった。麻耶がさもおかしそうに笑っているからだ。

「なぜ笑う？」

「ふふふ。勝司お兄様はとてもお人が悪いですわね」

「こうしてわざわざ情報を提供してやったのに、酷ひどい言われようだな」

　しかし、勝司は楽しそうに麻耶を見、ソファに座りなおす。麻耶は言った。

「舞風、マモンはそこの才火という子に、コンプレックスを持っているのではなくて？」

　勝司は眉び目もく秀しゆう麗れいな顔を惚ほうけさせる。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだった。次の瞬間には頭に手をやり笑い出した。

「ははは。よく解わかったな。そうだ。舞まい風かぜは才さい火かに強い劣等感と対抗意識を持っている。そこまで推察できているなら、俺おれの意図も察しているんだろう？」

「ええ。あえてマモンの存在を警告し、対たい峙じさせる。舞風の標的がその子に向かないように。七つの大罪が、勝かつ司しお兄様の障害とならないように。そのために可愛かわいい妹を楯たてにする、というのが勝司お兄様のシナリオでしょう？　本当に性根が腐ってますのね」

　最後の麻ま耶やらしからぬ品のない物言いに、勝司の片かた眉まゆがぴくりと動いた。いらついた時の勝司のくせだ。

「はっ、なんとでも言え。どうせおまえは今、ＡＤＥＭと共同戦線を張っているんだ。ならば七つの大罪と敵対するのはおまえの必然。マモンと相対する可能性も高い。これは念のため、保険程度のことだ。そういきりたつな」

　いらだってみせたのは一いつ瞬しゆん。勝司は余裕の態度を崩さない。

　麻耶はまだ何か聞かねばならぬことがあるように感じ、しかしそれが何なのか解らないまま、ふと思いついたことを口にする。

「見たことのない薔ば薇らですわ」

　薄うすいベビーピンクの花びらの外側に、優しい月の光のような黄色が混じっている。ピースという有名な薔薇の配色をちょうど逆にし、アストレのピンクをもっと優しくしたような感じだが、ハイブリッド・ティーローズの品種の中で、麻耶に思い当たるものはなかった。

「気に入りました。このお花にはお礼を申し上げておきます」

　勝司が持ってきた薔薇は、何か奇妙な感動を麻耶にもたらす。

　美しく香りもよい薔薇だがしかし、麻耶の心を揺り動かすのは美しさでも香りでもない。美しく香りの良い薔薇など、麻耶にとっては珍しくもない。

　この薔薇は今までのどれとも違う、特別な何かを感じる。優しさと暖かさとでもいおうか。花本来がもつ、見るものを包み、誰だれをも微笑ほほえませるようなたおやかさ。

「これは、なんという品種ですの？」

「この薔薇の名前は、マヤ」

「え？」

　勝司の答えが瞬時に理解できない。自分の名前と同じ響ひびきだが、薔薇の種類は何万種とある。聞き違いかもしれないし、ただの偶然かもしれない。しかし勝司は、はっきりと言い直す。

「Ｍ、Ａ、Ｙ、Ａで、麻耶だ。しかし作出者はマイ・リトル・プリンセスと呼んでいた」

「それって……」

「この薔薇を作ったのはお前の母親だ」

　つまり、それは勝司の母親でもあることを意味している。

「温室栽培ではない、五月の一番花ばかりを集めた。どうだ、綺き麗れいだろう？」

　その勝司の言葉を最後に、しばらく二人の間に、沈ちん黙もくが下りる。

　先に言葉を発したのは勝かつ司しだ。

「お前が生まれたとき、俺おれ達たちの母親は喜んだ。ようやく生まれた女の子。禍まが神がみの血ちの覇は権けん争いと、遠いところで育てられる、本当の愛まな娘むすめ。お前が産まれて喜んだのは母だけじゃない。俺も喜んださ。北ほく斗ともな。権力争いに巻き込まれない妹。争わなくてもよい兄妹きようだい。お前の誕生は喜びと祝福に満ちていた」

　過去を語る勝司の口調はどこか穏おだやかで、今までの尊大な態度が抜け落ちていた。

「この薔ば薇らもその年に最初の花をつけた。母は様々な薔薇を育てていたが、作出した中で唯一、命名し、苗を残したのはその薔薇だけだ」

「知りませんでした。そんなことは、何も……」

「親おや父じが、母が死んだとき、すべて屋や敷しきから捨てたからな。今、この薔薇があるのは俺のところだけだろう」

　麻耶の名が付けられた薔薇。「マイ・リトル・プリンセス」と、母が呼んだ薔薇。

　麻耶はどこか信じられぬ思いで、自分を囲む薔薇の花を見る。

　しかし、勝司の眼まな差ざしに再び険が含まれ始める。

「むろん、親父もおまえの誕生を喜んでいた。そのときまだ俺達は、同じ理由だろうと思っていた」

　だが、違っていたのだと勝司は言葉にせぬだけではっきりと語っている。

「お前は覚えていないかもしれないが、お前が二歳くらいまでのころは、常識とかけ離れた一族なれど、それなりに幸福な家庭だった」

　麻耶はその先を聞きたくないと思った。しかし、聞かないわけにはいかないことも知っていた。今はただ、勝司が語るであろう受け止めがたい事実を、自分が取り乱さずに受け取れるよう、覚悟を決めるしかない。

「お前が生まれるちょうど一年前、親父が外で子供を生ませたことは知っていた。お前は誤解しているかもしれないが、その頃ころ、俺にとって闘とう真まの存在は、どうでもよかった。禍神の血が薄うすい俺に、親父が外に子供を作らせたからといって、どうして文句など言える？　家の繁はん栄えいと継続を考えれば、自分が当主なら俺も同じことをする」

　勝司の口調は淡々としていた。あえて感情を排しているようにも見えた。

「だが、俺達の母親が病気で死に、そして闘真の母親、俺達の叔お母ばである坂さか上がみ美み紗さ子こが消息を絶った、その頃から何かが狂いはじめた。正確には、十歳の俺でも気づける程度の、目に見える狂いが明らかになりはじめた。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう。その男の名が真まな目め家けでは真の禁きん忌きになりはじめた。それから二年後、蛟みずちの叔お父じ貴きが死んだ。ここから先は、説明する必要はないだろう」

　沈ちん黙もく。

　やはり先に口を開いたのは勝司だ。

「もう知っているんだろう？」

「なんの……ことでしょう」

　平静を装おうとしても、麻ま耶やの声はかすれてしまう。

「親おや父じが、女の子が、おまえが生まれて喜んだ、本当の理由さ」

　蒼そう白はくになった麻耶の顔が答えだ。

　うつむいてしまった麻耶は、勝かつ司しがどんな表情を浮かべているのか解わからない。しかし勝司の突然の訪問が終わりに近づいていることは察した。

　勝司が足を組みなおす。才さい火かはおとなしくしている。

「さて、おまえに一つだけ言っておこう。七つの大罪にルシフェルという老人がいるが、あれには関かかわらない方がいい」

「どういうことですの？」

「俺おれのほうでも色々調べたが、あれは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうとは別の意味で化け物だ。あの老人の前では、そうだな……峰島由ゆ宇うでさえも小娘になりさがるだろう。もし敵対するなら、俺なら最低一年は準備期間をおく。そういう相手だ。もう一度言う。あの老人と安易に戦おうなどと考えるな」

　そして今度こそ用は済んだとばかりに、才火を連れて席を立つ。麻耶ももう引き止めることはしなかった。

「麻耶。俺は、真まな目め家けのあり方を根底から崩す。お互い相あい容いれぬことばかりだろう。だが、お前はお前のやり方でやればいい。……俺達たちはもう、十五年前には、戻れないのだから」

　その言葉を最後に、勝司は部屋を出て行った。

「勝司お兄様……」

　ふいに、麻耶はもう二度と、この兄に会えぬのではないかという思いが胸をよぎった。どうしてかは解らないが、小さな不安が残った。疎うとんじていた、嫌っていたはずの兄なのに。今の話もどこからどこまでが本当なのか解らない。疑おうと思えばいくらでも疑える。しかし、麻耶は自分が産まれたとき、心から喜んだという兄の言葉を疑うことは出来なかった。

　勝司が残していった薔ば薇らの花びらに、そっと手を触れる。

　物心がつくまえに死んでしまった母。写真でしか知らない母の顔。

　だが、紛れもなく自分は、母から愛されていたのだ。少なくとも母は、自分の幸福を望み、祝福と共にこの世に産み落としてくれたのだ。

「……お母様」

　薔薇の花びらに触れ、うつむいた麻耶の頬ほおを、涙が一ひと滴しずく落ちていった。




　　　　　　　　２




　麻耶はしばらく応接室を動けなかった。

　勝司から聞いた、自分の母や兄の意外な過去の言葉に放心していたのも事実だ。

　しかし勝かつ司しが麻ま耶やに会いに来た本当の目的が解わからない。麻耶が見抜いたマモンの件は事実だろう。しかしそれでは正解は半分だ。

　まだ何か裏がある。しかしその裏が見えない。思案する麻耶の心を見ていたかのように、通信機のコールが鳴った。

「ああ、怜れい。連絡を待っていました。無事でなによりです」

『麻耶様、お体の具合はいかがですか？　もうよろしいのですか？』

「悠長な話はあと。報告書は読みました。いまの状況を報告してちょうだい。闘とう真まは？　それに由ゆ宇うさんはどうなりましたか？」

『保護いたしました。二人とも無事です』

　麻耶は力が抜けたように、椅い子すに深々と座った。

　──よかった。本当によかった。

　目の前が暗くなるような出来事の連続の中、初めて明るい光が差し込む。景色が滲にじむ。しかし目の奥に力を入れて、涙を堪こらえた。いまは泣くときではない。たとえ嬉うれしくても、心を緩ゆるめるときではない。

『麻耶様が目覚められて助かりました。これから先の判断を仰がなくてはと思っていたところです』

「解りました。続きを」

『はい。お二人とも無事ですが、闘真様は重傷、由宇様にいたっては重体です。由宇様には適切な処置を早急に施さなければ、命は危ういかと』

「現在、ＡＤＥＭと通信は可能ですか？」

『はい。彼らも由宇様の身柄確保を最優先として動いています。そのことについて指示を仰ぎたいのです』

「つまり、峰みね島しま由宇の身柄引き渡しですね」

『はい』

　怜との会話は余分な説明を一切必要としない。阿あ吽うんの呼吸で進められる。

　麻耶はしばらく考えをまとめるのに没頭した。いま何が最良か、この事件の終着のあり方を、どのような未来を目指すべきかを思案した。彼女の聡明な頭脳は、一つの結論を瞬しゆん時じに導き出す。

「現在の責任者は八や代しろ一はじめでしたわね？　臨時とはいえ」

『はい』

「彼と話します。ＡＤＥＭにつないでください」
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『やあ、どうも、このたびは』

　何がどうもで、何がこのたびなのかまったく解わからない、この緊きん張ちよう感かんの薄うすい声を聞くと、麻ま耶やは一気に気力が萎なえる。この男はいつもこうだ。

『峰みね島しま由ゆ宇うの身柄の引き渡しの件ですね。ささっと引き渡してくれると、こちらとしても大助かりなんですけど、いかがなもんでしょうね？』

　八や代しろの軽い話し方だとお歳せい暮ぼか何かのやりとりをしている錯さつ覚かくにおちいる。まして世界中が喉のどから手が出るほど欲している少女の身柄とはとうてい思えなかった。

「そのことについて、ご連絡いたしましたの」

『はいはい、それで？　どこで引き渡しにしましょうか？　いまＡＤＥＭ……って言うと語ご弊へいがあるかな？　だからといって生き残り組だとしまらないし、残党も聞こえが悪いし、新生ＡＤＥＭ……ボツ、んー、ネオＡＤＥＭ？　ああ、いいね。うん、これでいこう。ネオＡＤＥＭの高速ヘリが、いま太平洋上を大急ぎで迎えに行っています。どこか海洋上で引き渡しできるといいんですけどね。幸い、そちらの航空機はＶＴＯＬ機でホバリングも可能だから、なんとかなると思うんですけど。この線でいいですか？』

　勝手に自分の組織を改名した男の口は、一気にまくしたて、麻耶が口を挟む余裕を与えなかったが、麻耶の答えは簡潔にして明めい瞭りよう。

「お断りします」

『え？　ネオＡＤＥＭって駄だ目めでした？』

「峰島由宇の身柄引き渡しをお断りします」

　八代の軽口を一いつ蹴しゆうして本題に切り込む。

『これはまた。申し訳ないんですけど、これも伊だ達て司令の最優先命令でして、中間管理職の僕としては、はいそうですかと素直にうなずくわけにいかないんですが』

「そちらの事情はお察しします。ですがお引き渡しに応じるわけにはいきません。いま彼女の体はとても危険な状態です。今のＡＤＥＭに由宇さんの健康を回復でき、確実に保護できるだけの設備はおありですか？」

『いや、まあ。そこは経験則でなんとか。過去のデータもありますし。真まな目め家けの医い療りよう班はんの腕を信じないわけではないんですよ。ほんと、いやほんと』

　すごく嘘うそくさい口調だ。

「医療の問題だけではありません。峰島由宇は、由宇さんは私の友人でもあります」

　きっぱりと宣言する。

「ですのでいかなる理由があっても、自由を拘束するような組織には、お引き渡しできません」

　八や代しろはしばらく電話口の向こうで黙だまっている。

『交渉決裂ですかね？』

「ええ」

『まいったな。今こちらには取り返しに行くだけの武力も権力もないんですよ』

「でしたら、あきらめなさいな」

　最後の言葉を言い放つと、麻ま耶やは一方的に通信を切った。
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　切れた通信機を前に、八代は頭を掻かくしかなかった。

「やってくれるなあ、真まな目め家けのお嬢じようさんは」

「どうしたの八代っち？　しけた顔して？」

「ん？　ちょっとねえ、真目家のお嬢さんにまた借りを作っちゃったかなって思って。いや最後は友人だって言ってたし、借りだと思うなってことか……」

「なにを言ってるの？　頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だって。そんな目で見ないでくれる？　いやね、真目家のお嬢さんが、敵戦力の分散に買って出てくれたんだよ。おまけに宝物をしまっておく金庫まで貸してくれた。しかも後々問題にならないように、協力という形じゃなく、ね。いやもう、まったく頭が上がらないなあ」

　ぶつぶつつぶやく八代にあきらは、

「ようは、麻耶ちゃんは私の見立てどおり、背中を預けられる子だったってことでしょ？」

　と言って笑い、微妙な笑顔で頭を掻く八代を肘ひじでつついた。

「ねえ、そろそろ真しん治じさんとの通信の時間じゃない？」

「ああ、そうだった。あきら君、伊だ達てさんのことになると、ほんとマメだねえ」

「八代っちがいい加減すぎるの。だいたい、今回の任務だって、必然的に伊達さんと一いつ緒しよにいられる機会が増えるとか調子のいいこと言っといて、一緒にいるどころか、あたし、一回も話しすらしてないんだけど!?　麻耶ちゃんだけじゃないからね、八代っちに貸しがあるのは。あたしにもあるんだから！　この借りはあとでキッチリ返してもらうからね、利子つけて！」

　あんたのインチキセールストークに引っかかった自分が悔しいと言いながら、胸倉をつかみかねない勢いで詰め寄るあきらをなんとかなだめつつ、

「さて、伊達さんに、どう言って報告しようかな」

　今度こそ本当に困った顔で八代は頭を掻いた。
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　薄うす暗ぐらい部屋に、ぽつりと明かりがあった。

　部屋自体狭くはないのだが、内部を埋め尽くす機器が空間を圧迫していた。部屋に灯ともる明かりは機器のランプと、伊だ達てが持っている小さなライトだ。

　伊達は手にした有線の通信機の調子を見る。繋つながっている先はＮＣＴ研究所の最下層だ。現在、ＮＣＴ研究所は海かい星せいの侵略により外部との通信が不可能になっている。そのうえ反逆者の汚名を着せられている。

　唯一の外部との連絡手段として、ＮＣＴ研究所の建築時に使われていた通信設備を使用している。そこだけは敵の目を免れ、外部との連絡が可能だった。

　ただし新規の通信経路を開くには一級権限以上の資格が必要だった。さらに防壁も何もない敵近くの危険な通信施設に単独で常駐しなければならない。その役を買って出たのが、誰だれあろうＡＤＥＭの総司令、伊達真しん治じだ。

　伊達は外で動いている八や代しろに連絡を取るために、通信機に手を伸ばす。しかし何かが軋きしむ音が通気口から響ひびき、伊達の手が止まる。

　何かが軋む音、そして流れてくる大気は火傷やけどしそうなほどに熱い。しばらくすると熱気は去ったが、凍えそうなほどに冷たい冷気が流れ込む。

「近くまで来たか」

　つぶやいた伊達の息は白い。

『伊達さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　いまサタンがその通信施設のそばを通りました』

　地下に繋がっている有線の通信機から、伊達を案じる岸きし田だ博士の声がした。

「大丈夫だ。今はどこにいる？」

『さらに下層に進みました。残る防壁は四枚です。十二区画より上の層は、海星の兵士による侵攻が始まっています。伊達さん、そこもそろそろ危険です。早く切り上げたほうが……』

「まだだ。まだやることがある」

　伊達は時計を確認する。前回八代と通信したのは二時間近く前。由ゆ宇うの毒入りカプセルの融ゆう解かいリミットの時間は過ぎた。もう連絡が入らねばならない時間だ。

　伊達の思考を読み取ったのかと思うほどにタイミングよく八代からの通信が入った。

『八代です。伊達さん、無事ですか？』

「大丈夫だ。まだ持ち堪こたえられる。それよりも、報告が聞きたい。どうなった？」

『いい知らせと悪い知らせ、どちらを先に聞きたいですか？』

　通信機から聞こえた八代の声は、いつもどおり軽い。しかし伊達は、声の質にいつもと違う緊きん張ちようが混じっているのを聞き逃さなかった。

「悪い知らせは、よほどのものか？」

　伊だ達ての問いかけは、質問というより事実の確認に近い。

『はい。はっきり言ってシャレになりません。僕の給料が下がる次くらいに最悪です』

　八や代しろの軽口にもいつもの精彩さがない。

「解わかった。いい知らせから聞こう」

『Ｓ─００００１の奪還に成功しました。憔しよう悴すいしていますが無事のようです。命に別状はありません。現在は真まな目め麻ま耶やが身柄を保護してくれています』

　八代の声が聞こえたのか、地下に繋つながる通信機から岸きし田だ博士達たちの歓声が聞こえた。

『スフィアラボも堅守。黒くろ川かわはスフィアラボ強奪に失敗しました』

　伊達は目をつむり黙もくす。しかしそれは吉報をかみ締しめているわけではなかった。伊達は心の準備を整えていた。

「悪い知らせを聞こう」

　聞くまでもない。ただ事実確認のみ。伊達はすでに最悪の報告がなんなのか想像がついていた。それでも希望にすがって八代に問うたのか。否いな、伊達にそのような甘い思考はない。

『……Ｓ─００００１の記き憶おくが奪われました』

　地下に繋がる通信機からの歓声が止まった。ノイズだけが残った。

「やはり、そうか。詳細を聞かせてくれ」

　伊達だけが、平時と変わらない。ただ事実の確認のみをこなす。

『七つの大罪の一人に、マモンという異能者がいたそうです。マモンの能力は、人の思考を読み取ること。もぐらのお姫様は、予想通り黒川の罠わなにはまり、心の隙すきをつかれ記憶を奪われたそうです』

「例のほとんど無人だったフリーダムか」

　三機しかないフリーダムの一機を犠ぎ牲せいにしてまでの罠は、世界最高峰の頭脳を上回った。残るは二機。一機は由宇を載せていた黒川が乗るフリーダム。もう一機は、ＮＣＴ研究所の上空で待機している。

『はい。その偽装処理により、お姫様は自分の死の時間を錯さつ覚かくさせられたようです。伊達さんと闘とう真ま君の予想通りですね』

　伊達は一呼吸だけ思案し、八代に問う。

「あの娘の知識は、確か」

『はい、暗号化されています。だから奪われたからといって、まだ慌てる必要はありません。最悪の状況はまだ起こっていません。本来ならですが……』

　八代がなんの言葉を濁にごしたのか、伊達にはすぐに解った。見解が一致している。

「ここの研究所の攻こう撃げきはさらに激しくなるな。やつらは暗号をすばやく解読するために、ＬＡＦＩを狙ねらうはずだ」

『嫌な推測が一致すると言うのは、あまり気持ちのいいものではないですね』

「安心しろ、おまえの予想は一つ外れる」

『なんですか？』

「おまえの言う最悪の状況はもっと早くに起きる」

『ちょ、ちょっと伊だ達てさん？　待ってくださいよ！』

　情けない声を出す八や代しろは、いつもどおりだ。

『もういいですよ、減俸でもなんでも。それで伊達さん、防壁は残り何枚ですか？』

「四枚だ。このぶんだと夜明け頃ごろにはすべて破られるだろう」

　あの手この手でサタンの侵攻を邪じや魔ましたが、それももう限界に来ている。

「そこで八代。おまえにいくつか指示がある。海かい星せいを退ける方法が一つだけ、細い道だが途切れずにある」

『な、なんですか？　できることならなんでもします』

　八代の声は弾んでいる。通信機の向こうで身を乗り出しているのが見えるようだ。伊達はいくつかの指示を八代に出す。

『本当に細い道ですね。でも任せてください。きっと上う手まく……』

「待て」

　伊達は息をひそめる。話す息がいつのまにか白くなくなっていた。肌に突き刺さるような冷気がない。それどころか、額に汗が浮かび上がるほどに温度が上昇していた。

「気温の変化が早い。近いのか!?」

　伊達が通気口に飛び込むのと、壁の一枚が真っ赤に燃え上がり爆はぜたのはほとんど同時だった。壁の穴から姿を現わしたのは、白熱の光に包まれた人の形をしたもの。七つの大罪の一人、サタンだ。サタンが部屋に一歩踏ふみ込んだだけで、部屋の中のものは次々とアイスクリームのように溶けていく。

「こんなところに通信施設があったとは。小ざかしい」

　サタンの手が触れると通信機は完全に形を失い、ただの溶けた鉄塊と化す。

「紙一重で逃げたか？　いや、無事ではないだろう」

　戦せん闘とう経験からサタンは、相手に与えたダメージを測った。
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「伊達さん、伊達さん！　どうしました？　伊達さん？」

　通信機から雑音しか聞こえなくなった。何度呼びかけても回復する気配はない。八代は祈るように目をつむるが、それも数秒のことだ。

　八代が振り返ると、いまや数えるほどしかいないＡＤＥＭのメンバーが、八代に注目していた。その中にはあきらや萌もえの姿もあった。少し離れた場所に、アリシアが腕を組んで壁に寄りかかっている。

「真しん治じさん、無事なの!?」

　まっさきに口を開いたのはあきらだ。

「解わからない。でも、たぶん大だい丈じよう夫ぶだよ」

　気休めにしか聞こえない言葉に、あきらは暗い表情を見せた。

「あきら、元気出して」

　萌があきらのまわりでうろたえていた。

「大丈夫だよ、萌ちゃん。あたしは大丈夫」

「本当に？　本当に大丈夫なの？」

「大丈夫だって。真治さんがそんなに簡単にやられるもんか」

　アリシアがあきらには聞こえるという絶妙の音量で、小さくつぶやく。

「強がり言っちゃって」

「誰だれが強がりよ！　あたしは真治さんを信じてるんだから！」

「誰も弱音を吐いたところで責めないわよ。吐けるときに吐く。そうしないと、いざというとき、心がくじけるわ」

「そうだよあきら君。台風で大木は折れるけど、柳はしなるだけさ。柳腰の女性っていいじゃない。胸なんかより腰のほうが男はグっとくるんだよ」

「それなんか微妙に違う。っていうかモロにセクハラ」

　八や代しろのフォローにあきらの態度は冷たい。

「運転手。あなたのジョークを聞くのは夏の暑い日にするわ。今はやるべきことがあるのではなくて？」

「また運転手？　もう、いいけど」

　アリシアの追い討ちにうなだれる八代。しかしすぐに気を取り直し、手を叩たたいて全員の注目を集める。

「さあ、みんな！　名案を出すなら今だよ！　死なずに二階級特進、おまけに給料二倍増し。さらにヒーローになれる。どうだい？」

　八代流のユーモアに満ちた言い回しに、ＡＤＥＭの職員全員にいい意味での緊きん張ちよう感かんが走る。

「よし、皆、よく聞いてくれ」

　皆が作業の手を止め自分に注目すると、一拍の間を置いて八代は語りだした。

「いいか、あと七時間足らずで、僕達たちはここを出発し、ＮＣＴの残りの仲間と合流し、人類史上最大の航空機との戦いを開始することになる。ＡＤＥＭ、The Administrative Division of the Estate of Mineshima、今日、この言葉は僕らにとって新たな意味を持つことになるだろう。僕達はもう……」

　八や代しろの流れるような演説の腰を折ったのは、あきらでもアリシアでもなかった。

「萩はぎ原わらより緊きん急きゆう回線！　七番に繋つなぎます」

　オペレーターが繋つないだマイクに向かって、八代はにこやかに言う。

「やあ、萩原君。君、減俸だから」

『はい？　なんでですか？』

「僕の逆げき鱗りんに触れた。せっかくカッコイイ演説を一発かまそうとしてたのに、邪じや魔ましてくれちゃって」

『そんなこと、こっちが知るわけないでしょ！　そんな横暴聞いたことありませんよ！』

「大だい丈じよう夫ぶ、バランスは取るから」

『ブレインプロテクトの権限引き上げはナシですよ。限定がとれて限定解除おめでとうなんて、寒い言葉は聞きたくありません。やばい情報だけ知って、言動制限されて、給料そのままなんて真っ平です。今だってやばい場所にいるんですから』

「はは、踏ふんだりけったりだね」

『あんたが言うな！』

　思わず上司をあんた呼ばわりしてしまう萩原と、それを聞いてもニコニコ笑う八代に、女性陣から冷ややかな反応が返ってくる。

「萩原って子はグッドルッキングなラッキーボーイって聞いてたけど、運転手にいいようにされてるようじゃ、将来は望み薄うすね」

「八代っちの下で働いてるくらいだから、たかが知れてるって。男は見た目じゃないの。真しん治じさんの大人の魅み力りよくに比べたら、あんなのアリンコ以下」

『ちょっと、そこのお姉さん方？　会話丸聞こえなんですけど……』

「ああ、気にしない気にしない。話し続けててよ。やばいこと起こってるんでしょ？」

　あきらは明るい声を出す。空から元気なのは誰だれの目にもあきらかだった。しかし八代はそれについて言及しない。

「そうそう、今は君の報告が唯一の頼たより。それで萩原君、いまのＮＣＴ研究所の状況は？」

『いろいろ言いたいけどあとにします。海かい星せいの兵士が、二百名以上ＮＣＴ研究所に突入準備を始めています。フリーダムは上空にいると思われますが、ステルスモードに移行しているのか、視認はできません。ここからじゃ中の様子は解わかりませんが、兵士の動きを見るに、ＮＣＴが攻め落とされた様子はまだないですね』

「それでも占拠は着実に進んでいるわけか」

『はい、侵入のペースはゆるやかですが、確実に進んでます』

「了解、萩原君。悪いけど、もう少しそこにいて」

『少しってどのくらいですか？』

「七時間くらいかな」

『それは少しって言いません！』

「まあまあ、適当に死なない程度になら、たまに寝ててもいいから。じゃあよろしくね。頼たよりにしてるよ」

『もう反論する気も失うせました。了解』

　聞こえよがしのため息とともに、萩はぎ原わらからの通信が切れる。

　八や代しろはおちゃらけた表情を消すと、珍しくまじめに考え込んだ。

「やっぱりフリーダムは姿を消してるか。残る防壁は四つって言ってたな。もって八時間かな」

　誰だれもが八代の次の言葉を、固かた唾ずを呑のんで待っている。防壁の突破は予想以上に早い。作戦の開始時刻が早まることを予感している。

　しかし、八代の命令は予想を裏切るものだった。

「作戦は予定通り七時間後に行う。それまで各自、準備を進め、充分な休息を取るように」

「八代っち！　越こし塚づかはあと二時間もすればこっちに着く！　もっと早くに行動したって」

「環たまき君。代理とはいえ、今の僕の言葉は伊だ達て司令と同等の権限を持つ。解わかってるよね？」

「でも！」

　八代は笑う。いつもの軽けい薄はくな笑みではない。柔にゆう和わな笑顔が、あきらの気勢をそいだ。

　その笑顔はあきらの反論だけでなく、職員達たち全員に命令を絶対なものとして受け入れさせた。各おの々おのが黙もく々もくとそれぞれの仕事を再開しはじめる。

　八代はあきらをなだめるように言った。

「大丈夫だよ。伊達さんならあと七時間、ＮＣＴ研究所を守りきる」
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　真まな目め家けが所有するシティヘブンは、いくつもの高層ビルが屹きつ立りつする商業都市にある。日本の金きん融ゆう、経済、文化を担になう一大都市の中でも、シティヘブンは頭一つ抜き出た高さを誇っていた。

　いまでこそ真目家が所有するビルの大きさは、《希望》の街にある７３４メートルの高さを誇るＫＩＢＯＵビルが最大だが、商業都市としての重要度の高さから、日本の真目家の活動拠点はいまだシティヘブンにあり、その威信は揺るぎない。

　数時間前、そのシティヘブンの最上階にあるヘリポートに、ヘリコプターが一機着陸した。

　それを心配そうに見守る、少女の姿がある。

　着陸と同時に、二つのストレッチャーがヘリから運び出され、シティヘブンの中に意識のない少年と少女の体を移送していく。一いつ緒しよに降りた中性的な美しさを持つ長髪の人物が、ストレッチャーに乗った少女の手に、持っていたノートパソコンを乗せ、主あるじのもとに歩み寄った。

　シティヘブンのヘリが離着陸するのは日常茶飯事のため、これといって注目をあびることはない。それはたとえ夜半であっても同じことだ。

　しかし一人だけ、シティヘブンに着陸したヘリを、人通りの少なくなった大通りから見上げる人物がいた。

　七つの大罪、ルシフェルである。







　ルシフェルは急ぐわけでもなく、さりとてゆっくりでもなく、おそろしく平へい坦たんな歩調でシティヘブンに歩み寄る。

「誰だれもおらぬな？」

　正面のゲートをくぐり、老人は高層ビルの階段を昇っていく。何十階昇っただろう。息一つ切らすことなく、最初のときとまったく同じ歩調で昇っていたルシフェルは、とある階で足を止める。

「ここかのう、あの娘がいるのは」

　非常階段の扉を開けると、再びビルの廊下に戻る。

「ほう、ここは医い療りよう施設か」

　清潔な色の廊下が目の前に広がる。知識のない老人にも、そこにある機器が最新のものだと解わかる。しかし一つだけ老人に疑問を抱かせることがあった。

「ここも誰もおらぬか？」

　はてと首を傾かしげる。しかしそれも一いつ瞬しゆん。ルシフェルは奥へ向かって歩き出した。

「ここか？」

　病室の入り口にたどり着くとルシフェルは、静かに扉を開ける。中の病人を気遣うような仕草だ。

　部屋の中には二つのベッドがあった。一つは坂さか上がみ闘とう真まが眠るベッド。もう一つにはルシフェルが狙ねらう峰みね島しま由ゆ宇うの姿があった。

　しかしルシフェルの注目をあびたのは、この二人のどちらでもなかった。

「お待ちしていました」

　二つのベッドの間にある椅い子すに座る人物が、深々と頭を下げる。

「真まな目め麻ま耶やと申します」







「ずいぶんと警備が手て薄うすじゃのう」

　峰島由宇がここに運び込まれたなら、警備は厳しくなるのが道理だ。シティヘブン全体が厳戒態勢に入ってもおかしくない。しかしここまでルシフェルは誰にも見み咎とがめられることなく入ってこられた。

「七つの大罪ルシフェル。武力で貴方あなたに対抗するのは不可能と判断し、下がらせました」

「ふむ。して、いかがする？」

「理ことわりをもって押しとどめるしかないと考えました」

　ルシフェルは大きく目を開き、感心に唸うなる。

「ほっ、あんた一人でかのう？」

「はい」

　ルシフェルは困った顔をして顎あごを掻かく。

「まいったのう。ここでおまえさんを押しのけて、目的を遂すい行こうするのは簡単なのだが。それをするとわしは極悪人かのう？」

「見方の問題ですが、そう判断する人もいるでしょう」

「ふむ」

　ルシフェルは床にあぐらをかくと、興味深げに麻ま耶やを見る。

「どれ、ならばしばしおまえさんの理とやらに付き合うとしようか」

　ルシフェルの行動は一見、物分かりがいいようにも見える。しかし獲物を前にした余裕とも言えた。

「恐れ入ります。おかけになるならどうぞ、こちらに椅い子すがあります」

「いや、いい。このほうが落ち着くでの」

「そうですか」

　麻耶はそれ以上は勧めず、かわりに立ち上がると服装を正しルシフェルの前に正座した。

「律りち儀ぎじゃの」

「目上の方とお話しするのですから」

　緊きん張ちよう気味の麻耶を、ルシフェルは破顔の表情で迎えた。
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「火傷やけどは軽傷ですが、気をつけてください。まだ前回の事件の傷も癒いえてないのですから」

　医師が包帯を巻き終えると、伊だ達ては具合を確かめるため、二度三度肘ひじを曲げた。痛みがあるのか額に汗は浮くが、

「うむ。問題なさそうだ」

　と平静を装う。医師が何か言う前に立ち上がる。

　伊達が天てん井じようを見上げると、見慣れない眺めがあった。高い天井はガラス張りで、その向こうには別の部屋が見える。

「下から見ると、ずいぶんと違って見えるな」

　誰だれに向かってつぶやいたのか、天井のガラスに目を細める。そして視線を戻し、質素な部屋を見渡した。ベッドと机、背の高い本棚にはあらゆる分野の専門書が並んでいた。使用されている言語すら百種類以上に及ぶ無節操ぶりだ。

　しかしそれ以外に生活感はあまりない。一人の少女が十年にわたって生活した場と言われて、信じる人間はいないだろう。

　部屋の隅にあるヴァイオリンが目に留まった。以前岸きし田だ博士が億単位の予算を費やし、由ゆ宇うに与えたものだ。手にとると、走り書きのメモが挟まっていることに気づいた。目を通すと、見慣れない数式や、正確に書かれた図解等があった。

「ストラディバリウスのニスについて調べていたんですよ」

　岸田博士は非常事態だというのに柔にゆう和わな笑みで立っていた。由宇のことを一番心配している彼だったが、由宇のことを良く知る彼はしかしある意味、一番落ち着いてもいた。

「ニス？」

「ストラディバリウスの音色の秘密はニスだという説があります。グァルネリとの違いを彼女なりに分析していたようです」

　伊だ達てはヴァイオリンを置くと、隣となりの部屋に行った。そこは先ほどの部屋と違い、体育館のように広い。

　その広い部屋の床には、怪け我がをしたＮＣＴ研究所の職員だけでなく、様々な機材や遺産が運び込まれている。短時間で持ち出し不可能なＥランク以下の遺産は破は壊かいし、移動が比較的容易な遺産はすべて、この部屋に移した。

　普ふ段だんはここで由宇は体を動かしている。思いついたように実験をするときもあった。

　彼女はしばしば無む茶ちやをした。己の体を限界以上に動かすことは、まれではない。もともと血管が丈夫でない由宇は、毛細血管を破裂させ吐血することさえある。

　彼女の肉体の限界を超えた行動は、一種の自傷行為と診察する精神科医もいる。

　ここで初めて坂さか上がみ闘とう真まと峰みね島しま由宇は出会った。聴ちよう覚かくを狂わせるために流していた音楽に強化ガラスを破壊する共有振動数を含ませ、由宇が脱走を図ったのだ。数十人の銃を持った警備の追っ手を逃れ、彼女はあと一歩というところまで逃走し、闘真の腕の中で気を失った。

「あれから二ヶ月近くたったのか」

　それが長いのか短いのか伊達には判断がつかない。しかし十年間、幽閉されていた由宇にとって、この二ヶ月間はじつに変化に富んだものだった。人並みはずれた知性こそ有しているが、とても幼い部分を残してもいる彼女にとって、心理面の変化は予想を上回るものだったのではないか。中でも坂上闘真の存在は、想像を超えた大きな存在なのだろう。

　小さなコンテナには遺産のランクとナンバーが記されている。Ｅ─００３１７、フリクション・キャンセル、摩ま擦さつ係数を限りなくゼロに近づける遺産は、由宇がストラディバリウスを欲したときの交換条件だった。

　Ｄ─０００５２の霧む斬ざんは、あらゆるものを粉砕する。Ｂ─０００１９のゲノム・リモデルは小さい。小さな記録メモリの中に入っており、サンプルはない。

　多種多様の遺産の中で、一ひと際きわ異彩を放つものがある。

　Ａ─０２００５。それにまだ名称はない。中には保存液にひたされた半分の脳が入っている。かつて木き梨なしだった変異体のものだ。ＬＡＦＩの中から生まれた意志を持った生命体でもある。リニアエクスプレスの施設で闘とう真まが斬きったものを、監視員だった萩はぎ原わらが回収し保存してあるものだ。

　伊だ達ては部屋に運ばれた重要遺産の数々を見渡す。それはきちんと整理されているにも関かかわらず、統一性がなく、気ままに発明を繰くり返しては放り出す、マッドサイエンティスト峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを象徴するようだ。

　──ミスター・伊達。世界を我わが手に握った気分はどう？

　アリシアとの最初の会談で己に向けられた言葉を、伊達は否定した。確かに、ここにあるものを使えば世界を激変させられるかもしれない。だが世界を我が手になどという言葉は幻想にしかすぎない。そもそも伊達は、世界などという曖あい昧まいな概がい念ねんを持ってはいなかった。

　しかし──たった一人、峰島勇次郎だけは、世界を我が手にしようとしているのではないかと、伊達は思った。どのような手段によってかは解わからない。だが峰島勇次郎ならば、支配という概念さえも超越した、異質なものだろうと思う。

　由ゆ宇うがこの部屋で何を思い、何を感じていたのか、伊達には想像することしかできない。どのような想像をしても見当違いだろうが、何を見つめ続けていたのかは解った気がする。

「どうしました？　やはり傷が痛みますか？」

　岸きし田だ博士の声が、伊達を現実に戻した。

「いや、考え事をしていただけだ」

　伊達はふとずっと疑問に思っていたことを、岸田博士に問うてみることにした。海かい星せいの侵攻が明らかになるにつれ、伊達には不可解な点も明確に見えてきたからだ。







「確かに伊達さんの言うとおりですね」

　モニターに表示されたサタンの侵入経路を見て、岸田博士は唸うなる。

「海星はこのＮＣＴ研究所の構造に詳しい。そうとしか思えないのだが」

　伊達の言葉に岸田博士はなかなか同意しない。異議があるというよりも、認めたくないという気持ちがある。

　ＡＤＥＭにかかわる人間が例外なく脳に施されるブレインプロテクトとは、機密を外部に漏らさないための完かん璧ぺきな意識操作だ。

「伊達さんはブレインプロテクトが破られたと言うのですか？」

「いや、そうは思わない。黒くろ川かわはこの場所を知るために、あんなに回りくどいことをしていた。もし破られたのなら、そのような面倒な手間をかける必要はない」

「しかしブレインプロテクトを破らない限り、ＮＣＴ研究所の構造は解わかりませんよ？　いえ、そもそもブレインプロテクトを破ることだって不可能に近い」

　岸きし田だ博士はブレインプロテクトに絶対の信しん頼らいを置いている。伊だ達てもそこに異議はなかった。完かん璧ぺきな機密を可能にする遺産技術。しかしだからこそ、綻ほころびが生まれるのではないか。

　ブレインプロテクトを施された兵士から情報を引き出そうとして、マモンは失敗している。ブレインプロテクトはリーディング能力も封殺したことは実証されていた。

　岸田博士の主張は正しい。しかし伊達の心の中には、ある種の不安がずっとくすぶっている。

　何か落とし穴があるのではないか。見落としがあるのではないか。芽生えた不安は消えるどころか、ますます膨ふくれ上がる。

「ＮＣＴ研究所の場所を知らないはずなのに、内部への潜せん入にゆうは速やかだ。由ゆ宇うの存在も知っていた。黒くろ川かわは完璧ではないが、ＮＣＴ研究所の知識の欠片かけらを持っていると考えていい」

「考えすぎ、ということはないですか？　サタンは偶然最短距離を来た。そう考えるのが妥当だと思います。防壁ゲートに使用されている金属の情報は持っていなかったようですし」

「だといいのだが」

　何かを見落としている。しかしそれがなんなのか伊達には解らない。何かが頭に引っかかる。きっと自分はヒントになりそうなものを既すでに見ている。伊達にはその確信だけはあった。しかし何がどのような意味を持つのか、まだ解らない。いまばかりは由宇の頭脳を借りたいと思った。







　伊達と岸田の会話を中断させたのは、部下の緊きん迫ぱくした声だ。

「伊達司令、来ていただけますか？　大変なことが」

　職員の一人が青ざめた顔で、近寄ってきた。

「何かあったのか？」

「はい」

　伊達は案内されるままに歩いていく。案内されたのはいくつものエレベーターのドアが並ぶホールだ。しかし通常、ここが使われることはない。

　地上までの直通エレベーター。独立した電源とガス圧によって、高速に昇降する緊急脱出用のエレベーターである。

　伊達が職員達たちを脱出させる最後の頼たのみの綱にしていたものだ。

「どうかしたのか？」

「残念ですが使えなくなりました」

　高速で射出されたエレベーターの箱にブレーキはない。地上にたどり着いたエレベーターはそのまま外に向かって飛び出す。地上３００メートルまで上昇してようやく勢いを失い、パラシュートを広げて落下する。エレベーターというよりもロケットに近い。

「これを見てください」

　エレベーター内部はシートベルトつきの椅い子すが並んでいる。射出時のＧのため立っているのが危険なためだ。その椅子の一部が溶けていた。エレベーターの天てん井じようも溶けて穴が開いていた。

「どこからか、高熱で溶けたものがエレベーターに流れてきたようです。これでは使い物になりません」

「全部か？」

「八台中六台は使用不能です。残り一台はフィフティフィフティ。完全に無事なのは一台だけです。十八人分の席しかありません。Ｇの危険性を無視して乗せたとしても、二十五人が限界です」

「解わかった。このことは、まだ誰だれにも言うな」

　砕かれた最後の脱出経路を前にして、伊だ達ては厳しい声を出した。

　そして足早に由ゆ宇うが研究所として使っている部屋に戻る。

「岸きし田だ博士」

　硬い声で呼ぶと、心配そうな顔をした岸田博士が駆け寄ってきた。

「何かありましたか？」

「脱出用のエレベーターが使えなくなった。……そう悲観した顔をしてくれるな。もともとあれで脱出して外に出ても、敵に発見される危険性は高い。ついてきてくれ」

　伊達が向かう先を見て、岸田はどこに行こうとしているのかを察する。伊達の真意に気づいた岸田の顔色が変わった。

　伊達は簡単な仕切りを横切り、部屋の隅にある60センチ四方程度の箱を手に取る。Ｄ─９９９９９とナンバリングされた遺産を保管するケースだ。同レベルの遺産のケースと比べて、厳重に密閉されている。

「伊達さん、それは……」

「すまない。いざという時はこれを使わせてもらう」

　伊達は絞り出すように詫わびる。いざという時とは、ＬＡＦＩを奪われそうになった時──峰みね島しま由宇の知識の解読技術が敵に渡ったときか。伊達の覚悟の表情を見て、岸田博士は小さく息をつき、伊達の肩を叩たたいた。

「謝るのは私のほうです。辛つらい決断を先にあなたにさせてしまった。ＮＣＴ研究所所長として、唯一、特級権限を持つ者として、私がもっと早くに進言するべきでしたのに」

　暗い部屋の片隅で、二人は周囲に人がいないことを確かめる。他ほかの職員達たちと伊達と岸田を区切るのは、Ｄ─９９９９９とナンバリングされたケースを囲むための簡単なパーテイション一枚だ。通常の保管場所に比べるべくもない、雑な扱いといっていいだろう。だが今、その空間の中は、重く暗い空気で満たされている。

　先に一歩を踏ふみ出したのは岸きし田だだった。

「やりましょう」

　二人はケースの前に立ち、決められた手順どおりに黙もく々もくと指紋認証と声紋認証の手続きをした。最後にそれぞれが十桁けたのパスワードを入力する。

　箱が開くと、中から直径30センチ、高さ40センチの円筒形の透明な物体が現われた。中は緑色の液体で満たされ、上部にはデジタル表示のカウンターといくつかのキーがついている。

「これで充分か？」

「はい。この地下施設を吹き飛ばすには充分すぎるほどの威力を持っています。ＬＡＦＩを含む重要遺産は確実に破は壊かいされるでしょう」

　伊だ達てはしばし、無言になる。これを使えば自分達たちだけではなく、同時に救出作戦を展開しているはずのＡＤＥＭの残った部下達をも、巻き込んでしまうだろう。

「これを使うのは本当に最後の最後だ。君達には本当にすまないが」

「ＮＣＴの職員も、ＡＤＥＭの誰だれも、あなたを責めますまい」

　その言葉のあと、すぐに岸田は首を横に振って訂正した。

「いえ、あなた一人の決断ではない。私も同意しました。決断するというのは、大変なことです。迷ったとき、これでいいのかと疑問に思うとき。私はそのためのツーロック方式だと思っています。誰もあなただけに罪を着せたりはしません」

　岸田は、しばらく緑色の液体が入った爆薬を見ていたが、何かを思いついたようにポツリとつぶやく。

「まるでこれは、大口径の弾丸ですな。そう、我々が我々を撃うち抜くための」

「……」

「由ゆ宇う君は、何かにつけてよく言っていました。自分を殺すときがあったら、大口径の銃を使え。鎖くさりに繋つないだまま目隠しも口くち枷かせもとってはならない。頭をつかみ、目をそらさず、躊ちゆう躇ちよなく撃ちぬけ。そして確実に脳を破壊しろ、と」

　伊達も言われたことがある。三年ほど前か。それはどこか、できるならやってみろとでも言いたげな、小こ馬ば鹿かにしたような口調だった。まだ今のような由宇に対する認識を持つ前だ。

「人は、己の腕に抱えられる以上のものを持つべきではないと、つくづく思いますなあ」

　周囲の遺産を見、伊達を見、最後にガラスの天てん井じようを見上げ、岸田は言った。

「第二防壁が突破されるのも時間の問題でしょう。破られれば残りは最終防壁だけですか」

「ああ。ガラスの天井から敵に見下ろされることになる」

　伊達も天井を見る。しかし意識はさらにその上にあった。

　ＮＣＴ研究所は今、遺産を欲するもの達に攻め込まれている。それはある意味、とても理解できる感覚だった。

　しかし黒くろ川かわは、遺産を欲する者は、この部屋の主あるじを永遠に理解できないだろう。

　伊だ達てが抱く由ゆ宇うのイメージは、冷たい部屋の隅で膝ひざを抱えてうずくまっている姿だ。それはここに運ばれて間もない頃ころのもので、もう既すでにその面影はない。しかしその印象が深く伊達に定着している。いまなお由宇の本質が変わっていないからだ。

「由宇君は……由宇君は、これほどのものを、いや、これ以上のものを、ずっと一人で抱えたまま、たった一人で戦っていたのですな……」

　ガラスの天てん井じようから、再び伊達に視線を戻した岸きし田だは、ふう、とどこか芝居がかったため息をついて笑う。

「それに比べ、我々はなんと情けないことか。大の男が二人揃そろって震ふるえている。こんな姿をあの子には見せられませんよ」

「とっくに見透かされているさ。あの娘には」

　伊達がつぶやくと、

「……ああ、そうですね、由宇君なら」

　岸田も小さく同意した。

「個人的な感情を申し上げれば、正直、私達たちが今後どのような結果をむかえても、由宇君にはここに戻ってきて欲しくはないのです」

　伊達は黙だまって聞いている。岸田はパーテイションで区切られた薄うす暗ぐらい区画を出、由宇の暮らした空間を見渡し、ストラディバリウスに目をとめた。

「ですが、私はこうも思っています。ここを無事に守りきれれば、あの子はみずから、ここに戻ってくるのではないかと」

　伊達も同じように由宇のヴァイオリンを見る。挟まれたメモの数式は、途切れたまま残されていた。
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　白はく濁だくした意識はなかなかクリアにならなかった。聞こえてくる音も鼻び腔こうをくすぐる匂においも、感じるまでに至らない。まるで自分の五感でないかのような錯さつ覚かくに陥いるが、それもしかたない。朝あさ倉くら小さ夜よ子こは、長時間、ＬＡＦＩファーストに精神を同調させていた。その時間は実に三十六時間。由宇のシンクロ時間を軽く超える。

「どこ？」

　舌の感触も声も違和感を覚える。

　──あの人の言ったとおりだ。

　ＬＡＦＩの中ですごした時間があまりにも長すぎたため、ＬＡＦＩの擬ぎ似じ的てきな五感に脳が慣れてしまった、その弊害だ。今度は本物の五感に脳が慣れる必要がある。

　しかし何よりも小夜子を悲しませたのは、視覚を失ってしまったことだ。擬ぎ似じ的てきとはいえ、ＬＡＦＩの世界には小さ夜よ子こに視覚の刺激があった。脳裏にはＬＡＦＩファーストの支配者、風かざ間ま遼りようの姿がまざまざと蘇よみがえる。

「朝あさ倉くらさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　心配そうにそばでささやく声がした。懐なつかしさと安心感を感じる声なのに名前をすぐには思い出せなかった。記き憶おくがうまく繋つながらない。

「あ、あの……星ほし野のさん？」

　ようやく繋がった記憶が、一人の男性の名を導き出す。弧こ石せき島とうで知り合った元自衛隊員だ。いまは縁あって小夜子と同じようにＡＤＥＭに所属し、ＬＣ部隊に名を連ねている。つい先日、挨あい拶さつと軽いおしゃべりを楽しんだばかりだ。

「そうです、星野です。ああ、よかった。もう二度と目覚めないんじゃないかと思いましたよ」

　星野の声からは、本当に心配し安あん堵どしてくれる様子が伝わってきた。弧石島で星野は敵を前にし震ふるえながらもしかし、命をかけて自分の前に立ちはだかってくれた恩人だ。

　目覚めた時にいてくれたのが信しん頼らいでき、自分と同じ境遇の星野で良かったと思った。きっと、小夜子の無事を喜び、微笑ほほえんでくれているのだろう。

　だが、電子の中で視覚を取り戻してしまった小夜子は、その星野の笑顔が見られないことが悲しい。

「ど、どうしたんですか、朝倉さん！　どこか痛いんですか？　すぐにお医者さんを……」

　盲目の瞳ひとみから涙を流す小夜子を見て、星野が慌てて非常ボタンを押そうとする。

「違います、ごめんなさい、星野さん、違います。どこも痛くありません。大丈夫、大丈夫ですから……」

　星野の腕を押しとどめながら、小夜子は首を横に振り、ただぽろぽろと涙をこぼし続けた。
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　夜明けより二時間前。

　普ふ段だんは息を潜ひそめたように静かな夜の森は、怒声に近い喧けん噪そうと照明車の明かりによって、一変していた。

「荷物の積み込みを急げ！　残された時間はないぞ」

「使えるものは全部積み込め、弾薬一つ残すな！」

　指示棒のライトを振り回し叫ぶ者。荷物を抱えトラックに積み込む者。周囲を警戒する者。ＡＤＥＭの仮設司令部として使用された場所で、皆は最後の仕事に取り掛かっている。

　トラックやコンテナの中で、ひときわ異彩を放っているのが、森の木々より頭一つ飛びぬけている巨大なダンプカー、ＴＩＴＡＮだ。

　越こし塚づかはＴＩＴＡＮの手入れに余念がない。

　あきらや萌もえも荷物の運び出しを手伝い、仮設司令部の中は時間とともに何もない空間が目立つようになった。

　書類を片手に進行状況を把握し指示を出す八や代しろのところに、アリシアがやってくる。

「ハイ、八代」

「あれ、運転手じゃないんだね。どういう風の吹き回し？」

「慣用句は慣れてないから、できれば避さけて欲しいわ。なんとなく意味は察することができるけど」

　アリシアはＬＣ部隊が着る戦せん闘とう服ふくに着替えている。服装が皆と同じになると逆に、流れるようなブロンドの長い髪がよく目立った。

「オーケー。君の達者な日本語を聞いていると、つい日本語がネイティブだと思ってしまう。発音が完かん璧ぺきなのは、やっぱり耳がいいからかな？」

　八代は笑って書類を持った手を振ると、ついでのように指示を出す。

「今回は米軍の力は必要ないのね？」

「厚意だけもらっておくよ。ラプターまで借してもらっちゃったし今回は僕達たちだけでやる」

「数千の兵士相手に、たった五十名足らずで？　第二次世界大戦のパイロットみたいに、戦う気？」

「はは。あいにく神風になるつもりはないな」

「でもそういわれても仕方のない戦力差よ。敵は人数だけでなく、兵器も充実しているわ。米軍の力を借りれば、勝利する可能性は飛ひ躍やく的てきに向上するはずよ」

「勝てばいいって戦いじゃないから」

「米軍にＮＣＴ研究所を知られたくないのね」

　アリシアは微笑ほほえむ。彼女は八代が断ると知って聞いていた。いまは単なる言葉のやり取りの楽しみであり、本題に入る前の準備運動だ。アリシアは少し迷って、もう少し寄り道を楽しむことにする。

「私には教えていいのかしら？」

「ブレインプロテクトがあるからね。君は誰だれにも話せないし、案内もできない」

　アリシアは少しばかり唇をまげて、

「やっかいな技術ね」

　と指でこめかみを叩たたく。

「ＡＤＥＭ自慢の技術さ。いや峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうかな」

「穴がありそうだけど、十年以上秘密は守られてきたものね」

「運にも恵まれたよ」

「運だけでは、真まな目め家けという世界最高の情報屋の目をかいくぐることはできないわ。それと欧米人相手に、その日本人特有の謙けん遜そんはあまり感心しないわね。場合によっては、相手を侮辱したことになる」

「ありがとう、気をつけるよ」

　それから八や代しろはしばらく状況の監視と指示に専念する。アリシアはしばらく何をするでも何を話しかけるでもなく、八代のかたわらにただ立っていた。

「僕個人に聞きたいことかな？」

　作業が終盤に差し掛かった頃ころ、八代は唐突に尋ねた。

「ええ、いいかしら？」

「なんとなく、嫌だって答えたくなるような質問だって気がするよ」

　書類で頭を掻かきながら、八代は笑って質問を促した。

「八代って、あの八代かしら？」

「ああ、やっぱり嫌な質問だ」

　八代は軽けい薄はくに笑う。それが答えだった。

「僕からも聞いていい？」

　アリシアの返事を待たずに、八代は勝手に話す。

「君はハートのクイーンかと思ってたんだけどさ、もしかしてスペードのエースなのかな」

「私は質問に答えるどころか、聞くとも言ってないけれど？」

　対し、アリシアは目を細め、眼鏡を指でくいと直す。それが答えだった。

　アリシアはもう用は済んだとばかりに、背を向けてその場を去ろうとする。

「アリー、一つ頼たのみがあるんだけど」

「何かしら？」

　振り返ったアリシアの顔はやや不機嫌だ。

「この数日間、ＡＤＥＭは前ぜん代だい未み聞もんの危機だった。現在進行形でね。でも同時に楽しいと思える一面もあった。環たまき君も同じ気持ちだ。口にはしないけど」

「それで？」

「君も同じ気持ちだって思うのは、うぬぼれすぎかな？」

「私が今、このＬＣ部隊の服を着ているのは私自身の安全のためよ。安易な仲間意識は、期待しないでもらいたいわ」

「解わかってる。僕の頼みはそんなことじゃない。ただ僕達たちがそう思ってることを忘れないでくれってことだよ」

　アリシアの沈ちん黙もくは何を意味するのだろう。一分か二分、彼女のブルーの瞳ひとみは八代から揺らぐことはなかった。

「あなたってとても残酷な願い事が好きなのね。性格悪いわよ」

「そうかな？」

「ええ」

　緊きん張ちよう感かんが二人の間に生まれる。

「ちょっと二人とも、なにサボってんの。ちゃきちゃき動いてよね！」

　それを解き放ったのは、横から突然現われたあきらの怒った声だ。

「みんなが汗水流して働いてるって言うのに、ここでダベり？　ああ、あたしだってサボりたい！」

　最後に本音を叫び、あきらは腕を振り回す。気勢をそがれた二人はそのまま距離を置く。

「じゃあ、さっきの話忘れないでよ」

　軽けい薄はくな笑顔と軽い口調と軽やかな足どりで、八や代しろは現場の指示に戻った。その背をアリシアが見送っていると、横からあきらが袖そでを引っ張る。

「ねえ、ひょっとしてもしかして、そうなの？」

　とらえどころのないあきらの質問に、アリシアはなんと答えていいのか解わからない。八代とは別の意味で返答に困る相手だ。

「何を言ってるの？」

　腹芸はなしで、あきらに問う。

「確かに若くて天てん真しん爛らん漫まん、かもしれないけど……あんたの趣しゆ味みに文句つけるつもりはないんだけど、あれはやめたほうがいいよ。うん、マジで」

「え？　どういうこと？」

　やはり意図が汲くみ取れない。

「だから、男の趣味が悪いってこと。若いったってもう二十七だし、天真爛漫に見えるのは緊張感ってネジが緩ゆるんでるどころかもともとないだけ。そりゃ真しん治じさんと違って、仕事以外にも精力的だよ？　でも趣味知ってる？　勤務明けの深夜テレビの通販で変なもの買うとか、食玩、って、ああ、これはつまり、子供用のお菓子のおまけ集めたりとか、しょーもないものばっかり。あいつが一回だけ書いた始末書の内容教えてあげるよ。ＡＤＥＭの黒塗りの公用車のボンネットの上で目玉焼き焼いたんだよ!?　信じられる？　テレビ通販のワックスの宣伝が本当かどうか試してみたかったって理由で！」

　アリシアの表情が、これ以上にないほど間抜けになる。

「いいとこもちょっとはあるよ、仕事も実は少しはできるかも。でも、やめといたほうがいいって！　せっかく美人に生まれたのに何が悲しくて……」

「まったく、あなたって人は……」

　あきらの肩を叩たたきながら、アリシアは笑うしかなかった。

[image: ]

「これじゃ忘れられないじゃない」

「え、そんなに思いつめてたの？　でも駄だ目めだって。あいつはやめたほうがいいって」

　あきらの勘違いがおかしくてしかたない。こんな非常時だというのに、笑いが止まらなかった。けれど同時に、切ないものがこみあげるのも止まらなかった。

　これを思い出にしなければならないことが、今はとても悲しい。
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　麻ま耶やが淹いれたお茶を、ルシフェルはゆっくりとすする。かれこれ一時間以上、ルシフェルは麻耶に茶を催促しては舌した鼓つづみを打っていた。

「うまいのう。いや、これはうまい」

　縁側で座っているのが似合いそうな言動だ。すぐに本題に切り込んでくると思っていた麻耶は、少々拍子抜けした気持ちで、ルシフェルを見る。

　──この老人が、勝かつ司しにあそこまで言わしめた人だなんて……。

　ルシフェルは湯飲みを静かに置く。

「うまいお茶であった。このような飲み物をいつでも飲めるこの国は、平和じゃのう」

　ルシフェルの舌戦は緩ゆるやかに始まる。

「わしの国は貧しくてな。文字通り泥をすすって日々を生きながらえた。それでも貧しいだけなら、救われたわ。つねに戦火にあった。海外からの援助もままならない場所も多くてな。年に何十万という人間が飢えと戦争で死ぬ。大国の思惑に挟まれてぼろぼろになり、はてには地図の上から消えてしまったよ」

「それで西の方に流れたのですね。そこで同じように苦しむ人々を見た。いまなお続いている苦しみを見てしまった」

「そうじゃ。七つの大罪という、義勇軍めいたものを作っても戦地にもたらす影えい響きようは、木の葉の落とす波紋程度のものじゃ。英雄と讃たたえられ、多くの人がわしらの力を欲した。しかしほとんどは無む駄だに終わったわい」

　老人は寂しげに、お茶をすする。

「そんなことはありませんわ。七つの大罪の働きにより、多くの人が助けられたと聞きます。いえ、実際に助けられています」

「それは真まな目め家けの情報かのう」

　老人は肩で一度だけ笑う。

「だとしたら、真目家もたいしたことはないのう」

「いいえ。現に数十万の人が救われたという……」

「その何十倍が死んだか、知っておるか？」

　麻ま耶やは言葉につまる。老人が欲しいのは勲章ではない。救いだ。

「なぜそのような争いが起こるか、知っているかね？」

「石油です。あなたの国やその隣りん国ごくに眠っている石油を巡っての争いです。だからあなた達たち七つの大罪は、黒くろ川かわと組んだのではないですか？　遺産の中にあるかもしれない放射能の危険性を下げる技術。放射能汚染の心配がなくなれば原子力の需要も上がり、石油の価値が下がります。そうなれば石油の利権を巡った争いも、少しは静まると、そう考えたのではないですか？」

「わしはそこまで楽観しておらんよ」

「なぜですか？」

「日本は世界で三番目に、原子力発電所を持つ国じゃ。違うか？」

「はい、間違いありませんわ。アメリカ、フランスに続いて三番目です」

「うむ、では情報に秀ひいでた真目家のお嬢じようさんに問おう。それだけ原子力発電所がある国の、石油の消費量は世界で何番目か？」

　麻耶は目をつむる。老人は知っている。原子力の力が幻想でしかないことを。

「アメリカ、中国に続いて、世界で三番目です」

「そう、原子力と石油は必ずしも密接した関係にはない。石油はエネルギー資源としてだけでなく、工業資源としても使われるからのう。石油の利権争いを収めるためには、結局のところ、原子力だけでは足りぬ。風力、火力、石炭、ガス、太陽熱、あらゆるものを用いたとしても、石油の消費量が激減することはない。確かに安全な原子力が開発されれば石油の需要を下げるじゃろう。争いも多少は沈静化するかもしれぬ。しかしそれでも多くの人間の命が、己が利益のために争う愚か者の犠ぎ牲せいになるには変わりない！」

　老人の気迫に麻耶は気け圧おされる。先ほどまでの好こう々こう爺やとした姿とはまるで打って変わっていた。

「では、どうして海かい星せいに、黒くろ川かわに協力するのですか!?」

　ルシフェルはふっと気迫を緩ゆるめた。気け圧おされまいと踏ふん張っていた麻ま耶やが、思わず前のめりになってしまうほどだ。

「それでもなお、わずかな希望にすがっておるからじゃよ」

　寂しげに疲れたように老人はつぶやく。

「お嬢じようさんの理ことわりとは、まさしくいま話したことではないのかね？　放射能除去で原子力の需要を上げたところで、中東の争いは絶えないと、そう言いたかったんではないかね？」

　麻耶は答えない。その通りだったからだ。

「それは充分に承知しておる。しかし、すべて予測通りに進むとは限らぬ。わしは百年以上生きながらえ、あらゆる試みをした。しかし多くは無む駄だに終わった」

　ルシフェルは立ち上がる。

「お嬢さん、最初に言いましたな。わしを理をもって退けると。無駄じゃ。そして過大評価じゃ。わしは理で動いておらぬ。聞いての通り、醜みにくい感情に突き動かされた愚か者よ。笑いなされ。そしてあきらめなされ」

　ルシフェルは両手のひらを軽く打ち鳴らす。それだけで部屋全体が振動するほどの音が鳴り響ひびいた。間近で聞いた麻耶は気が遠くなり、気を失いかけた。

「止めても無駄じゃ。わしはあの娘を殺す。世界が揺らぐかもしれぬなら、愚かしくすがろう。それにこれは黒川との盟約なのだ。いざ」

　ベッドに横たわる由ゆ宇うに歩み寄るルシフェル。その前を麻耶が両手を広げて立ちふさがる。

「お嬢さんや、わしを止められるとお思いか？」

「止められます。いえ、止めてみせます」

　固い意志を乗せて、麻耶はルシフェルを見る。

「そこをどきなされ。おまえさんはいい娘じゃ。手荒なまねはしたくない」

「いいえ。私はまだ自分の話を一つもしていません」

「言ったであろう。わしは理では動かぬ」

「そうかもしれません。でも話の解わからない人ではないはずです。お願いです。私の話を聞いてください。どうか、お願い」

　頬ほおが熱い。いつのまにか涙が流れていた。なぜ自分が泣いているのか麻耶自身にも解らない。

「すまんのう。わしは頑固なわからず屋だ。愚か者よ」

　ルシフェルの手が持ち上がる。麻耶をどけようとしている。

「いいえ、そんなはずありません。愚かな人が英雄と讃たたえられますか？　多くの人々から尊敬されますか？　あなたはそんな人ではない」

「違う」

「いいえ違いません。変な謙けん遜そんはやめてください。それはあなたを尊敬している人達たちを侮辱していることにもなるのですよ。私は信じています。英雄と謳うたわれた伝説の七つの大罪のルシフェルを。あなたは自分の行いを是とはしてない。おそらくは偽善、そのように思っているのでしょう。だから七つの大罪という中東ではありえないキリスト教圏の名を名乗った。違いますか？　しかし民は本物を見抜きます。たとえ異教徒の名称でも、人々はあなた達を尊敬し、受け入れたんです」

「言ったであろう。理ことわりでは動かぬ。わしは……」

「私だってそうです！」

　麻ま耶やは叫ぶ。

「もしかしたらルシフェルさん、あなたのほうが正しいかもしれない。もしかしたら黒くろ川かわが正しいかもしれない。でもそれがどんなに正しくても、私はそれを受け入れることができません。どうしてだか解わかりますか？　簡単です。とても簡単なことです。兄さんは私の大事な家族で、由ゆ宇うさんは私の大切な友人だからです！」

　ルシフェルはしばらく麻耶の目を見る。深い眼まなこに見つめられると、麻耶は気が遠くなりそうになった。気力が萎なえそうになった。しかしそれでもルシフェルの前に立ちふさがった。

　先に視線をそらしたのはルシフェルだ。

　すとんと腰を落とすと、疲れたようにため息をつき、

「まずは茶をもう一杯、いただこうかのう。話はそれからじゃ」

　そう言って寂しげに微笑ほほえむのだった。
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　巨大なものが大気を揺るがす気配がして、うたたねしていた萩はぎ原わらの意識を一気に覚かく醒せいさせた。

「な、なんだ？」

　凝ぎよう視しした夜空はいたって普通の様相をしていた。そのまま視線を下に落とすと、そこには普通ではない光景が広がっている。

　山間の切り開かれた一角は、コンクリートの建物とそれを取り囲む軍隊があった。ＮＣＴ研究所を包囲する海かい星せいの軍隊だ。

　しかし萩原はそちらは気にもとめず、再び空を見た。彼特有の危険感知能力がレッドゾーンに近づく。

「もう、慣れたけどね……」

　何もない空に感じる危険を萩原は以前にも体験している。比ひ良ら見み特別禁止区域での出来事だ。したがって、何も見えないし何も聞こえないし何も感じないが、視線を注ぐ空には巨大な飛行物体がいると確信していた。

　空を注視したまま手探りで通信機を探っていると、手に取る前にコールで呼び出された。通信機を受け取ると案の定、八や代しろからだった。

『どうだい、そっちの様子は？』

　殺意が芽生えるほどいつも通りの軽い口調だが、今はそんなことに文句を言っている場合ではなかった。

「やばいです。マジやばいです。今すぐここから逃げたいくらいやばいですよ」

『どうしたんだい、逃げたいなんて君らしくもない。いつもの、ここは任せろって最前線で獅し子し奮ふん迅じんの戦いをしている萩はぎ原わら君は、どこに行ったのかな？』

「どこの萩原ですか、それ！　そんな奴やついません！　っていうか、八代さん、本当にやばいですよ。空にまたばかでかい飛行機が来ました。最初のと合わせて、たぶん二機います」

　ハハハやっぱりねーと、この期ごに及んで笑っていられる上司は頭がおかしいのではないかと、萩原は本気で疑い始めた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　八代さん。もともと緩ゆるんでる緊きん張ちよう感かんのネジが、とうとう全部抜けたんですか？」

『なに言ってるんだよ。君だってさっきまでうとうとしてたくせに』

「え、えっ！　なんで知ってるんですか！」

　監視カメラの存在を疑って、萩原は周りを見渡す。

『あれ、本当に寝てたの？　まいったなあ、そこまで神経太いとは思わなかったよ』

　通信機を握る手を震ふるわせながら、

「……もう慣れただけです、おかげさまで」

　やっとの思いで返事をする。

『まあ、いいや。僕達たちはもう少しでそっちに到着する。これから突入。お疲れ、あとは寝なががら君はそこで見ててよ。映画みたいなシーンの連続だよ』

　軽い口調だが、その中に含まれる緊張を萩原は聞き逃さなかった。

「八代さん……」

『なんだい？』

「あの、ほら、実はやっぱり隠し玉がいっぱいあるんですよね？　三級になったばっかの俺おれなんかには知らされてない、とてつもなくすっごい武器とか、こんなＰランクとは比べ物にならない……」

『ないよ？』

　八代の返事はどこまでも軽い。

『あるわけないでしょ、そんな都合よく。僕達の兵力はごくわずか。それも今は、限定ＢとＣが二つと、遺産とは呼べないランクのものがあるだけ。スーパーＡランクの超兵器や、世界最高峰の頭脳や、無敵の小刀なんてものは、僕達にはない。それでフリーダムと七つの大罪に立ち向かう。いやー、これで勝ったらカッコイイよね、僕達たち』

「そんな……」

　萩はぎ原わらはＮＣＴ研究所のまわりに展開されている兵力をあらためて観察した。確認できたのは希望など欠片かけらもない戦力差だ。

『君の任務はそこで一切を見守ること。そして生き残ることだ。解わかったね？』

「え？　あ、はい、解り……って、えっと、あの、八や代しろさん!?　嫌ですよ！　僕は絶対、ＮＣＴ研究所の陥落なんて見たくないし、フリーダムが勝って飛び去るバッドエンドなんてホントにマジで嫌ですからね！　そんなの見せられたら、エンドロールにポップコーン投げつけて帰りますよ、俺おれは！」

『君の映画の趣しゆ味みは解ってるって。まかせといてよ。スタンディングオベーションさせてやるから』

「ブラボーって言わせてくださいよ。また転職なんて嫌ですよ。だって、俺、いっつも文句ばっかり言ってるけど、俺、本当は……」

『ストーップ、萩原君。いくら本当は僕のことを尊敬してても、それ以上言っちゃダメだよ。部下からその手の言葉を告られるって、映画だと思いっきり死ぬパターンじゃない？』

「別に誰だれも八代さんを尊敬してるとか言おうとしてないし、ありえないですから」

『……厳しいな。それより萩原君、君に最後の頼たのみがある』

「わざとらしく最後だなんてつけないでいいですよ」

『あ、そう？　じゃあ遠えん慮りよなく。今、君のＰＤＡに僕達の位置を送ったから、確認してみてくれる？』

　ＮＣＴ研究所の周辺の地図を確認して、萩原はゴクリと喉のどを鳴らした。八代達は本当にそばまで来ている。

『突入のタイミング、頼んだよ』

「え？」

　聞いたことのないほど真ま面じ目めな上司の声に、萩原は、一いつ瞬しゆん何を言われたのか解らない。

『全景見えてんのこっちじゃ君だけ。頼むよ。君の勘でいい』

　戦局を左右しかねない大役を、八代は真面目な声で頼んできた。萩原はＰＤＡと海かい星せいの軍勢を見比べて覚悟を決めた。

「解りました、任せてください」

『うん、その頼もしいひと言が聞きたかった』

　通信機の向こうで、八代がうなずくのが解る。

　決戦の時は近い。
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「うああああああああああっ！」

　医務室から悲鳴が途絶えなくなってから、八時間以上が経過した。ベッドの上では小さな体が、転げまわっている。

「体を押さえろ。このままでは危ない」

　医師達たちがベッドに横たわっている細い体を押さえつけるが、その体格からは想像もできないほどに強い力で医師達をはねのけた。

「あっあっあっ、あああ、がっ」

　喉のどが枯れてもなお、苦痛の声は止まらない。

「あ、あの女、なんて頭の中してるんだ。普通じゃない。普通じゃない。普通じゃない」

　四肢を痙けい攣れんさせ、うわごとのようにつぶやくのは、七つの大罪の一人であるマモンだ。

「ずっとこの調子か？」

　部屋に入ってきたのは、険しい顔をした黒くろ川かわだ。

「苦しい、苦しい、苦しいよ。助けて、助けて、助けてっ！」

　マモンは黒川の胸倉にしがみつくようにつかみかかり、苦痛に歪ゆがんだ顔を近づける。異様に大きく開いた両眼が、不気味であった。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　胸倉をつかまれたまま、マモンを見下ろす。

「脳の温度が異常です。峰みね島しま由ゆ宇うの記き憶おくをすべて読み取ってから、ずっとこの状態です」

「命に別状はないだろうな。いや、脳の記憶に異常はないだろうな？　いま記憶が失われては困る」

「判断しかねます。これほど脳に負担がかかるとは、我々も予想外でした。眼球が少しせり出しているでしょう。これは脳が腫はれているんです。しかし、それも徐々に収まってはきています」

　脳が腫れる。聞き慣れない言葉に、黒川はほお、と声にはならない程度の驚おどろきを口にする。

「あと二時間で動けるようにしろ。ＮＣＴ研究所の占拠も間近だ。あの娘から取り出した暗号化された記憶も、スフィアラボにあるＬＡＦＩさえ使えば、どうにでもなる」

　いくつかの綻ほころびこそあったが、計画はほぼ順調に進んでいる。ただ由宇の命を奪えなかったことは、大きな不安材料ではあるが予想の範囲内だ。それにあの体では解げ毒どくが間に合ったとしても、生死の境目を一週間以上は、さまようことになるだろう。

　黒川が医務室を出ると、待ち構えていたように副官の福ふく田だと出くわした。

「ここでしたか。探しました」

　とがめるような眼まな差ざしで、福ふく田だが歩み寄ってくる。

「何かあったのか？」

「フリーダム三号機から送られてきた映像です。ご覧になられますか？」

　福田の手には何枚かの写真があった。どれもが室内の写真だが、状況は異常だ。床や壁、電子機器と思われる機材がことごとく融ゆう解かいしていた。七つの大罪の一人、サタンの高熱能力によるものだ。数千度の高熱だけでなくマイナス二百度という超低温まで自在に操る。

「溶けていてよく解わからないが、通信施設か何かか？」

　半ば形を失った機器を見て、黒くろ川かわは勘に近い言葉を口にした。

「はい。我々の調査の手から免れていた通信施設です。どうやらＮＣＴ研究所の建築時に使用されていたもののようです。正式な設備ではないので、記録に残っていませんでした」

「それが使われていたと？」

「はい。状況から判断するに、サタンと入れ違うように逃げ出したようです」

「何分前だ？」

「六時間前です」

「報告が遅いな。しかしそれも仕方ないか」

　サタンの通った後は冷却が済むまで通れない。地下施設でもともと電波を阻害する材質が多いため、通信機も使えない。

「それと報告がもう一つ」

「なんだ？」

「最終防壁の前にたどり着きました。現在、急ピッチで突破中です」

　ＮＣＴ研究所の陥落はもう目の前だ。しかしその気持ちに水を差す声が聞こえた。

　いつのまにかマモンの悲鳴はやんでいた。代わりに聞こえてきたのは笑い声だ。

「ふふふふふ、あははははは。そうか、そうなんだ。やっと僕の出番だね。やってやる。やってやるともさ。さあ、僕が主役の物語の開幕だ」

　血走った両眼を大きく見開き、マモンはいつまでも笑い続けた。
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　麻ま耶やは高ぶった気持ちを落ち着けるために、お茶を飲んだ。向かいではルシフェルが同じように、しかし落ち着いた様子でお茶を味わっている。

　どれだけ時間が流れたか。

「由ゆ宇うさんは、ずっと戦ってきました」

　いつのまにか麻耶は自分が喋しやべっていたことに驚おどろく。しかし最初のひと言が出ると、自分が何を思い、何を言い、何を伝えるべきなのか理解した。

「彼女の身の上を知っていますか？」

「おおまかにはの。ＮＣＴとやらの研究所に十年間閉じこめられていたのじゃろう」

「はい。でもそれは彼女の本質ではありません」

「先ほど、戦っていたと言ったようだが？」

「はい。彼女は常に戦っています。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうと、自分の境遇と。……少し私の身の上を話していいですか？」

「うむ。聞こうかの」

　ルシフェルは真しん摯しに麻ま耶やの言葉に耳を傾けている。

「私の父はとても酷ひどい人です。真まな目め家けの繁はん栄えいのためなら、己の欲のためなら、どんな非道もやってのける、そういう人です。私も、そしてそこに眠っている兄も、その犠ぎ牲せい者しやと言っていいでしょう。それでも私はお父様を憎みきることができません。それが親と子なのだと思います」

　ルシフェルはじっと麻耶を見つめている。

「由ゆ宇うさんもきっと同じだと思います。マッドサイエンティストとして人々に忌いみ嫌われようと、彼女の父であることには変わりありません。そのことで彼女は苦しんでいます。それでも由宇さんは、遺産が引き起こす犯罪と戦い、自分の境遇と戦い、峰島勇次郎と戦います。その果てに誰だれの賛辞がないと解わかっていても。それがどれだけ辛つらく苦しい戦いでも。地下の底でどれほどの孤独を抱えていても。彼女は自分を犠ぎ牲せいにして生きています。なぜなら、それが彼女の考えた理ことわりだからです。自分を切り捨てて、この世界のための理を守るために、彼女は戦っています」

　麻耶は眠り続ける由宇に目を向けた。ルシフェルもその視線を追う。

「知ってますか？　由宇さんは遺産と戦うのに、ほとんどまったくといっていいほど、遺産を使わないんです。持っているのはコンピュータくらい。どれだけ困難な闘たたかいでも、遺産に頼たよることなく、彼女は戦ってきました」

「そうか。初めて聞いたのう」

「それが由宇さんの戦いの覚悟です。彼女の理です。黒くろ川かわのように遺産犯罪撲ぼく滅めつを謳うたいながら、遺産に頼む歪ゆがみ。それを由宇さんは良しとしない。なぜなら理から外れるからです」

「……」

「私は由宇さんを尊敬します。そこまで強い心を持ち、ずっと耐え続けてきた由宇さんを。あなたは先ほど、自分は理では動いていないと言いました。私もです。黒川も理では動いていません。なぜなら、理の道はとても困難だからです。苦しいからです。だから安易な道を選択してしまう！」

　麻耶は唇を噛かみしめる。

「でも由宇さんは違う。たとえどんな困難な道でも、苦しくても辛つらくても、理の道を選びます。自分を犠牲にして、彼女は戦っているんです！」

　胸がつまり涙が浮かぶ。

「私達たちを動かすものは、正義などではありません。ルシフェルさん、あなたがおっしゃるように、私達を突き動かすものが、醜みにくい感情でも、暗い情動でも、優しい慈愛なのだとしても！　きっとそれは、一方的な善悪の押し付け合いです。理ことわりの入る余地はない。だけど由ゆ宇うさんは違う！　由宇さんを、正しい理をつぶしてしまっていいんですか！　彼女の戦いがどれほど辛つらいか、どれほど孤独か、あなたに解わからないはずありません！」

　ルシフェルは動かない。目を大きく見開いたまま、じっと麻ま耶やを見つめていた。やがて老いた瞳ひとみは、由宇へと向けられる。

　想おもいのすべてを出し尽くした麻耶は、長い長い息を吐き、静かに時を待った。

　どれだけ時間が流れたか、麻耶には一分にも三十分にも感じられた。

「……老いるものではないな」

　疲れ切った老人の声が沈ちん黙もくを断った。枯れた微笑ほほえみがそこにあった。

「あ、あの……」

　麻耶が戸惑っていると、ルシフェルの視線は闘とう真まのベッドに向けられた。

「さて、先ほどから寝たふりをしている少年よ。安心せい。わしはこれで去る。妹さんにも、そこで寝ている娘さんにも危害を加えるつもりはない」

　麻耶は驚おどろいてうしろを見る。寝ていたと思った闘真が半身を起こした。めくれた布ふ団とんの中から、鳴なる神かみの尊みことを半ば抜いた手が見えた。

「兄さん、いつから？」

　闘真の目は油断なくルシフェルに向けられている。ルシフェルは闘真の様子に一度目を細めるだけで、視線を麻耶に戻した。

「おいしいお茶じゃった。ありがとうな」

　ルシフェルは大たい儀ぎそうに立ち上がると、なんの未練も感じさせず、背を向けた。

「お嬢じようさんや」

「は、はいっ！」

「名前、もう一度教えてくれるかのう」

「麻耶です。真まな目め麻耶」

「そうか……」

　ルシフェルは感かん慨がい深ぶかげに空を仰ぐ。

「あのお方に初めて会ってから何年になるか……。無む駄だに生きながらえたかも知れぬと後悔するところであった。麻耶さん、感謝するぞ」

　老いた背中を瞼まぶたに残し、ルシフェルは静かに去った。







　麻ま耶やはしばらくルシフェルが去った扉を見ていた。まだそこに老人の後ろ姿が残像として残っているようだ。それほどに大きな存在感を麻耶の中に残していった。

「麻耶、大だい丈じよう夫ぶ？」

　闘とう真まがそっと優しく話しかける。麻耶は肩を震ふるわせる。見れば、麻耶のよく知っている兄の姿がある。久しぶりに見る兄の優しい表情。時間だけでなく、様々な出来事が麻耶と闘真の間に横たわり、距離を作った。なのに、そこにある闘真は、以前と何も変わっていなかった。

「ほんとに、何も変わりませんのね」

　震える手をおさえるために、服を固くつかむ。それでもおさまらない。

　麻耶は今いま頃ごろになって、震えが来た。どれほどの賢人であっても、敵には違いなかった。いつ目の前で由ゆ宇うや兄が殺され、自分も殺されるのではないかという恐怖があった。それだけではない。大きな存在感は、畏い怖ふを感じさせる。

「麻耶、ありがとう」

　闘真の声は表情と同じく優しい。

「麻耶のおかげで、僕も由宇も助かった。本当にありがとう」

　麻耶の中で緊きん張ちようの糸が切れた。顔がくしゅっと歪ゆがんだ。堪こらえていた涙が、堰せきを切ったようにあふれ出した。

「兄さん、兄さん」

　麻耶は駆け寄ると、闘真にしがみついてむせび泣く。

　このときだけは年相応の少女に戻っていた。







　　　四章　ＮＣＴ攻防







　　　　　　　　１




　夜明け前。

　サタンが十二時間ぶりに、地上に上がる。するとそこに見慣れた顔があった。

「あと防壁一枚だって？　やあすごいなあ」

　海かい星せいの兵士に守られて立っているのは、この場に似つかわしくない細い体をした若者だ。中性的な容姿を、イヤリングやブレスレットなどの様々な装飾品で飾り付けている。動くたびに、装飾が金属質の音を奏かなでる。

「マモンか。俺おれの出番はここで終わりだ。あとは任せたぞ」

　高熱を自在に操るサタンだが、その影えい響きよう範はん囲いを見極めるのは難しい。とくに狭い室内ともなると、なおさらだ。細かな作業を必要とする状況ではサタンの出番はない。

「ふふ、任せてよ。さ、さ、最高に面白くしてやるから」

　綺き麗れいだが歪いびつな笑顔は、大きく見開いた瞳ひとみによってさらに異彩なものになっている。

「大だい丈じよう夫ぶか？　峰みね島しま由ゆ宇うの記き憶おくの読み取りは、危険だと聞いていたが」

　もともとハイテンションで歪ゆがみを感じさせる性格だったが、いまのマモンはさらに何かがねじれている。おかしそうに笑う声が途絶えることはない。

「うん、いま最高にいい気分。頭の中が隙すき間まなく埋まってて、サ、サ、サ……」

　マモンの表情は一転して難しいものになる。何かが思い出せなくて、思い悩む。

「サタンだ」

　サタンが自分の名を教える。するとすぐにマモンはもとの異様に明るい笑顔を取り戻した。

「うん、そうサタンにもこの飛びそうな感覚を分けてあげたいな。すぐにＮ……Ｎ？」

「ＮＣＴ研究所」

「そうＮＣＴ研究所を、せ……占拠してみ、みせるよ。それはそうと、ササ、少し痩やせた？」

　サタンの全身を包む銀色のスーツは体にフィットしていたはずだ。しかしいまはそのスーツがだぶついている。

「超低温を使用しすぎた」

「ああ、文字通り身を削ったんだね。ププ、プールは用意してあるから早く入ったほうがいいよ」

　護衛に海星の兵士を引きつれ、マモンはＮＣＴ研究所の中に消えた。見送ったサタンは、軽く首を振る。

「報告にあったとおりだな。あれが記き憶おく障害か。自分を殺してまで、峰みね島しま由ゆ宇うの記憶を保存する。何がおまえをそこまで駆り立てる？　いや記憶障害を起こすほどの情報が、もう一つあったな」

　電子的な音声はあくまで無機質だ。しかし憐れん憫びんの感情が垣かい間ま見みえた。サタンは疲れたように歩くと、一台の巨大なトレーラーの前に来る。積んであるコンテナはくもの巣のような霜しもが浮いている。

「開けろ。プールを使う」

　出入り口を守る兵士は敬礼をすると、コンテナを開けた。白いもやと冷気が、中からあふれ出した。兵士はあまりの寒さに唇を青くする。

　サタンはためらうことなくコンテナの中に入る。もやの中にサタンが消えたのを見届けると、兵士はすぐにコンテナを閉めた。体の震ふるえはすぐに収まらなかった。







　サタンが二重の扉を抜けると、コンテナ内部に明かりが点ともる。外見に反して中は狭かった。壁には温度を示す三桁けたの数字があった。マイナス１０５度。人が生きていける温度ではない。

　サタンは耐熱マスクに手をかけると、一気に引き剥はがす。中から現われたのは雪のように白い髪と白い肌だ。冷たい美び貌ぼうはしかし頬ほおがこけ、精彩を欠いていた。

　さらにスーツをも脱ぎ捨てる。白い痩やせた体が現われた。

「熱いな」

　疲れたようにつぶやくサタンは、マイナス１０５度の空間をさらに奥に進む。３メートル四方の立方体が液体で満たされていた。

　サタンの言っていたプールだ。しかしそれが水であるはずがない。マイナス１０５度の世界で凍らない水などない。液体窒素のプール。マイナス１９６度という空気さえ凍る冷たさだ。

　サタンはゆっくりと不可思議なプールに体を浸す。足から腰、胸元まで沈み、ついには頭まで中に浸る。

　サタンは有機物より生まれた生き物ではない。珪けい素そ生物、つまり無機物で構成されている生き物であった。

　血と肉の代わりにマイナス１９６度以下の液体窒素と液体酸素が体を構成し、超低温のため電気抵抗がゼロに近い体は、人間の反射神経、思考速度を凌りよう駕がする。

　しかしマイナス２２３度を下回ると酸素が、マイナス２１０度を下回ると窒素が固体化してしまう。現にプールの隅では一部の液体が固体化している。血肉が固体となればサタンは絶命する。沸点と融ゆう点てんの差はわずか14度。そこがサタンに許された生存の世界であった。

　峰島勇ゆう次じ郎ろうが生み出した傑作の一つである。しかし思考は人工知能の領域内で、一個の生命体としての知性を持つ風かざ間まとは比べるべくもない。それでも人に迫る感情を持ち、ときには人とかわらぬ心情表現をする。

　しばらく浸っていると、痩やせていたサタンの体が徐々に元の体格に戻っていく。こけた頬ほおは丸みを帯び、サタンの表情から疲れというものが消えていく。

　振動が水面を揺らしたのは、そのときだった。

「なんだ？」

　プールから顔を出したサタンは、続けざまに振動と爆発音が響ひびいていることを知った。

「ＡＤＥＭか？　最後の悪あがきに出たな」

　予想されていた事態だ。サタンは慌てることなくスーツを着ると外に出た。

　あちこちから黒煙が上がっていた。装甲車やヘリが爆発し燃えている。爆弾をしかけられたか。しかしそうではなかった。

　すぐ近くにあったトラックが突然爆発した。爆風がサタンに襲おそい掛かる。それを高熱による空気の層を作り出し、防御する。

「何が起こっている？」

　問うと同時に、サタンの右手が真横に突き出された。サタンが瞬しゆん時じに作り出す何千度という温度は、弾丸すら防御する。到達する前に熱の層と温度に形を崩し、到達することなく地面に落ちる。

　今回もそうなるはずだった。だがサタンが突き出した手のひらの50センチほど手前で失速し、溶けて落ちるはずの弾丸は、期待を裏切り爆発する。

　サタンの空気の層を爆発の炎が包む。車両を破は壊かいするほどの爆発であっても、サタンの熱の防壁はやぶれなかった。しかし予期せぬ攻こう撃げきにサタンの驚おどろきは大きい。

「ＬＣ部隊か！」

　サタンは弾丸が飛来した方向に目をやる。いくつも燃え盛る車両や武装兵力の向こう、見慣れないトラックが猛スピードで突進してきた。遠近感が狂ったかと思ったほどトラックは巨大だ。

　巨大なトラックは戦車や装甲車をやすやすと踏ふみ潰つぶし乗り越える。トラックの巨大さだけでなしえることではない。応戦する海かい星せいの武器を、ことごとくかわしていく。それでも限界が訪れる。発射されたミサイルの一発が、トラックの横っ腹に命中した。爆発に巨大トラックは傾かしぐ。外壁が歪ゆがむ。しかしそれだけだった。

　おそろしく頑丈な巨大トラックは、ＮＣＴ研究所めがけて、突進していった。
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「ネクストッ、ヒット！　ネクストッ、ヒット！」

　アリシアが引き金を引くたびに、どこかで爆発が起こる。銃口と爆発地点の間には、炎のラインが生まれる。ＬＣ部隊の試作武器、カンプピストルが生み出すジェット噴射の炎だ。弾丸とミサイルの中間に位置するカンプピストルの弾は、命中と同時に残った燃料を爆発させる。

　しかし一いち撃げきで車両を破は壊かいする力はない。

「たいしたもんだね」

　カートリッジに特殊な弾を込めながら、八や代しろは感心していた。いかにカンプピストルといえども、一発で爆発させるには的確な場所に命中させなければならない。ライトがあるとはいえ、夜の野営地にある車両に次々と命中させるのは至難の業わざだ。さらに時速１００キロ以上で進むトラックの上からの射撃。加えてトラックはまっすぐに進まない。敵の攻撃を避さけるためのジグザグ走行、戦車や悪路を乗り越えての振動。それらの悪条件がそろった中で、アリシアはなんなくカンプピストルを急所へ命中させる。

　神業の領域を目まの当たりにし、八代は純粋に舌を巻いていた。

　──モグラのお姫様でもこうはいかないかも。

　由ゆ宇うが対抗意識を燃やしそうな感想を内心にこぼす。

「あいつがサタン。命中させたはずなのに、防がれた」

　アリシアが舌打ちをする。彼女の視線の遥はるか先には、豆粒のように小さいサタンの姿があった。

「よく見つけたね」

　この闇やみの中、特殊な格好をしているとはいえ、見つけること自体どうかしている。さらに銃を命中させるなど、奇跡に等しい。

「あわよくばって思ったんだけど」

「よくばらない、よくばらない。計画通りに行けば僕達たちは勝てる」

　最後の言葉はうしろを向いて発せられた。そこにはあきらや萌もえ、そしてＬＣ部隊の兵士がいる。

「ちゃっちゃっとすまして、早く帰ろう。超過勤務はもうこりごりだよ」

　気の抜けるような激励。

「ＮＣＴ研究所入り口まで、あと２００メートル」

　越こし塚づかのハンドルテクニックとＴＩＴＡＮの頑強さをもってしても、すでにいつ分解してもおかしくないほどダメージをこうむっていた。

「もつ？」

「もたせます」

「いい返事だねえ」

　八代は笑って全員に作戦のサインを送る。サインに従い、全員が突入準備の姿勢を取る。

　縦横無尽に爆走していたＴＩＴＡＮはついに終着駅を迎えた。

　ＴＩＴＡＮの後輪が弧を描きながら横滑りする。ＴＩＴＡＮはちょうど半回転して、ＮＣＴ研究所の出入り口に激突した。

「突入！」

　八や代しろの号令とともに、ＬＣ部隊の兵士がなだれ込む。その数は三十に満たない。

「あとは任せたよ」

　八代もそう言って、運転席の四人に向かって親指を立ててから、瓦が礫れきに埋もれそうなゲートに入った。

「八代っちも気をつけて！　真しん治じさんの足をひっぱんないようにね！」

　その言葉を背に受け八代が軽く手を振って入り口に消えていった直後、ＴＩＴＡＮが積んでいた大きなタンクが爆発する。乳白色の液体はゲートに覆おおいかぶさるように広がると、見る間に硬化して、塞ふさいでしまった。

　海かい星せいの兵が、すぐさま出入り口を復旧させようと近寄る。その歩みを止めたのは、ＴＩＴＡＮの上に現われた三つの人影だ。

「はっはっー。ここを通りたいなら、あたし達たちを倒してから行くんだね！」

　人影の一つ、赤い髪のあきらが愉快そうに叫ぶ。

「ねえ、あきら、その台詞せりふ、この前読んだ漫画の悪役が喋しやべってたよ。次のページで死んじゃった」

　一ひと際きわ大きな人影は萌だ。

「あなた達のその緊きん張ちよう感かんのなさはなんなの？」

　こめかみを押さえている人影はアリシア。

　三者三様の武装をしている。あきらは遺産兵器のウィンディーネ。アリシアは両手に銃。そのうちの一つはＡＤＥＭが研究開発したカンプピストルだ。

　三人の中で一番異様な風ふう体ていをしているのが萌もえだった。全身を包むＡ９汎はん用よう特殊装甲は鎧よろいのようだ。しかしそれだけではない。

「あきら。僕、この武器あまり使いたくない。嫌な感じがする」

「ごめん萌ちゃん。いまだけは我慢して」

「うん、あきらのために我慢する」

　萌は巨大なタンクを背負っていた。手には銃身が異様に長いライフル。ライフルとタンクは、太いチューブで繋つながっている。

「威い嚇かく射しや撃げきして。あの装甲の分厚そうな戦車が手ごろだから」

「うん」

　萌はライフルを戦車に向ける。引き金を引いたのは一度。その瞬しゆん間かん、戦車が跳ね上がるように傾かしいだ。弾丸が命中したのは戦車の正面。そこには大穴が開いていた。穴の向こうには、反対側の地面が見える。弾丸は大穴を開け、戦車を貫通したのだ。

　さらに萌と戦車を結ぶ射線軸より１メートルの距離のものは、鉄だろうがなんだろうが、ずたずたに切り裂かれていた。誰だれがそれをマッハ10の速度で発射された弾丸が産み出す大気の乱流、衝しよう撃げき波はが作った現象と思うだろう。

　萌もえが手にしているのは、峰みね島しま由ゆ宇うがスペースデブリの衝突実験用に作った多段式軽ガスガン。かつてスフィアラボの事件のとき、ＬＣ部隊を苦しめた遺産兵器は、いま皮肉にもＡＤＥＭの味方となった。

　沈ちん黙もくが訪れる。たった一発で海かい星せいの兵士達たちの思考を凍らせた。

「すさまじいわね。これがＤランクの遺産だって言うの!?　ランキング基準、見直したほうがいいわよ」

　味方であるアリシアも驚おどろき、怯ひるんだ。

「もう一発。うまくいけば、戦せん闘とうは最小限で済むから」

「わかった。がんばる」

　萌は人のいない、他ほかの車両に狙ねらいをつける。しかし引き金を引く直前に、人影が射線軸上に現われた。

「あっ」

　萌が驚いたときには、すでに引き金が引かれていた。周囲のあらゆるものを引き裂きながら、弾丸は現われた人影に衝突する。細切れになって四散する肉片を誰もが想像した。しかし現実はまるで異なった。

　灼しやく熱ねつが吹き荒れる。伸ばされた手の直前で、軽ガスガンの弾は失速し手のひらに衝突して水のように弾はじけてしまった。

「下がっていろ」

　無機質な電子音声が、海星の兵士を左右に分けた。その間をゆっくりと歩くのはサタンだ。

「あれがサタン……」

　アリシアの眼まな差ざしは険しい。想像を絶する威力を有する多段式軽ガスガンをいともたやすく防いでしまった。

「純粋な戦せん闘とう力りよくなら七つの大罪のトップ。最強よ」

　アリシアの顔があきらを見る。

「いいねえ、最強って響ひびきが気に入った」

　あきらは嬉うれしそうに笑った。

「あいつはあたしが倒す」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「問題なし。あいつを倒してあたしが最強！」

　気楽な口調。しかし表情に含まれるわずかな怖おそれをアリシアは見逃さない。見逃さないが何も言わなかった。

「アリシアと萌ちゃんはここを死守。いい？」

「しかたないわね」

「うん、僕がんばる」

「よしっ！　さあ、そこの銀色スーツの変態仮面、こっちにきなっ！　あたしが相手だ！」

　あきらの威勢のいい啖たん呵かが始まりの合図だった。
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　モニターで上空から一部始終を見ていた黒くろ川かわの態度に変化はない。

「突入のタイミングとジャミングだけで、数千の兵力を無力化したか」

　ＮＣＴ研究所にマモン達たちが入ってまもない。直後にＬＣ部隊が突入している。中での状況が解わからない以上、建物を破は壊かいしての中への突入は避さけたかった。

　ならば正攻法で塞ふさがれたゲートを復旧させるしかない。しかし、その正面にこそＡＤＥＭの残党は、精鋭を配置した。破るのは困難だ。

　さらにＡＤＥＭが狙ねらったのはサタンが外に出るタイミングでもあった。見れば相手の行動はサタンとの対戦も想定済みだった。

「すべてはあの伊だ達ての思惑通りか」

　黒川は伊達の作戦にかつての面影を見た。自然と笑みがこぼれた。

　モニターの中では戦車の大砲が可愛かわいく思える巨大な重火器を大男──萌もえが軽々と振り回しては、そこら中に大穴を開けていた。加えて彼の装甲は小銃程度では何発受けても、ものともしない。さらに覚えのない金髪の女性が、奇妙な銃をあつかい、海かい星せい軍を翻ほん弄ろうしている。その状況判断は的確で速い。単調な攻こう撃げきになりがちな萌をうまくサポートしている。

「だが俺おれも、相手をなめていたわけではない」

　黒川が冷静なのには確たる理由があった。ＡＤＥＭは、伊達は一つ計算違いをしている。

　サタンの能力相手に、室内で戦うのは愚の骨頂だ。外に出る唯一の機会を予測し、ゲートを塞いだのは見事だった。

　しかしマモンもまた、ＮＣＴ研究所に入れてはならない、ある意味サタン以上に危険な相手だ。伊達はいずれ否いや応おうなくそのことを知るだろう。
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　予定通りＮＣＴ研究所のゲートが塞がれたのを確認して、八や代しろはＬＣ部隊に指示を出す。

「突入！」

　八代の指示で、ＬＣ部隊は一気に奥を目指す。

「萩はぎ原わら君の話だと、百二十名前後か。たった四倍の戦力差になっただけ、ずいぶんましになったと思わないとね」

　八や代しろの軽口は激戦を覚悟してのことだ。しかし一階にいるはずの海かい星せいの兵はいなかった。

「うわ、こりゃまた」

　しかし八代率いるＬＣ部隊の兵士達たちは拍子抜けするどころか、内部を見渡し驚きよう嘆たんする。

　最初の防壁にたどり着き、サタンの能力のすさまじさを垣かい間ま見みた。何もかもが飴あめのように溶けていた。であるのに溶けた防壁に触ると、ひんやりと冷たい。

　さらに奥に進む。海星の兵士の姿はやはりなかった。

「戦力を集中させて数にものを言わせようという戦略か」

　後続を断たれたことで、海星の兵士は焦あせっているのかもしれない。

　八代とＬＣ部隊は下層に下りていく。融ゆう解かいした防壁が次々と目の前に現われた。

「伊だ達てさんの言うとおりだ。進行に迷いがない。一直線に最下層を目指してるか」

　八代の表情が少しだけ険しくなる。

　ＮＣＴ研究所の構造は入り組んでいる。エレベーターが使えなければ、下層へ進むだけでも困難だ。まず道に迷う。

「僕でもたまに迷うのになあ」

　どうやって海星は最短距離を知ったのか。

　それこそが一番懸け念ねんしていることだと伊達が言っていたのを思い出す。海星の行動には未知の部分が多い。

　海星の裏に勇ゆう次じ郎ろうはいない。それが伊達の出した結論だ。もしいるのなら、黒くろ川かわはＮＣＴ研究所に執着しないと。

　ただここだけは八代は伊達と意見が異なった。たとえ勇次郎と繋つながっていても、黒川は伊達の作ったＡＤＥＭやＮＣＴ研究所にこだわった気がする。

　しかしそれは仮定の話だ。黒川のバックに勇次郎はいない。

　もう一つ疑問があった。フリーダムの飛行を可能にした制御プログラムをどこで手に入れたのか。

「うちで研究中のやつかもね」

　ＮＣＴ研究所が開発中の航空機のプログラムではないか。伊達はそう言った。海に撃げき墜ついしたたフリーダムのプログラムをきちんと調べられなかったのは痛い。

　ともかく、海星にはなんらかの方法でブレインプロテクトを破ったＡＤＥＭの内通者がいる、と結論付けられる。

　しかし該当者なし。なによりも、詳しい人間がいるのなら、ＮＣＴ研究所の場所を探るのに、あんな手の込んだまねをしなくてもいい。

　つまり検討されていない可能性がある。何かの可能性を見落としている。それが不気味だ。その見落としこそが、致命的になりかねないと伊達は懸念していた。

　八や代しろ達たちはさらに奥へ進む。途中、一度だけサタンの進行方向は、最短距離を外れる。その先には、ＮＣＴ研究所建築時にのみ使われた通信施設があった。異常に気づいたサタンが、寄り道をしたのだ。

　幸い、そこに伊だ達ての死体はない。

「うん、信じてたさ」

　まだ熱の籠こもっている部屋の中で、それでも内心ほっとする。

　伊達は生きている。ならば彼が立てた作戦を成功させ、誇らしげに報告しようと、八代は誓った。
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「さあ、どんどん侵攻しよう。これが最終局面。僕達たちの祈願成じよう就じゆの第一歩だ」

　三個小隊、合計百二十名の海かい星せいの兵士が一糸乱れぬ様で、融ゆう解かいした形で凍り付いたＮＣＴ研究所の通路を進む。サタンが作った通り道だ。

　その中で一人、浮いている人間がいる。始終喋しやべりっぱなしで、陽気で、しかし絶やさない笑顔はどこか壊こわれていた。少年のような容よう貌ぼうの少女、七つの大罪の一人、マモンだ。

「いいね、いいね。僕はサタンの戦せん闘とう跡あとが好きなんだよね。この何もかも溶けて一いつ緒しよになっちゃった状態は、一種の芸術だと思わない？　ふふ、実を言うとね、あいつの顔けっこう好みなんだ。綺き麗れいなものは男女関係なく好きだよ。抱きつくにはちょっと冷たいのが難だけどね。いい？　これは内ない緒しよの話だよ。解わかってると思うけど」

　ときにはステップさえ交えて、鼻歌を歌い、喋り、笑う。ただ海星の兵士は誰だれも答えない。彼らにはＮＣＴ研究所を占拠するという最後の重要任務が待っている。海星の兵士の中でも選えりすぐりの三個小隊だ。

　誰も答えないのをマモンは気にもとめず、口を動かし続ける。

「ああ、ちょっと待って。喋ったら喉のど渇いちゃったよ」

　マモンは足を止めると、扉の一つを開ける。

「この先に給湯室があるんだ。どうだい、詳しいだろ？　君達はここで待機ね。追いてっちゃヤダよ。こう見えても僕は寂しがり屋なんだ」

「一人で行っては、危険です」

　兵士の一人が警告するが、返ってきたのは不機嫌そうな返事だ。

「ぞろぞろと暑苦しくて嫌になったんだよ。すぐ戻ってくるから、ここで待機。ついてきたら、頭の中のぞいちゃうよ」

　たじろぐ兵士達を置いてマモンは一人、道を外れた奥へ進む。初めて入るはずのＮＣＴ研究所の施設を、マモンは自分の家であるかのように迷いなく進んでいく。

「ああ、ええと確かここ右だったよね。そして二つめの角を左。うん、完かん璧ぺき！」

　一人で歩いていてもマモンの口が閉じることはない。

「ほおら、ついた。もう喉のど渇いちゃってしかたないよ。サタンの通った後は、湿気がなくて困るんだよね。ほんとにもう。あれ？」

　たどり着いた給湯室の蛇口をひねるが、水は一滴もでなかった。

「ああ、電源じゃなくて水道まで落としちゃったの？　ケチだなあ。それとも節水？　金食い虫の組織だって言うし、そんな謙けん虚きよさあるのかな」

　あはははと、壊こわれたように笑うマモン。その背後に兵士の姿が現われる。

「やあ迎えに来てくれたの。それとも君達たちも水飲みにきたのかな。でも残念だったね。水は一滴も出ないよ。ところで君達、誰だれ？」

　兵士達の銃がいっせいにマモンに向けられた。

「武器を捨てて床に伏せろ。手は頭の上だ」

　その様子をマモンはきょとんと見ていたが、すぐに爆笑した。

「あははははは。ああ、そうかそうか。どこかで見たことあるって思ったら、ＬＣ部隊の働き蟻ありさん達だね。おつとめご苦労様。でもだらしないなあ上の人達は。侵入許しちゃってるじゃない」

　人差し指でこめかみをねじりながら、楽しそうに話すマモンは常軌を逸していた。状況を把握しているとは思えなかった。ＬＣ部隊の兵士達はたがいに目配せする。マモンの装備と言えば、腰に携帯している何本かのナイフ。それだけだ。体格からしても戦せん闘とう経験をつんでいるようには思えない。

　給湯室の中に入り、さらに包囲網を完璧にする。

「武器を捨てて床に伏せろ。手は頭の上だ」

　再度の警告に、しかしマモンはまるで意に介さない。

「なあに？　僕を捕まえるの？　酷ひどいことしちゃヤダよ。優しくしてよ。こう見えても女の子なんだから。あれ、女の子なんて言わないほうがよかったかな？　狼おおかみさんいないよね？　でも困るんだよね。軍隊って男でも女でもオッケーって人多いから。え？　偏見？　そう？　ふふふ、あはははは」

　マモンの手が腰のナイフにかかる。

「ちょっと抵抗しちゃおっかなあ。僕の新しい力を披ひ露ろうしちゃおうかな。ちょっと観客少ないのが残念だけど」

　ＬＣ部隊の銃がいっせいに音を立てた。トリガーはいつでも引ける状態だ。

「ショーターイムッ！」

　マモンが叫ぶと同時にナイフを抜く。ＬＣ部隊はためらいなく銃を撃うった。銃声が何発も鳴り響ひびく。しかしすでにその場にマモンはいなかった。

「どこ、撃うってるのかな？」

　声は天てん井じようからした。兵士達たちが見上げれば、床に着地している姿勢のマモンが見下ろしている。卓越した跳ちよう躍やく力りよくがあってこその技量。

「さあて、一人目の犠ぎ牲せい者しやは誰だれかな？」

　マモンは天井を蹴けると、一人の兵士の前に着地する。

「あなたに決めた」

　繰くり出されたナイフを兵士は腕を楯たてにして防ぐ。耐刃素材の戦せん闘とう服ふくはナイフによって打だ撲ぼく傷きずを負っても、致命傷には至らないはずだった。だがナイフは耐刃素材の服をたやすく貫通し、腕の肉を裂く。

　室内に響ひびき渡った恐ろしい悲鳴は、途中で水に呑のみ込まれるように消えた。刺された兵士は倒れながら形を崩していく。倒れる音の代わりに、水っぽい音が床に広がる。

　マモンを除いた全員が絶句する。倒れた兵士の姿はそこにはなかった。代わりにあるのはヘドロ状の肉塊。それがゆっくりと床に広がっていく。

「うーん、いい声だったねえ。最高だよ」

　マモンは足下の溶けた肉でブーツが汚れるのもかまわず、からからと笑う。爽そう快かいで歪いびつな笑い声。

「いいでしょ、このナイフ。霧む斬ざんって言うんだっけ？　僕好みの武器で気に入ってるんだ。さて、さくさく行こうか？」

　狭い室内に銃声と悲鳴と笑い声が続く。しかしそれも十秒足らず。静まりかえった室内で立っているのはマモン一人だった。

　手の中でナイフを転がし、溶けた肉で満たされた部屋の中央で一人楽しそうにしている。

　部屋の天井や壁には小さな足跡が縦横無尽についていた。マモンの足跡だ。

「ははは、最高だよ峰みね島しま由ゆ宇う。君はいつもこんなエクスタシーを味わっていたんだね。頭脳を使った身体能力。なんてステキなものを僕にプレゼントしてくれたんだ。いまに君の暗号化された知識もすべて手に入れてあげるよ。うふふ、あはははは」

　しかし笑いは途絶え、頭を抱え込むとマモンはその場にうずくまってしまった。こめかみに太い血管が浮き上がり、破裂しそうなほどに脈打つ。

「ふふ、しょせんまがい物にはこれが限界か。でもいいよ。まがい物でも。それでも一いつ瞬しゆんでも僕は由宇、あなたと並ぶんだ。それに……」

　手のひらのナイフを見る。床に散らばる溶けた死体を踏ふみしめ、笑う。狂ったように笑う。

「もう一つの知識を用いれば峰島由宇をすら超える。いや、峰島由宇だけじゃない。才さい火か、おまえだって超えることができるんだ！　はははははは」

　異臭漂う部屋の中で、マモン──舞まい風かぜは一人笑い続けた。
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　銃声が廊下内に絶え間なく鳴り響ひびく。

「ようやく、敵さんに追いついたってわけだ」

　曲がり角に体を隠し、自動小銃を構えていた八や代しろは呼吸を整えると、そこから飛び出し、ＭＰ５サブマシンガンを続けざまに撃うち、すぐにまた身を隠した。

「三人。いやあきついな。戦力四倍だもんな」

　八代を初めとするＮＣＴ研究所に乗り込んだＬＣ部隊が、先を行く海かい星せいの兵士に追いついたのは、ちょうど中間層。地下６５０メートルの地点だ。

　周りを警戒しつつ立ち止まっていた兵士達たちは不可解だったが、これ以上先に進めるわけにはいかない。

　戦せん闘とうはすぐに始まる。四倍差の戦力は本来ならすぐに決着がつく。それを長引かせているのは、通路という狭い状況が影えい響きようしている。戦闘に参加できる最大人数が限られている。そのための拮きつ抗こうだが、ちょっとした拍子に崩れる危うさもある。

　戦力に差があることを、気づかれてもいけない。ＬＣ部隊は全力で応戦し、弾丸を必要以上にばらまき、数の不利を隠いん蔽ぺいする。

「アリシア君だけでも連れてくれば良かったかなあ」

　銃に弾を込めながら、八代は内心焦あせっていた。

　銃弾が飛び交う廊下に、小柄な体が中央に現われる。

「八代さん、子供が！」

　驚おどろいたＬＣ部隊が一いつ瞬しゆん、弾幕を緩ゆるめる。それは海星の兵士も一いつ緒しよだった。

「ん？　なにしてるの？」

　少年のような身なりだが、胸のふくらみがそれを否定している。顔は綺き麗れいだが、何か歪いびつさを感じる。

「お下がりください。ここは危険です」

「ふうん？　あ、いいよ。気にしないで撃ってて」

　戦場の中で、突然現われた少女は、銃弾の中をまるで気にした様子もなく歩く。

「な、なんなんだあの子は？」

　絶句しているのは八代だけではない。ＬＣ部隊も、そして敵兵の海星すらも驚いていた。

「ほら気にしないでどんどん撃っちゃってくれる？　気を遣われるのって、苦手なんだよね」

　すたすたと歩く少女は、時折踊るように体を翻ひるがえす。それが銃弾をかわしているのだと誰だれもが理解するが、信じられないでいた。

「あれも敵か。撃て撃て！」

　ＬＣ部隊の隊長はどなるように命令し、いっそう激しくＭＩＮＩＭＩを撃うちまくる。しかし少女のステップが速くなっただけで、いっこうに弾が当たる気配はなかった。

「あんなことできるの、モグラのお姫様くらいだぞ。あれも七つの大罪なのか？」

　八や代しろは該当しそうなメンバーを頭の中で検索する。リーダー格のルシフェルの顔はこの前判明した。サタンは言うに及ばず。少年のような身なりをした少女が妖よう艶えんなアスモデウスとは思えない。レヴィアタンも少女だが、麻ま耶やに見せてもらった写真とは容よう貌ぼうがまるで違う。ベルゼブルやベルフェゴールも男。

「残るはほとんど資料のないマモンか。でも非ひ戦せん闘とう員いんだって推測されてたんだけどな」

　戦場の中を楽しそうに華か麗れいに立ち回るマモンの動きは、とても非戦闘員のものではない。しかし情報が間違っていたという結論を八代は安易に出したりはしない。マモンが戦闘に優れていると問われれば、肯定できない何かがある。

「もしかしたら、伊だ達てさんが懸け念ねんしているのは、あの子か？」

　伊達の懸念。

　ＮＣＴ研究所を乗っ取っても、暗号化された峰みね島しま由ゆ宇うの知識を吸い取っても、海かい星せいが遺産を手中にするには決定的に足りないものがある。すべての要かなめとなるＬＡＦＩを操作できない以上、手に入れた遺産の過半数は水泡に帰す。

「それに一直線に地下に向かう道順。内部に詳しい人間がいる？」

　ブレインプロテクトがある以上、機密は外部に漏れるはずはなかった。しかしどこかに落とし穴がある。伊達はそう言っていた。

「これからやる僕の作業はデリケートだから、足止めよろしく」

　海星の兵士達たちまで悠々とたどり着いたマモンは、肩をぽんと叩たたき、鼻歌を歌いながら奥へ消えていく。

　危険だ。あの少女を奥へ向かわせてはならない。ここまではすべて伊達の読みと作戦通り。となれば、計画の要はあの少女だ。

「ここ、まかせていいかな？」

　八代は隊長の肩を叩きささやく。

「どうするつもりですか？」

「あの子、嫌な予感がする。放っておくのは危ない。なんとか追ってみる。道を迂う回かいすれば、どうにか気づかれずに追えると思う。追えるといいな」

「危険です。一人で進むなんて。護衛の兵士を……」

「やめてくれ。ただでさえここ人不足なんだから。それに危険なのは君達も一いつ緒しよ。もっと危険だろうね。四倍の戦力差の敵を足止めしてくれって頼たのむんだから」

「防戦ならなんとかなります。あっ、せめて私の防弾チョッキを着てください」

　八代の格好は、この状況下でもいつもと変わらないスーツ姿だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。一応、秘書官専用の特殊な処理をしているスーツだから、ちょっとダサいけど、銃弾くらいならなんとかなるよ」

　八や代しろは適当な嘘うそをつく。本当は、ＬＣ部隊の装備品はアリシアに渡したものが最後の一つだった。

「スーツは男の戦せん闘とう服ふくさ。じゃ、行ってくる」

「ご武運を」

「ありがとう。君達たちも死ぬんじゃないぞ」

　最後の一言だけ、心底真ま面じ目めな顔で言った。そして、八代は来た道を少し戻り、迂う回かいする道を模索し、慎重に進んだ。途中、むせるような異臭に鼻を押さえ、臭においの元をたどった。

「これは……」

　絶句する。臭いの元は給湯室だった。そこに広がるＬＣ部隊の服と中から溶け出した肉の塊。

「ちょっと待ってよ。これって霧む斬ざん？　やばい、やばいな。さっきの子がやったんだ。ちょっとやばすぎる」

　嫌な予感がする。

　八代はマモンを急いで追う。しかし通路の要かなめを海かい星せいの兵士に塞ふさがれているので、通常の道ではなく、通気孔の中を通らなくてはいけない。時間のロスが生じる。

　──間に合ってくれ。

　八代は内心の焦あせりを押し殺し、奥へと急いだ。
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「あ、そうだ、誰だれか呼んできましょう、お医者さんとか」

　どこか上の空でいる小さ夜よ子こを星ほし野のは疲れていると勘違いし、人を呼びにいこうとする。

「……あ、星野さん！」

　切迫した口調が、星野の足を止めた。

「あ、はい？　どうかしましたか？」

　しかし呼び止めたまま小夜子は、次の言葉をなかなか発しようとはしない。

「あの、……その……」

　迷いが言葉の中で繰くり返される。その様子が心配になった星野は小夜子の顔を覗のぞき込む。

「どうしました？　体の調子悪そうですよ？　やっぱりすぐにお医者さんを……」

「いえ、違うんです。違うんです！　体は大だい丈じよう夫ぶです」

　手を振って慌てて否定をし、医者を呼びに行こうとする星野を引き止める。

「本当に大丈夫ですか？」

「あ、はい。大丈夫です。体はなんともありません」

　それはどうだろうか。小さ夜よ子この顔は目に見えて疲れている。大だい丈じよう夫ぶと言われても、信じがたい。しかし一刻を争う状況かと問われれば、医者ではない星ほし野のには解わからない。自衛隊員時代に培つちかった応急処置や簡単な病気の症状なら、ある程度は知識を持っているのだが、なにやら特殊な状況だったらしい小夜子の健康状態は測りかねた。

「あの……あの、お願いがあるんです」

　ためらいがちな口調だ。

「あ、なんですか？　俺おれにできることならなんでも言ってください」

　盲目で、線の細い小夜子を見ていると、どうしても守らなければという気持ちになる。

「私のそばに、黒い箱があると思うんです。１メートルくらいの大きさの」

「ええ、すぐそばにありますよ」

　星野はずっといぶかしんでいた。黒い箱から伸びるケーブルは、小夜子の横たわるシートに繋つながっている。目覚めるまでは顔に装着していたバイザーのケーブルもシートに繋がっている。医い療りよう機器にしてはおかしいと思っていた。

　黒い箱は絶対に触るなという厳命を受けている。雰ふん囲い気きから、ＮＣＴ研究所の現状がなければ、一生自分の目に触れることはなかったのではないかという予感もあった。物というには奇妙な存在感がある。まるでオカルトめいていた。

「えっと、それで頼たのみというのはなんですか？」

「箱のうしろに、コネクタがあると思います。けっこう太いケーブルが繋がりそうな……ありませんか？」

「ええと、これかな？　ありますよ」

　触らないように慎重に背後に回って、小夜子の言葉が正しいことを確認した。

「それと、この部屋のどこかにもコネクタはないですか？　あ、その前にここはどこなんでしょうか？」

「ここですか？　変な部屋ですよ。エレベーターで一番下まで下がって。俺おれ、ここまで降りたの初めてなんですよね。それでさらに天てん井じようがガラス張りの部屋なんです」

「天井がガラス張りの部屋！　まさか、ゆ……あ、え」

　小夜子が喉のどを詰まらせる。

「あ、大丈夫ですか？　いま医者を！」

「いえ大丈夫です。いま機密事項に引っかかること言おうとしちゃって。ブレインプロテクトが働いただけです」

「ああ、あれですか。なんか気持ち悪いですよね、ブレインプロテクトって、あの朝あさ倉くらさん？」

「どうしよう、あの子の部屋なら外部接続できるコネクタがあるはずもないし……」

　小夜子は口に手を当て、ぶつぶつと独り言を言っている。

「朝倉さんどうしました？」

「え、いえ。ごめんなさい。部屋の様子を教えてくれますか？　それとＮＣＴ研究所の現状を」

「ああ、部屋はすごいですよ。いろんな機材が持ち込まれて、部屋の中は機械とケーブルだらけです。ＮＣＴ研究所はやばいです。なんで着任早々こうなのかな？　いま海かい星せいという軍隊が攻め込んできて、みんなこのガラス張りの部屋に避ひ難なんしています」

「じゃあ、機材も持ち込まれてるしコネクタもあるかも……。星ほし野のさん、その部屋の中にある機材の中に、同じ形のコネクタないですか？」

「ありますあります。すぐそばに。なんだろこの機材は？　どれもこれも訳が解わからないや」

「それとＬＡ……あ、ぐっ、黒い箱のコネクタをケーブルで繋つないで欲しいんです」

「え、でも……」

　星野はためらう。触るなと厳命されている黒い箱──ＬＡＦＩファーストと他ほかの機材を繋ぐのはためらわれる。

「お願いです。一刻を争うんです。早くしないと攻め込まれて、みんな死んでしまいます！」

　しかし小さ夜よ子この願いを無む碍げにするのもためらわれた。

「解りました。でも待ってください。いま許可もらってきますから」

「許可って……あっ、ダメ！」

　小夜子が呼び止めるより早く、星野は部屋を出て行ってしまった。







　一人になった小夜子は、震ふるえていた。

　決して外に接続してはならないＬＡＦＩファースト。それを外に通じるコネクタ、研究所を制御するＬＡＦＩセカンドに繋いで欲しいと頼たのんだのだ。それはＬＡＦＩファーストの中にいる風かざ間まの要求だ。

　──ＬＡＦＩファーストをＬＡＦＩセカンドに接続しろ。俺おれがＬＡＦＩを完かん璧ぺきに操ってみせよう。

　いま現在、ＮＣＴ研究所が防戦一方なのは研究所を管理するＬＡＦＩセカンドをあつかえる人間がいないという要因もある。

　それを風間なら打開できるという。

　風間の要求に応こたえることは、重大な命令違反だ。しかし風間の言葉に嘘うそは感じなかった。そのような小細工をするような人物には見えない。ただ電子の中に住む意識体に、そのような判断が正しいか否いなか別だが。

　それにもう一つの誘ゆう惑わくが無意識に小夜子を動かしている。目が見えない彼女にとって、ＬＡＦＩファーストの中で見せられた視覚情報は鮮烈だった。

　小夜子はシートから降りると、手探りで黒い箱に行き着く。背面のコネクタを確認すると、また手探りで周囲の状況をさぐった。

　すぐに星ほし野のが言っていたであろう機材にたどり着いた。

「これは汎はん用ようの端末機。動いてる。ＬＡＦＩセカンドに繋つながっているわ」

　コネクタに接続できるケーブルも発見した。心臓の鼓動が早くなる。条件がそろってしまった。なぜか人を呼びに行った星野はなかなか戻ってこない。状況が状況だけに、立て込んでいるのかもしれない。

　ケーブルの一端を端末に繋げた。もう一方を黒い箱の背面に繋げれば、風かざ間まの要求は成じよう就じゆされる。黒い箱のコネクタを前に、小さ夜よ子こは迷う。星野はまだ戻らない。どこかで、誰だれかに止めて欲しいと思っていた。判断を他人にゆだねたかった。

「やっぱり、やめよう」

　迷いの末、小夜子はそう結論づける。自分一人で決めていいことではない。風間に抱いた印象が、他ほかの人も同じとは限らない。もうＬＡＦＩに関かかわるのはよそう。自分は光の世界に惑わされている。小夜子は決意しケーブルを捨て立ち上がろうとする。

　アラートの音とアナウンスが入ったのはそのときだった。

『最終防壁が突破されました。各員は急いで退たい避ひしてください。銃器の携帯、および……』

　決意が崩れた。
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　伊だ達ては何度目かの時計を確認した。最後の防壁、峰みね島しま由ゆ宇うを監禁するための最下層に全員が集まっている。出入り口はすでに細工済みで、内部からしか開けられないようになっていた。

　周りを見る。伊達以外に戦せん闘とう可能な訓練を受けた人間の数は少ない。少数の警備員、戦闘経験のあるもので、最下層の入り口を固めているが、戦力というにはあまりにも心こころ許もとない。

「ああ、やっぱり俺おれって運が悪いな」

　ぼやいているのは最近配属されたばかりの星ほし野のだ。何か伊達に言いたいことがあって来たらしい。戦闘経験者が極端に少ない中、弧こ石せき島とうの遺産事件を生き残った彼の戦力は貴重なので無理やり引っ張ってきた。しかし横で震ふるえているのを見ると、珍しく人選をミスったかと伊達は内心苦笑していた。

　最下層の扉は最高峰の遺産、峰島由宇を閉じこめるためのものだ。サタンの高熱でも半日は費やすほどの強度。考え得る限り最高の防壁だ。そうおいそれと破られることはないが、それでも伊達は安あん堵どできなかった。むしろ不安であった。ただ不安の原因が解わからない。敵は思いもしない切り札を持っているような気がする。

　──不安は過去の経験からくる未来の予測だ。根拠のない不安など存在しない。すでに解答かそれに近いものを知っているはずだ。ただ知っていることに気づいていないだけ。それが不安の正体だ。

　いつだったか峰みね島しま由ゆ宇うが言っていた言葉を思い出す。由宇の言うことすべてを肯定するつもりはないが、今の状況において彼女の言葉は当てはまるように思えた。

　──俺おれは不安の正体を知っている、はずだ。敵の切り札がなんなのか。その情報はすでに提示されている。

　しかし伊だ達ての思考は途中で中断させられる。影が落ちたのだ。

　見上げると、天てん井じようのガラスの向こうに一人の小柄な少女が立っていた。外部マイクが、少女の声を拾う。

「初めまして。僕は七つの大罪のマモン。遺産のすべてを受け取りに来た」

　黒髪に青い目をした年とし端はもいかぬ少女が、ガラスの向こうで、にこやかに笑っていた。







「まいったなあ、インターフェースが壊こわされちゃってるや」

　のんびりと、マモンが周囲を歩く。会話用に残したマイク以外は、すべての機器を破は壊かいしてある。たとえＬＡＦＩを使えなくても、不安な要素は一つでも取り除いておきたかった。

「あきらめろ。ここの防壁はいままでとは格が違う。高熱でも低温でも破るにはいままでと同じ時間を費やすぞ。その間に日本政府は、海かい星せいの兵の動きに疑問を抱くだろう。ここを攻めている時間は、それほど残されていないはずだ」

　伊達は交渉を試みる。成功するとは思っていない。口の軽そうな相手と判断し、会話の中から情報をつかもうとしていた。

「んん？　僕には難しいことはよく解わからないな。でもこの最後の防壁が一ひと筋すじ縄なわではいかないって知ってるよ。唯一の欠点、特定の振動に弱いってのも、この前克服したばかりだしね」

　伊達は絶句する。マモンは四月の初め、由宇が脱走を企くわだてたときのことを言っている。

「なぜそのことを知っている！」

「ははっ、なぜだろうね。僕はいろんなことを知っているよ。この施設の構造も、誰だれが働いているかも。たとえばあなたは伊達真しん治じ。そこの人は中なか田た裕ゆう一いち、米よね田だ健けん太た、西にし沢ざわなんとか、えーとあなたは知らないなあ。ごめんね、ちょっと僕の知識中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。それに、もともと人の顔と名前を覚えるのが苦手なやつだったみたいでね。近この衛え努つとむ、品しな野の……ああ、下の名前忘れちゃった。北きた見み藤とう吾ご」

　マモンは次々とガラス越しに指を差しては名前を当てていく。

　伊達の不可解な思いはさらに深まる。どこからか情報を引き出したとしても、職員の名前を覚えておく理由がない。その行動に一貫性を感じられない。それでいて何か、大きな繋つながりを感じる。答えはすぐ目の前にある。

「どう、信じてくれた？　ああ、そうそう大事なこと言い忘れてた。これは隠しておきたかったんじゃないかな？　ふふふ、あはははは」

　マモンは無邪気に笑い、言う。

「いまＮＣＴ研究所にＬＡＦＩを扱える人いないでしょ。隠しても無む駄だだよ。僕はなんでも知ってるんだ」

　伊だ達て達たちはさらに言葉を失う。

「どうして知ってるか教えて欲しい？　じゃあ半分だけ、答えを教えてあげるね。僕にはリーディング能力がある。人の心を読めるんだ」

「ありえない」

　伊達は即座に否定した。

「あれ、信じないの？」

「違う。リーディング能力の否定ではない。たとえおまえがＮＣＴ研究所の誰だれかを捕まえたとしても、ブレインプロテクトを外すことはできない。リーディング能力は無意味だ」

「あはははは。そう、そうなんだよね。すごいやっかいだよブレインプロテクトって。無理に読もうとすると発狂しちゃうし。でも肝心な一人にはかかってなかったなあ」

「無駄だ。あの娘の知識は暗号化されている。暗号を解くには数万年以上は必要なはずだ」

　マモンの知識が由ゆ宇うのものであるはずがない。由宇が知識を吸い取られたのは、多く見積もっても数時間前。しかしサタンのＮＣＴ研究所の内部構造を知っているとしか思えない侵略は、それより遥はるか前に行われている。さらに由宇は職員の名前をほとんど知らない。マモンの知識は別のところからだ。

「ふふ、迷ってる迷ってる。何を見落としているのかなあ？　でも言ってることは間違ってないよ。だからＬＡＦＩが欲しいんだ。暗号を解くためにね。数千年数万年を一日に変える化け物コンピュータをさ」

　マモンは心底楽しそうだ。ガラスの上で軽くステップさえ踏ふんでいる。

「じゃあお喋しやべりはこれまで。あっとその前に一つ試しておこうかな」

　マモンは腰のナイフを抜くと、無造作にガラスめがけて投げつけた。ガラス全体が割れんばかりに振動する。しかしそれもすぐに収まり、何事もなかったようになる。

「ああ、霧む斬ざんの超振動もだめなんだ。頑丈だね。さすが峰みね島しま由宇を監禁する牢ろう屋やだ」

「……ナイフ型の霧斬ですと！」

　岸きし田だ博士が驚おどろく。

　霧斬自体をマモンが持っているのは驚くことではない。スフィアラボの事件を初め、流出してしまった遺産技術だ。しかしマモンの小型化されたナイフは、つい先日ＮＣＴ研究所で開発されたばかりのものだ。

「そっ。じゃあ今からＬＡＦＩをもらいに行くから。あなた達には無用の長物。僕がうまく使ってあげるよ。今この場でＬＡＦＩを一番上う手まく扱えるのは、なんてったって僕だからね」

「ありえない。どういうことだ？　たとえリーディング能力でＮＣＴ職員の知識を吸い出したとしても、それはありえない」

　伊だ達ては驚おどろきの声で問う。しかしそれは半ば演技だ。マモンの口は軽く調子に乗りやすい。できるだけ情報を引き出すために、調子づかせるような会話を続けた。

「ふふ。そうだよね。ここの誰だれもＬＡＦＩを扱えないもの。峰みね島しま由ゆ宇うの知識も暗号化されてるし。ふふふ、はははははは、あはははははは。誰だろうね、僕は誰の知識を読んだんだろうね」

　伊達の脳裏に一いつ瞬しゆん、峰島勇ゆう次じ郎ろうの名前が浮かぶ。しかしそれは即座に否定した。由宇と同じ条件で、その可能性は消される。勇次郎では職員の名前を知っている理由にならない。

「さあ、なぞなぞはここまで」

　伊達は戦せん闘とうの準備をするよう合図する。この部屋の扉を開けるにはＬＡＦＩセカンドを制御しなければならない。しかし外部のインターフェースはすべて壊こわし、ＬＡＦＩセカンド本体も、この部屋に運び込んでいる。内部からでなければ開けるのは不可能。

　マモンはなぜかＮＣＴ研究所の知識を持っている。ならばそのことは解わかっているはずだ。なのにあの余裕に満ちた表情はなんなのか。

　その不安が伊達に戦闘準備を選択させる。頭の中に何か引っかかる。マモンとの会話で、さらに解答に近づいたはずだ。なのに解らない。

　──俺おれは何を見落としている？

　解答の糸口はあまりに細く遠い。

「さあ解答編の始まりだ。人としての部分はうまく読み取れたけど、そうじゃない部分はなかなかに難しいんだ。でも苦労したかいがあって、これは気に入ってる」

　マモンは笑顔を消すと、胸に手を当て息を大きく吸った。

「対話が目的だとしても、マイクを残したのは失敗だったね」

　突然マモンは歌い出した。場違いな動作、しかしその姿はまるで歌姫のように優雅で美しかった。誰もが一瞬、心を奪われる。唯一、答えにたどり着いた伊達を除いて。

「マイクの電源を切れ！　早くしろ！」

　伊達の脳裏に浮かんだのは、半月前に起こったＮＣＴ研究所での事件。

「まさか、変異体か！」

「そうさ。僕は半月前ＫＩＢＯＵの街から垂れ流された、変異体のデータを読み取った」

　マイクの電源を切る職員の指は、一秒、遅かった。

　マイクを通じて入力されたデータに従い、ＬＡＦＩは起動した。堅けん牢ろうであるはずの最後の扉がゆっくりと開き始めた。




　　　　　　　　９




　高熱に周囲の木々が次々と発火した。さらに地面がマグマのように煮立った。高熱に膨ぼう張ちようし対流の激しくなった大気が、周囲をさらに高熱でなぶる。夜のとばりは、灼しやく熱ねつと炎によって、退けられていた。その中にはあきらの姿もあった。

「ちょっと、反則すぎ！」

　熱から腕で顔をかばい、あきらは前方を見る。高熱に歪ゆがんだ空気の向こうにサタンの姿があった。

「この程度か女？　先ほどの啖たん呵かはどうした？」

　電子的な音声が、あきらを嘲ちよう笑しようする。しかしあきらに反論する余裕はなかった。ウィンディーネを駆使して、水で周囲の大気を冷却する。しかしすぐに沸ふつ騰とうし蒸気と化してしまう。結果、あきらはいつまでも水を滝のように補充しなければならなかった。

「はんっ、七つの大罪と言っても、この程度？　てんで期待はずれだね」

　なのにあきらは挑発、というよりは強がりにしか聞こえない言葉を返す。七つの大罪の能力の中で、ウィンディーネと一番相性の悪いのはサタンだ。彼女の得意とする操った水は、しかしサタンの高熱の前にたやすく蒸発してしまう。あきらの攻こう撃げきが、サタンに届くことはない。

「それでは、これでどうだ？」

　サタンが小石を一つ拾った。石は見る見るうちに赤くなり、やがて形を崩す。数千度の熱は、石をたやすく溶かした。高熱を宿した石は、小さなエネルギーの塊だ。それをあきらめがけて、放った。

　あきらは慌ててウィンディーネで前方に水を、否いな、湯を集中させる。石が液体の壁に突き当たると、見る間に蒸発していく。それでも勢いを殺すことに成功したあきらは、壁を保ったまま、うしろへ飛び退のく。そしてすぐさま、新しい水の壁を展開した。

「たいしたことないね。これっぽっち？」

　必要以上に挑発するあきらだが、劣勢の色が濃厚だ。さらにサタンは高熱の攻こう撃げきを繰くり返す。どれも紙一重でかわしていくあきら。しかし耐火機能があるはずのＬＣ部隊の服は焼け焦げている。髪の焼けた臭においが、あきらの顔をしかめさせている。

「いつまで逃げるつもりだ？」

　徐々に後退していくあきらを、サタンは巧みに追い詰めていった。

　あきらの背後には、小さいながらも湖と呼べる大きさの水があった。あきらが水を絶やすことなく補充できたのは、細いながらもここの湖と繋つながっていたからだ。

「まんまと誘さそいに乗ってくれたね」

　あきらの憔しよう悴すいの顔に、初めて優位の色が混じった。しかし、大量の水を前にして、サタンはさもおかしそうに笑う。

「くっくっくっ。これで誘さそい出したつもりか。所しよ詮せんは炭素体生物の浅知恵にすぎない」

「何がおかしいのよ？」

「この程度の湖で俺おれの高熱を防げると思ったか？」

「へえ」

「試してみるといい。その湖が干上がるほどの熱量を、見せてやろう」

　サタンを取り巻く高熱がさらに上昇した。融ゆう解かいする地面が範囲を広げる。灼しやく熱ねつの風が嵐あらしのように吹き荒れた。

「いまにほえ面づらかかしてあげるよ」

　あきらはウィンディーネで湖から水をくみ上げると同時に、サタンへ向かって放つ。まるで滝か決けつ壊かいしたダムの勢いで放たれた水の奔流は、しかしサタンに届く以前に蒸発していく。

「なんの！」

　水の量をさらに増やす。しかしことごとくサタンに届く前に蒸発してしまった。それどころか、水が蒸発する分岐点が、徐々にあきらに近づいてくる。サタンはさらに温度を上げたのだ。

「くっ」

　あきらは限界の速度まで水を吸出し放つ。湖の水は目に見える速度で減っていく。それだけの水量をあきらは一度に操っていた。しかし、それをことごとくサタンは蒸発させ、さらにあきらに詰め寄る。

　あきらは知らず知らずに後退していた。引いた足が湖面に沈んだとき、あきらは初めて自分が後退している事に気づいた。

「あっ」

　背後が水だとしても、ウィンディーネを持つあきらに退路がないわけではない。逆にサタンには、あきらを追う手段がない。たとえ水を蒸発させながら進んだとしても、あきらに追いつくのは難しい。

　しかしあきらは退くわけには行かない。ここで逃げてしまっては、サタンという巨大な戦力はＮＣＴ研究所に戻ってしまう。

「どうした、逃げないのか？　俺は追わぬぞ？」

　あきらの立場を解わかっているのか、サタンは蔑さげすんだ口調で話す。あきらは背後を見て、空を見て、最後にサタンを見た。

「逃げないっ！」

　あきらは声高く宣言する。

　自分はＡＤＥＭに兵士として志願した。ろくでもないと思っていた父親と同じように、平和な日本で平へい穏おんな日常には戻れなかった。これは自分が選んだ道で、自分は戦士だ。戦う者だ。仲間を置いて敵前逃亡するくらいなら、死んだほうがましだ。

「ここで俺おれの足止めをするつもりか。けなげなものだな。しかし一分と持たないぞ」

「足止め？　馬ば鹿か言わないでよ。ここであんたを倒す。必ず、絶対に、なにがなんでも！」

「俺に勝てると思っているのか？」

　サタンの口調から嘲ちよう笑しようが消えた。そのかわり心を凍えさせそうなほどの冷たい響ひびきがあった。あきらの意地にしか見えない退ひかない態度が、サタンの心に障さわった。

「この湖程度の水量では、俺をどうすることもできない。まだ俺の熱をどうにかできるという幻想を抱いているのか？　そこまで現実が見えないほど、貴様は愚か者か!?」

　裂ぱくの気合と共に、サタンを取り巻く灼しやく熱ねつが跳ね上がった。瞬しゆん時じに対応しウィンディーネで水壁を作ったあきらの反応は見事なものだった。しかし能力差は歴然として存在する。水はあっというまに蒸発し、次から次へと注つぎ足しても、間に合わない。

「うわっ、きっつー」

　沸ふつ騰とうした水壁を前にして、あきらは体をのけぞらす。殺しきれない熱があきらを苦しめた。それでも彼女は下がらない。これ以上下がれば、心が折れてしまうとでも言うように、頑かたくなにその場に留とどまった。

「どうした？　俺の灼熱をどうにかしてみろ？」

　最後の一手とばかりに、サタンは最高温度まで引き上げると、腕を持ち上げた。

　あきらとサタンの間には10メートルほどの距離がある。しかしその腕を振り下ろしただけであきらは焼け死ぬ。水の壁などたやすく蒸発させてもなお、焼け殺すには充分な熱量があきらを襲おそう。

　あきらは歯を食いしばって、いま一度、空を見た。

「どうにかしてやろうじゃないの！　押しても駄だ目めなら」

　あきらは空を指差し叫んだ。普通なら自ヤ棄ケにしか聞こえない言葉、負け惜しみか単なる意地でしかない。しかしサタンは、そこに彼女の一いち縷るの希望を読み取った。ならば、その希望を見ないわけにはいかない。

　サタンはあきらの指差す方向に、目線を動かす。空はよく見えない。蒸発した水が、霧きりのように留まっている。

　風が強く吹いた。霧が風に流されて、空が見えた。空はずいぶんと白み始めている。夜明けは近い。予定通りならあと一時間を待たずにＮＣＴ研究所は陥落する。

　しかし霧が晴れると同時に、サタンは空から目が離せなくなった。

「あれはなんだ？　何をするつもりだ!?」

　空に巨大な何かがあった。それが凸面をした水の固まりだと気づくのが遅れたのは、その巨大さゆえだ。冷えた蒸気であきらが密ひそかに作っていた、直径１００メートル以上はある巨大なレンズ。あまりにも異様。あきらの狙ねらいが読めないサタンは、警戒心を高める。

「あんたの十お八は番こ、あたしがもらうよ！　冷やして駄目ならあっためろ！」

　あきらの背後から朝日が昇った。

「きっ、きさま、まさか！」

　サタンは限界まで高めた灼しやく熱ねつをやめようとする。しかしすべては手遅れだった。朝日を受けた直径１００メートル以上のレンズは、その空間の光すべてを屈折させ、サタン一点に集中させた。

　サタンの灼熱に数千度の熱が上乗せされた。それはサタンの着るスーツの限界耐火温度を飛び越える。

「う、あああああああっ！」

　高熱に耐え切れなくなったマスクにひびが入る。ひびはそこから徐々に全身に広がった。しかし異変はそこで終わった。スーツはひび割れこそすれ、破は壊かいまでいたらなかった。

「うそ……」

　あと一歩まで追い詰めた。しかしサタンの対処のほうが一歩速かった。超高温の放熱を停止し、温度を下げた。

「残念だったな。俺おれの勝ちだ」

　サタンがじわりと、歩み寄る。あきらに残された手段はもうなかった。

「いいえ、私達たちの勝ちよ」

　二人の間から声が聞こえたのは、このときだ。そこにはブロンドの髪をなびかせ、カンプピストルをかまえたアリシアがいた。

　銃声が森にこだまし、ジェット噴射する弾丸が炎のラインを空中に描きながら、サタンを目指す。

　サタンはとっさに手を伸ばし、高熱の壁を作る。しかしそれが間違いだった。カンプピストルの爆発は、高熱に阻はばまれてサタンに届かない。しかしその高熱こそが、サタンの耐熱スーツを焼いた。ひびはさらに広がり、ばらばらに砕け散った。その下から現われたのは、炭素体生物とは根本が異なる冷たい体だ。

　その体から勢いよく蒸気が噴き出す。大気にさらされたサタンの体を焼くのは、巨大なレンズだ。

「やめろ、やめろ、やめろー！」

　体が溶けていく。形を失い、足が徐々に沈んでいった。

「やめろ、やめ……ろ」

　下半身が溶け、上半身が沈み、最後に顔と助けを求めるように伸ばされた手が残った。しかしそれもまもなく、溶けて消えてしまった。

　灼熱を自在に操ったサタンは、灼熱に溺おぼれ、灼熱に沈んだ。
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　ゆっくりとゲートが開く。

「変異体……木き梨なしの知識か！」

　峰みね島しま由ゆ宇うがＮＣＴ研究所から脱走するきっかけとなった事件。ＬＡＦＩファーストの中に住む生命体の一つに体を乗っ取られた男、木梨孝たかし。由宇を除いてはＮＣＴ研究所でもっともＬＡＦＩをうまく扱える男であった。

「ゲートを閉めろ！」

「駄だ目めです。制御を受け付けません！」

「ははは。無む駄だだよ。ゲートの制御は僕が掌しよう握あくした。もうこの施設で僕の思い通りにならないものはないさ」

　ついにゲートは完全に開いてしまった。待ちかまえていたマモンは、軽快な足取りで中に入ってくる。

「やあやあ、こんにちは。それとも、こんばんはかな？　あれ？」

　扉の周りには数はさほど多くないにせよ、ＮＣＴ研究所の残った兵力すべてが注がれていた。マモンは多くの銃口に囲まれている。

「言っておくけど、僕強いよ。パワーアップしたんだよ。もうインチキなくらい」

　はははと笑いながら、腕を軽く振る。その何気ない動作の中には、腰のナイフを抜き、投とう擲てきするという動作が鮮やかに組み込まれていた。誰だれもマモンがナイフを投げたなど気づかない。

「えっ？」

　気づいたのは、いきなり目の前に迫ったナイフを目まの当たりにした警備兵。しかし最初の犠ぎ牲せい者しやは、警告の声を発するまもなかった。ナイフは額に突き刺さり、倒れる前に肉体は融ゆう解かいし、べちゃっと汚らしい音を立てて床に散乱した。

「撃うてっ！」

　異様な力を認識しきる前に、伊だ達ては号令を飛ばした。条件反射を利用したパニックの回かい避ひ方法だ。考えさせる時間を与えない。与えるのは行動のみ。

　兵士達たちはいっせいに銃を撃つ。伊達の指示は速く的確だった。しかしマモンの行動はそれよりも速かった。

「驚おどろいたよ。もっとパニックになると思ったのにな」

　マモンはさらにナイフを何本も投擲する。

「ひっ、ひい」

　うろたえた星ほし野のは、バランスを崩して尻しり餅もちをついてしまった。それが結果として彼の命を救う。星野の周りにいた者達は例外なく霧む斬ざんの餌え食じきになっていた。

「ああ、なんかもう飽きちゃったなあ、面倒だなあ。てっとりばやくやっちゃおうか」

　マモンは手袋をはめると、具合を確かめるために何度か指を動かした。

「これって不完全なんだよね。僕の知識って半分欠けてるから、欠損が多いんだ。でもまあ、みんなを動かせなくするくらいはできるかな。さあ、注目ぅ！」

　手袋をはめた手を、上に突き出すと、複雑な光のパターンが生まれる。

「これは……」

　伊だ達てが気づいたときは手遅れだった。次々と例外なく、周囲の人間が倒れていく。伊達も激しい目め眩まいに襲おそわれ膝ひざを折った。

「し……視覚毒か」

「そう。よく知ってるね。あれ、知ってて当たり前か。人間の脳は光のパターンでいろんな影えい響きようを受けるんだ。光過敏てんかんみたいにね。本当は殺せるレベルまでいくらしいんだけど、肝心なところが欠けててこれが精一杯」

　やれやれと両手のひらを上に向けて肩をすくめる。

「でも、動けなくするくらいのダメージは与えられるよ。いまみたいにね」

　伊達は途切れそうになる意識を必死につなぎ止める。しかし体はぐらつき、ついには倒れてしまう。

「もう何回か見せれば死んでくれるかな？　ねえ試してみない？　何回まで生き残れるか？　誰だれが最後まで生き残るかトトカルチョやっても面白いなあ」

「……や、やめろ」

　伊達の制止を無視して、マモンは手袋をはめた拳こぶしを再度天に突き出す。

「さあ、いってみようか」

『そんなことはさせませんっ！』

　スピーカーがいきなり大音量を発する。

「なんだい、うるさいなあ」

　マモンが余裕に満ちた表情で、周囲のスピーカーを見渡した。しかし背後から聞こえた機械の駆動音に、それが崩れる。

「なんだって!?」

　振り向いたマモンの目の前で、ゲートがゆっくりと閉じていく。驚おどろいているのはマモンだけではない。伊達も岸きし田だ博士も、現在のＮＣＴ研究所のＬＡＦＩの事情を知っている人間全員が驚く。いったい誰だれが、マモンからゲートの制御を取り戻したのか。

「僕のプログラムを破った？」

　自失するマモンの目の前で、ゲートは完全に閉じた。

『あなたはもう、ここから出ることはできません。観念してください』

　聞き覚えのある声が誰なのか思い当たった岸田博士は驚く。

「朝あさ倉くら君、朝倉君なのか？」

『はい、朝倉小さ夜よ子こです。申し訳ありません。私は重大な命令違反をしました。処罰はあとで受けます。でも今だけは今だけは許してください』

「まさか君は……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　伊だ達てが心配そうに問いかけると、小夜子は気丈に答えた。

『はい。大丈夫です』

「君はまさかエレクトロン・フュージョンでＬＡＦＩとシンクロしているのか？　監視カメラの目で我々を見ているのか？　ＬＡＦＩファーストを研究所のコネクタに、外部に繋つないでしまったのだな？」

『はい。ごめんなさい。でも私は……』

「ごちゃごちゃうるさいよ。なにわけわかんないこと言ってるのさ！」

　マモンがヒステリックに叫ぶ。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。すぐにどこか歪いびつな笑みを浮かべ、陽気に話し出す。

「あはっ。どこの誰だれだか知らないけど、よく僕の制御を打ち破ったね。でも無む駄だだよ。ここでは僕が一番ＬＡＦＩをうまく扱えるんだから。待っててよ。いま実力の違いを見せてあげる」

　マモンは敵のど真ん中で、胸に手を当て気持ちよさそうに歌う。綺き麗れいなしかしひずんだ歌声は、長くは続かなかった。マモンは眉まゆをひそめて周囲を見渡した。

「あれ？」

　何も起こらないことを不可解に思ったマモンは、もう一度歌い直す。しかし最初の時のような反応を周辺の機器は示さない。ゲートも固く閉じたままだった。

「どうして？　なんでだよ！　おかしいよ。壊こわれちゃったの？　どうして!?」

『無駄です。ここでは私が一番ＬＡＦＩをうまく扱えるんです』

　いきりたつマモンに、小夜子が静かに力強く宣言する。

「嘘うそだ！　僕だ！　僕が一番なんだ！」

　マモンはさらに歌う。しかし何も反応しない。さらにさらに歌う。答えるのは沈ちん黙もくばかり。

「そうだ。マイクが壊れたんだ。そうに決まってる」

　マモンは手近な端末機に走り寄ると、キーを猛スピードでタイプする。しかしすぐあきらめ、乱暴に拳こぶしでキーボードを叩たたいた。

「くそ、これも壊れてる。どうしてだよ、どうして邪じや魔まするんだ！」

　マモンはヒステリックに叫び、視覚毒を生み出す手袋を天てん井じように振りかざす。伊達を含め、かろうじて意識があったものも、とうとう動かなくなる。

　さらにもう動かない、しかしまだ生きている手近な人間にナイフをつきつけ、叫んだ。

「どこにいる？　隠れてるなら、ここで倒れている連中、全員この霧む斬ざんで肉の塊に変えちゃうよ。ほらっ！」

『やめてくださいっ！』

　奥の扉が開いた。

『私はそこにいます。だから誰だれにも酷ひどいことをしないで』

　マモンは開いた扉と周りを見比べて、

「ふん、最初からそうすればいいのに。僕ちょっと気分悪いな」

　面白くなさそうに扉の奥、小さ夜よ子こが待っている部屋に入った。
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「へえ、なかなかそれっぽいね。うん、僕の想像したとおりだ。悪くない、悪くないよ。ふふふふ、はははは」

　小夜子を前にしてマモンは上機嫌になった。

　小夜子はエレクトロン・フュージョンのシートに上半身を起こした姿勢で横たわり、顔の半分はバイザーで隠れていた。手に持っている銃の先は震ふるえている。

「それってエレクトロン・フュージョンだよね？　それにうしろの箱はＬＡＦＩだ。当たり？　当たったでしょ。あははは。やあ、ありがとう。捜す手間がはぶけちゃった」

　上機嫌のマモンは部屋の中をうろつきながら喋しやべる。

「ＬＡＦＩも大事だけど、エレクトロン・フュージョンも欲しかったんだよね。それがあると一いつ瞬しゆんで頭の中のデータ入力できるじゃない。歌で転送してもいいんだけど、疲れるし効率悪いから。でも脳の負荷はちょっと怖いんだよね。もっとも僕はリーディング能力で慣れてるし、あなたみたいな人が無事なんだから、変異体から読み取った情報もアテにならないかな」

「変異体って……木き梨なしさんのですか？」

「うん、大部分はそうかな。人間以外の意識ってのは外国人と話してるみたいに理解不能でさ。まあ、いいや。お喋りはあと。あなたを殺して、ＬＡＦＩをいただくとしようかな。いいよね？　僕がんばったから。当然の報ほう酬しゆうだよ」

「そ、そうはいきません」

　小夜子は震える手で拳けん銃じゆうを持ち上げる。それを見たマモンはさらに愉快そうにした。

「あははははは。いいね、それいいね。うん、最高のジョークだ。僕の活かつ躍やくをカメラで見てたんでしょ。だったらそんなの無む駄だだって解わかるよね？　僕の動きは捉とらえられない。無駄だよ。いや、そんな必要もないかな？　銃撃うったことある？　戦せん闘とう経験ある？　そんな構えじゃ、止まってる的にも当たらないよ。ねえ、それにバイザーつけたままで見えてるの？」

　マモンはナイフ型霧む斬ざんを構える。

「まあ、いいや。死んじゃってよ」

　冷たい笑いを浮かべ、マモンはナイフを小夜子に向かって無造作に投げた。

　銃声が鳴った。







「な、なんで……」

　腕から血を流し、マモンはよろける。驚おどろきに手からナイフがこぼれ落ちた。

「なんで、どうして？　当たるはずないよ。だって僕は、動きを読んで……当たらないようにできるんだ」

　小さ夜よ子この撃うった弾は腕をかすめただけだ。血肉こそ削ったが、致命傷でもなければマモンの動きを封じるほどのものでもない。

「あなたの動きを……読みました」

　小夜子は銃身を震ふるわせ、途切れ途切れの声で答えた。苦しそうに何度も息の固まりを吐いている。

「そっ、そうか。うん、まいった。まいったなあ。ＬＡＦＩとエレクトロン・フュージョンを繋つなげればそんなことまでできるんだ。僕の動きをＬＡＦＩで計算予測させて、脳に肉体運動のデータを転送する。へえ、そうか。ふふふ、いいね。ますます欲しくなったよ」

「降伏してください。殺したくありません」

「ふふふふふ、はははははは、あははははははは」

　マモンは笑う。この状況でも笑い続ける。

「無む駄だだよ。僕の勝ちだ。いまの一発で仕留められなかった時点であなたの負け」

「な、何を言ってるんですか！」

「その手は怖くて震えてたんじゃないんだね」

　どこか胡う散さん臭くさい哀あわれみの眼まな差ざしが小夜子に注がれた。

「やっぱり変異体の情報は正しかったんだ。あなたの脳は、大きな負荷で限界のはずだ」

「そ、そんなこと……」

　しかし構えようとした銃は手から滑り落ちた。苦く悶もんの表情を浮かべ、喉のどの奥からうめき声を発する。

　マモンはゆっくりと歩み寄ると、息がかかるくらいの距離にまで顔を寄せる。

「残念だったね。あと一歩だったのに。チェスならチェック、将棋なら王手飛車取りくらいには僕を追いつめたのに」

　バイザーを脱がすと、まじまじと小夜子の顔を見る。

「綺き麗れいだね。綺麗な人、僕好きだよ。特に今みたいに苦しんでる姿を見るのは、最高だね」

　愛いとおしそうに頬ほおをすり寄せ、耳元でささやく。

「最後に僕があなたの頭の中をのぞいてあげる。ぐちゃぐちゃにかき回してあげるよ。ゆっくり、ゆっくり狂わしてあげるから。さあ」

　マモンは小さ夜よ子この顔を両手で挟むと、額をつけようとした。その動きが止まった。

　──なに？　この感覚？

　心がざわついた。何かがマモンの心をかき乱した。小夜子から離れると、部屋の中を見渡す。ところ狭しと積まれた機材、遺産が入っていると思われる厳重に密閉された箱の数々、ケーブルやライト。それらの一つ一つを、丁てい寧ねいに観察していく。

「なんなの？　これなんなの？」

　マモンは自分の体、正確には意識に起こった奇妙な感覚に戸惑う。その原因を探し求め部屋の中を何度も見渡した。

　しかしその顔が不機嫌なものになった。

「なんていうか、空気の読めない人っているよね。邪じや魔ましないでよ。そういう人って嫌われるよ」

　マモンは振り返ると、扉のところに立っている人物を睨にらみつける。

「そう邪険にするなよ」

　八や代しろ一はじめがベレッタ９０００Ｓの銃口をぴたりとマモンに突き付けていた。
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「や、八代さん……ですか？」

　小夜子が苦しげに、呼吸する。

「無理して喋しやべらないでいいですよ朝あさ倉くらさん。ここは僕に任せて」

「でも……」

「ああ、ここから先は男の仕事です。俺おれの見せ場ですから」

　あえて明るい口調で、八代は喋っている。マモンの顔からは不機嫌な感情は消えていた。代わりに浮き出たのは興味だった。

「八代……一。へえ、そうか、あなたが、あの八代一か」

　マモンの表情は一転して、陽気になり、壊こわれた笑みを貼はり付ける。

「こうなったら僕も名乗らないといけないね」

「あまり興味ないな」

「そうつれないこと言わないでよ。僕は七つの大罪のマモン」

「だから興味ないって、言っただろう」

　いつになく八代の表情は険しい。ここに来るまでの惨状を見てきたからだ。

「短気だなあ。もっと軽い人だと思ってたのに。でも、もう一つの僕の名前、本名を聞いたら絶対興味が出るよ」

「本名？」

　八や代しろは油断なく、銃を構える姿勢を崩さない。

「本当の名前は六りく道どう、六道舞まい風かぜって言うんだ」

　八代の銃口が一度だけぶれた。

「六道、六道だって!?」

「あははは。驚おどろいた驚いた。そう、真まな目め家けの守り目、元八はち陣じん家けの一つだった六道家さ。よろしく、八代家の長男、八代一はじめさん」

　わざとらしくマモンは優雅なお辞じ儀ぎをする。

「六道家が残ってたなんて」

「ふふふ。驚いてくれたね」

「ああ、二つの意味で驚いた。六道家がまだ残ってたことと、そこの人間が七つの大罪に与くみしてるなんてことにね」

「それはお互い様でしょ？　よりによって八代家の人間がＡＤＥＭに所属してるなんて、ね」

　八代は部屋の隅に沿いながら、マモンの周りを廻まわる。戦うポジションを変えたいという意志があった。下手をすると小さ夜よ子こが巻き込まれてしまう。マモンを彼女から引き離したかった。あからさますぎる意図だが、マモンはどうでるか。

　マモンは一度だけ意味ありげに小夜子を見る。八代の意図は見抜いているというメッセージを送ってくる。それでいてなおマモンは八代の誘さそいに乗り、八代を正面に見据えながら、移動していく。

「やあ、すまないねえ」

　八代は警戒を緩ゆるめず軽口を飛ばす。

「かまわないよ。今日の僕は機嫌がいいんだ。それにあなたとは他人の気がしない」

　マモンが両手にナイフを握る。投とう擲てきを目的とした持ち方に、八代の歩調は慎重になった。

「ずいぶんナイフを警戒しているね。なんの変哲もないのに」

「何人か犠ぎ牲せい者しや見ているから。臆おく病びようなくらいが丁度いい。あんな死に方はごめんだ」

「あはははは。なんだ、タネ割れちゃってるんだ。いいよ。じゃあ、ちょっと予行練習といこうか」

　マモンは軽くステップを刻みながら、八代に攻め込む機会をうかがっている。

「ほら、見せてあげるよ。これが峰みね島しま由ゆ宇うの動きだ」

　たたんと軽快に軽やかに踏ふみ込む。八代は狙ねらいを定め撃うとうとするが、あまりの速さに追いつかない。とっさに戦法を切り替えた。当たりをつけて前方に銃を撃つ。当たらないのなら、足止めを狙う。




　しかしマモンは威い嚇かく射しや撃げきに怯ひるみはしなかった。

「きちゃったよ」

　目の前まで迫ったマモンはナイフを鮮やかに回しながら、斬きりかかる。オーバーアクションで動きに無む駄だが多い。

　八や代しろの回かい避ひは紙一重だった。とっさにバック転し、うしろの壁を三角蹴けりの要領で蹴り、マモンの頭上を越えた。背後を取った。八代がそう思ったときには、マモンの背後に向けての一撃が無造作に繰くり出された。うしろに倒れるように回避した。ネクタイの一部が、ナイフの切っ先に引っかかる。半分が塵ちりと化し、崩れ去った。

　塵が二人の視界を一いつ瞬しゆん塞ふさぐ。倒れた勢いを利用して、片足を蹴り上げた。しかし完全に視界が塞がれていたわけではない。マモンは上体をひねり八代のつま先をかわそうとする。しかし八代が狙ねらっていたのはマモンではなかった。ナイフ型の霧む斬ざん、あらゆるものを融ゆう解かいさせてしまう刀身をあろうことか蹴り上げた。

「あっ！」

　はじかれたナイフはかろうじてマモンの手に残った。刀身に触れてなお八代の足は健在だった。

　両者は距離を置いて一息つく。パチパチとマモンが拍手を送った。

「やあ、すごいねすごいね。さすが今一番の隆盛を誇る八代家の人だね。ここまでやるとは思わなかったよ。あとごめんよ、ネクタイ似合ってたのに、だいなしにしちゃって」

「ああ、気にしないで。超過勤務のときにキオスクで適当に買ったやつだから」

　八代はネクタイを外すと、首元を緩ゆるめる。

「こういうやりとりは久しぶりだから、勘がにぶってしかたない」

「なに言ってんのさ。しっかり霧斬の弱点ついてきちゃって。ある物体の振動数から別の振動数へ切り替えるのに０・２秒のタイムラグがある。そのほんのちょっとの隙すきをつくなんてね。驚おどろいちゃった」

「これでもＡＤＥＭの人間だから、遺産の勉強は熱心。最近の研修でやったばかりさ」

「謙けん虚きよだね。でも見切っても普通は実行できないもんだよ。そこに無残な死が待っているならね。腐っても鯛たい、破れても小こ袖そで、痩やせても枯れても武士は武士、武士は食わねど高たか楊よう枝じ。最後のはちょっと違うか？　まあ、いいや。こんな組織にいても八代家の人は八代家の人ってことかな？　あれ、これはあなたに失礼？　まあいいか、褒ほめ言葉だよ、一応は」

「いやいや、僕はやっぱりツメが甘いね。万全ならいまごろ君は無手だ」

　八代の余裕の態度を虚勢と見たマモンは、クスクスと年相応の少女のように笑った。

「半日前ならもっと簡単だったよ。つい先日まで、僕はこんなことできなかった。峰みね島しま由ゆ宇うに感謝しなくちゃね」

「それはどういう意味なんだい？」

「また説明しなくちゃいけないの？　面倒だな。二度手間だよ。まあいいや。僕は親切で優しくて慈悲深いから何度でも説明してあげるよ。ただし説明し終わるまで生きてたらだけどね」

　マモンの手からナイフが放たれる。とっさにかわした八や代しろの背後にあった機材が、かわりに犠ぎ牲せいになった。塵ちりとなって崩れ落ちる。

[image: ]

　マモンは攻勢の手を緩ゆるめない。その中で相手の頭をのぞき込むリーディング能力、変異体や由ゆ宇うの知識を吸い取ったことを説明する。

　──自己顕示欲の強い子だ。

　言動に歪いびつさを感じた八代は、注意深くマモンを観察した。説明を聞きながら、ナイフを次々とかわしていく。ときに反はん撃げきを試みるが、銃弾は一発も当たらない。拳こぶしはかわされ、蹴けりはナイフに阻はばまれそうになり急停止を余よ儀ぎなくされる。

　由宇の動きと言ったが、微細に違う。性格が反映されているのか、マモンの動きは軽快だ。軽いとも言う。由宇に感じる、底知れない圧倒感はない。

　──だとしても、きついなあ。

　八代は内心愚ぐ痴ちる。

　その間にも八代に代わり部屋中のものが、次々とナイフの犠ぎ牲せいになっていく。機材は崩れ、壁には穴が開き、遺産を保管する箱は壊こわれ、中身がこぼれ落ちる。

「はあ、すっごい。ずいぶん、優秀な力じゃないか。やあ、たいしたもんだ」

　しかし八や代しろの言葉にマモンは表情を歪ゆがめる。

　──おや？

　八代の言葉は自己顕示欲を満たすものであるはずだ。なのに、いま垣かい間ま見みせた表情はなんなのか。

「六りく道どう家けも、君みたいな人間がいるなら鼻も高いだろうね」

　もう一度突いてみる。

「そんなこと、ない」

　動きを止めたマモンは吐き捨てるようにつぶやく。

「どうしてだい？」

　マモンの返答はしばらくなかった。床を見つめ、唇を噛かみしめていた。

「才さい火かって従い兄と弟こがいるんだ。僕より年下の」

　その口調だけで、ああ、と八代は納得する。

「なんでも優秀すぎて、僕の立場はなかった」

　続いた言葉は八代の予想通りのものだった。自己顕示欲はコンプレックスの裏返しだった。

「ああ、そりゃ、なかなかに辛つらいね。おいそれと人生相談もできない身の上だしね」

「あなたに何が解わかる？」

　マモンの口調は重たい。笑顔が消えた顔には、歪みだけが残る。歪んだ表情のまま、マモンは再びナイフで斬きりつける。

「解るさ」

　かわしながら答える。

「その気持ちは解るよ。先に生まれたのに、出来が悪いって肩身狭いよね。僕も兄としての威厳がなくてさ、人生ドロップアウト」

　マモンの表情から歪みが消えて惚ほうけたものになる。

「へえ、弟か妹がいるんだぁ？　あ、そっかぁ、でなきゃ八代家が今の地位にあるわけないか。よほどすごい人なんだろうね、あなたの弟か妹は」

　マモンの惚けた顔はやがて笑顔に変わる。歪いびつさが薄うすれ、親しみのある優しささえ感じる笑顔だった。

「まあね。出来が良すぎて困る。何をやらせても百点どころか三百点なんだよ。僕は全部八十点」

「気が合うね。でもアベレージ八十点ってのは気に入らない。充分優等生じゃないか。僕は落ちこぼれだったよ。三十点とかそんなんばっかり」

「ごめん、見み得え張った。僕も赤点と追試ばっかり。っていうか、決死の思いで家出をしたのに、呼び戻されるどころか、あっさり勘かん当どうされておしまい。ちょっとは追いかけてきてくれるかななんて、期待して走り出したのに、振り返ってみたら誰だれもいない。どう？　これってけっこう惨みじめでしょ。グレる一歩手前だったよ。若かったからねえ」

「うん、解わかる解る。僕もだーれも追いかけてきてくれなかった。それどころかやっかい払いできたみたいな顔されてさ。あはっ、それにしても、わざわざＡＤＥＭにくるあたり、けっこう根性あるんじゃない？　一族郎党、総スカンでしょ？」

「大当たり。今年の正月も、一人わびしくカップラーメン食べてた」

「なんか、あなたのことすっごく好きになったよ。キスしたいくらいだ」

「僕はそれでもかまわないけど。敵同士が恋に落ちるなんて、ドラマチックじゃないか」

「残念、僕とあなたとじゃつりあわない。なにせ僕は百点を超えたんだ。才さい火かを超えた。峰みね島しま由ゆ宇うの知識を吸い取り、変異体の記き憶おくを吸い取った」

「今は、怖いものなし？」

「そうさ！」

　マモンを見る八や代しろの目に宿ったのは憐れん憫びんか、それともかつての己の姿か。

「僕はあの子を超えた。超えたんだ。もう才火は怖くない。僕が後継者だ！」

　マモンの笑顔はまた徐々に歪いびつになる。狂気が混じる。異様な熱がこもる。

「そろそろ観念してよ。あなたのこと、とても気に入った。苦しまないように殺してあげるから」

　マモンは足を止め、ナイフの切っ先を八代に突き付けた。

「いままで遊んでたけど、本気出すよ。峰島由宇の身体能力と変異体の知識から作った霧む斬ざん。いまだに落ちこぼれのあなたなんか、かないっこないんだから」

　八代は静かにマモンを見る。

「君が百点を超えたって言うなら、僕も切り札を出さないといけないか」

「切り札？」

　八代が懐ふところから出したのは、スーツ姿にあまりにも似つかわしくなかった。

「クナイ？　ああ、八代家はクナイを得意としてたっけ？」

　マモンは余裕の表情だ。

「神しん鳴めい殺さつって知ってる？」

　クナイの取っ手に糸を結びつけながら八代は語る。マモンがおとなしく聞いているのは、それでも八代に抱く共感と、興味だ。

「知ってる。カビの生えた古い技だよ。音の共鳴と空気の対流を利用したかまいたち。それがあなたの切り札？」

「そのカビを取っ払うために必死に磨いてみた。百点を超えたい一心でね」

「そして超えた？」

「そう。唯一百点をうわまわることができた技。あのときの感動は大きかったなあ。これだけは凡人の特権だね。技を習得した感動を天才は知らない。そしてその感動が、天才を超えることも知っておくべきだと思うよ」

　糸にくくりつけたクナイをゆっくりとまわし始めた。クナイに開いた穴に空気が流れ、奇妙な風の音が鳴る。マモンは黙だまって八や代しろの様子を見守っていた。

「律りち儀ぎに待ってくれるんだ。礼を言っておく」

「あなたの努力、受け止めないとね」

　マモンもナイフサイズの霧む斬ざんを構える。口元には微笑。凡人が天才を超えたという期待が、少女を満たしていた。

「さあ始めようか」

「ああ」

　八代からクナイが投げられた。

　奇妙な音を奏かなでながら、クナイは一直線にマモンへ向かう。マモンは全ぜん身しん全ぜん霊れいをクナイに集中していた。さらにクナイが視界の盾となった。だから、八代がクナイを放った直後に銃を抜いたことに気づくのが遅れた。

　クナイの共鳴音ではなく、ベレッタ９０００Ｓの銃声が鳴り響ひびいた。







　血だまりの中に、少女は倒れていた。苦しげな呼吸は、徐々に弱まっていく。

「あなた、ひどいよ、ひどいよ。裏切られた。ほんとはちょっとだけ期待してたんだよ……」

　マモンが弾を避よけられなかったのは八代に騙だまされたからではない。やはり天才を超えられないという残酷な現実に、心が凍りついたのだ。

　八代の言葉は結局のところ、マモンのコンプレックスを利用したブラフだった。ただクナイに注視させるためのものだった。

「ごめんな」

　八代は心の底から謝る。自分と同じコンプレックスを持つ少女を憎むことはできなかった。一歩間違えれば、自分も同じ道を歩んでいたかもしれないのだ。

「くそ、くそ、ちくしょう……凡人は結局凡人なんだ。……生まれたときから才能なんて全部決まってるんだ。天才を超えることなんてできないんだ。一いつ瞬しゆんでも信じた……僕が馬ば鹿か……だった」

　マモンの呼吸は弱々しくなり、声もとぎれがちになる。それでも恨みがましく八代を見つめる顔だけは変わらない。目を背けたくなるような表情を、八代は最後まで見つめた。

「嫌だ。ちきしょう、やだ……僕は……才さい火かを超えるん……だ」

　動かなくなった体を前にして、八代はしばらくその場に立ちつくす。

　とどめを刺そうとして銃口を向けるが、どうしても引き金をひけなかった。あと一分もしないで少女は絶命する。そのくらいのことは八はち陣じん家けに生まれた八代には、すぐに解わかる。

「ああ、ぼんやりしてる場合じゃないな。やることはいっぱいあるんだ」

　不自然に明るい声を出した八や代しろは、気絶した小さ夜よ子こを抱きかかえて部屋を出て行く。

「ごめんな」

　もう一度だけ謝ると、八代はその場を去った。

　部屋は静かになった。さらさらとこぼれる砂の音だけがする。マモンが霧む斬ざんで斬きったあとだ。やがて崩れた砂の中から、円筒のガラスケースがこぼれ落ちた。床に落ちたガラスケースは割れ、中にあった保存液と、それに浸されていた生き物の体の一部とおぼしきものが散らばった。半分になった生き物の頭部のようであったが、地球上に該当する形のものはない。

　マモンの目がうっすらと開く。まだ少女は死んでいなかった。死の淵ふちにあり、あと一分も持ちそうになかった。その目が半分の頭部に向けられる。

　死にかけの瞳ひとみに、いっとき強い光が宿る。

「あっ……あっ……」

　マモンの手がゆっくりと頭部に伸びていく。それはかつて闘とう真まが切断し、萩はぎ原わらが回収した変異体の脳の半分だった。

「見つけた」

　マモンの顔に歪いびつな笑顔が戻った。
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「伊だ達てさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　八代に声をかけられて、伊達は意識を取り戻した。

「……八代か。お手柄だな」

「何を言ってるんですか。ここまで全部、伊達さんの作戦通りですよ。突入のタイミング一つで、敵の動きを制限しちゃうなんて、やっぱすごいなあ」

「世辞はいい。侵入者は、マモンはどうなった？」

　八代の目が寂しいものになる。

「なんとか、倒しました」

「さすがだな。秘書官にしておくのがもったいない。ＬＣ部隊に転属するか？」

「冗談よしてくださいよ。いまの立場、けっこう気に入ってるんですから。それに……僕は……」

　いつもどおりの八代の軽けい薄はくな口調が突然、途切れた。

「僕は、駄だ目めです……。戦いに向いていない、本当に……」

　言葉を詰まらせ、手で顔を覆おおうようにぬぐい、自じ嘲ちよう的てきに喋しやべる八代を見ても、伊達は何も言及はしない。

「なら好きにしろ」

　ただ短く、それだけを伝える。

「はい、そうさせていただきます」

「八や代しろ、うしろだ！」

「え？」

　伊だ達ての切迫した声にうしろを振り返る。そこで八代は信じられないものを見た。

「やあ。さっきはよくも、騙だましてくれたね」

　にっこりと微笑ほほえんだマモンの蹴けりが、八代の脇わき腹ばらにめり込んだ。真横に吹き飛ばされた八代は、床を何度かバウンドして壁に激突する。

「がはっ」

　激痛にのたうちまわった。あばらにヒビが入る。とても少女の脚力ではない。それでも果敢にマモンを睨にらみつけた。

「なぜだ。死んだと思ったのに」

「そうだね、僕も死んだと思った。ほとんど死んでたよ。いまだって本当は危ないんだ。でも、天は僕を選んだ」

　右手に持ったものを天てん井じようにかざす。

「それは……変異体の脳か？」

「そう。リニアエクスプレスのコントロール施設で回収されたものらしいね。足りなかった変異体の知識の半分が僕のものになった。思いの強さは、肉体にまで影えい響きようを与える。教えるまでもないよね。僕は変異体の力を手に入れた」

　マモンが掲げた肉の塊がどろりと溶ける。しかしそれは滴したたり床に落ちることはなく。マモンの右腕を覆おおい、そのまま同化してしまった。

「馬ば鹿かな。解わかってるのか。そのままだと木き梨なしと同じ運命をたどる。いずれ変異体に呑のみ込まれ、自分が自分でなくなるだけだぞ？」

「どうかな？　意識の取り合いは得意のつもりだよ。僕はこの力をねじ伏せてみせる。そうさ。僕はもっと強くなるんだ。ふふふふ、あははははははは」

　耳を覆いたくなるほどに、マモンの笑い方は狂っていた。しかしそれも長くは続かない。すぐに表情を苦しげに歪ゆがめ、膝ひざを折る。変異体の知識の影響力は強く、徐々にマモンの知性を蝕むしばんでいた。

「はあはあ。あははは、くくくくく。これはいい。いい、すごくいい」

　苦しみながら笑う。変異体の頭部と同化した右腕が激しく脈打つ。血管が二の腕から、肩、首へと浸食していく。

「く、くそっ」

　痛みに意識を奪われそうになりながら、八や代しろはなんとか立ち上がろうとした。その目前で信じられない光景が繰くり広げられる。

　いったん部屋の奥に入ったマモンが再び姿を現わしたとき、その肩には数百キロはあるＬＡＦＩファーストが担かつがれていた。

「なっ！」

　絶句する。変異体との同化がもたらした力か、足取りこそ重いものの、マモンは笑いながらその場を立ち去った。

　八代達たちを気にもとめなかった。変異体との同化が冷静な判断力を奪ったのか、それとも生殺しを楽しむつもりか。

「くそっ」

　八代も痛みを殺しなんとか立ち上がった。手近に落ちている銃を拾う。最悪の事態だ。マモンは最大の禁きん忌きに触れ、自分のものにしてしまった。

　これはとどめを刺さなかった、いや刺せなかった自分の重大なミスだ。取り返しのつかない、最悪のミステイクだ。

　マモンを黒くろ川かわのもとへ返してはならない。八代は脇わき腹ばらを押さえ、マモンの後を追った。







「止まれ」

　うしろから銃を突き付け、八代はマモンを止めようとする。振り返ったマモンの顔は青白く、放っておいても死ぬのではないかと思わせた。肩にＬＡＦＩを担いでいる姿とあまりにもアンバランスで、不気味だった。

「撃うつの？　あははは。騙だまし討ちした上に、丸腰の僕を撃つんだ？」

「ここまでだ。あきらめろ」

「あきらめる？　なんで？　どうしてあきらめる必要があるの？　僕はいま最高の力を手に入れたんだ」

「ぼろぼろじゃないか。変異体に浸食されてる。いまなら間に合う。引き返すんだ！」

　マモンの笑いの質が変わる。歪ゆがみから蔑さげすむものになった。

「戦おうともしない負け犬が、なに言ってるの？　僕にとどめを刺さなかったくせに。あそこでとどめを刺さないなんて、どれだけ残酷か解わかる？　苦しかったよ、痛かったよ、でもそんなのはいいよ！　あなたに騙された絶望感にくらべればね！　あんな気持ちのまま放っておかれて、置いてかれたら、僕は死ぬに死ねないじゃないかっ！　あなたの罪悪感を、なんで僕の苦しみに上乗せするんだよ！　最低、最悪、本当に卑ひ怯きような男だね、あなたは。せっかく好きになれると思ったのに、もう大っ嫌いだよ、おまえなんて。偉そうに僕に命令するなっ！　今から僕に起こることは、全部おまえのせいだよっ！」

　舞まい風かぜの言葉が八や代しろの心に突き刺さる。

「邪じや魔ましないでよ。僕は戦ってるんだ！　おまえみたいにこんな組織に逃げてるのとは違う。僕は才さい火かに勝つ。六りく道どうの力を受け継ぐのは僕だ！　だから邪魔するなっ！」

　マモンはもう八代への興味を失ったのか、よろけながら緊きん急きゆう脱出用のエレベーターに乗り込んだ。言葉をつまらせていた八代は、乗り込むのを見て思わず叫ぶ。

「死ぬぞ！　そのエレベーターは壊こわれてる！」

　エレベーターはサタンの高熱の影えい響きようで天てん井じように穴が開いている。そうなっては地上３００メートルまで打ち上げられても、降下するためのパラシュートが開かない。しかしマモンはだからどうしたという顔をする。

　エレベーターの扉が閉まる。八代は扉の向こうに消えるマモンめがけて引き金を引いた。マモンはよけようともしなかった。弾丸は頬ほおをかすめて、血の雫しずくを産む。

「さよなら。負け犬さん」

　傷口のような笑みが、扉の向こうに消えた。




　　　　　　　　14




　エレベーター内でシートベルト着用の案内とカウントダウンが始まる。しかしマモンは椅い子すに座ることなく、ＬＡＦＩファーストを床に投げ、ただただ笑っていた。

「才火、僕の勝ちだ。ついに君を超えるときがきたよ」

　カウントが０を迎えた。エレベーターは、ロケットのごとく発射された。７Ｇの重力が、マモンの体を床に押しつけた。

「ふふふふ、ははははは」

　上昇のＧで顔が歪ゆがんでも笑いはとまらない。

　マモンを乗せたエレベーターは二十秒を待たず地上に到着し、その勢いのまま空高く舞い上がった。

　３００メートルの頂点を過ぎると、下降を始める。しかしパラシュートは開かなかった。それでもマモンは笑い続ける。この先に待つ運命が、地上に叩たたきつけられるのだとしても。

　しかしエレベーターは空中で停止した。パラシュートが開いたわけではない。何もない空間で金属の箱が浮いている。しかしその景色も長くはなかった。

　空一面が歪んだ。歪んだ空間は黒くろ鉄がねに染まる。やがて巨大な飛行物体が空に現われた。

「回収に成功したか？」

　飛行物体──フリーダムの中から見守っていた黒くろ川かわは、確認を促す。

「はい。成功しました。いかがいたしますか？　このまま一気にＮＣＴ研究所を落とすという手も」

「待て」

　黒くろ川かわは思案する。

　サタンは死に、ルシフェルからの応答もない。レヴィアタンは重体のベルゼブルを連れてどこかに消えてしまった。七つの大罪の半数がいなくなった。

　すでに日本政府をこれ以上騙だまし続けるのも限界が来ている。米軍が動き出しているのがまずい。

　フリーダムの最大の特性はステルスだ。しかし一箇所に長くとどまっては、その特性も死んでしまう。時計を確認した。黒川が想定したＮＣＴ研究所の陥落時間はすでにオーバーしている。

　黒川は眼下のカメラに目を向けた。いまだにＡＤＥＭによる抵抗は続いている。多段式軽ガスガンと、サタンを倒した水を操る強力な遺産兵器を前に、海かい星せい軍は足止めをくらっていた。全体の数からすれば微々たるものとはいえ、兵士がこれ以上減るのは得策ではない。黒川はしばし思案する。

「マモンとは話せる状態か？」

　通信機で連絡を取るとすぐに返事が返ってきた。

『やあ、僕に何かよう？』

「ＬＡＦＩは手に入れたか？」

『ああ、ぬかりはないよ。ちゃんと持ち出したさ。こっちは、ファーストのほうだね。これで峰みね島しま由ゆ宇うの暗号を解いてみせる』

「そうか、よくやった」

『ふふふ、当然だよ。それに僕は大きな力を手に入れた。ＬＡＦＩよりももっとすごい力だ。ふふふ、あははははは』

　途中、医師が会話に割り込み、マモンの容態が危険なことを警告した。会話を切り上げると、眼下の様子を見る。

　巨きよ躯くの男と、赤とブロンドの髪の女が二人。さらに、海星軍の戦せん闘とうヘリを奪い、上空から攻こう撃げきしているものが一名。しかし、縦横無尽に移動していいならいざ知らず、ＮＣＴ研究所の唯一の入り口、正面ゲートを守らなければならないという不利が、四人の行動を制限している。いかにＡＤＥＭの精鋭といえども、四人を包囲する輪は徐々に狭せばまっていた。

「……あと一押しか。思ったよりもあっけないな」

　黒川は自陣の有利になぜか失望に似た言葉をこぼし、一気にＮＣＴを陥落せんと命令を飛ばした。
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　マモンの消えたエレベーターを、八や代しろはずっと凝ぎよう視ししていた。我に返ったのは、うしろから引きずるような足音がしたからだ。

「伊だ達てさん、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　伊達が自由のきかない体に鞭むちを打って、ここまでやってきた。

「あいつ、ここの壊こわれた脱出エレベーター使っちゃいました。自殺同然ですね。たぶん助からない」

「いや、これは黒くろ川かわの作戦通りに違いない」

「え、でも？　え、あ、それじゃあ……」

　伊達の手に抱えている物を見て、八代は弱々しく笑う。カウントダウンの始まった遺産技術を使用した爆弾。片手で抱えられるほどの大きさで、ＮＣＴ研究所の半分を崩ほう壊かいさせる爆発力を持つ。もう残り一分もない。

「すみません……。本当にすみません。もう、こうなったら。これ以上遺産を渡すわけにはいきませんし、仕方ないですね……、全部、僕の……」

　しかし伊達の目には強い意志があった。あきらめている人間の目ではなかった。

「八代、何を言っている？　この千載一遇のチャンスに」

　伊達は太く笑うと、最後の力を振り絞って爆弾をエレベーターに投げつける。

「待っていたぞこの時を！　ついに隙すきを見せたな、黒川！」

　そう言って、伊達は拳こぶしをエレベーターの射出ボタンに叩たたきつけた。







　エレベーターシャフトの中を、爆弾を乗せたエレベーターが砲弾のごとく奔はしっていく。地上まで１２００メートル。鉄の箱は極限まで高められたガス圧によって、二十秒弱で一気に地中から天まで押し上げられる。

　エレベーターは猛スピードで地中を突き抜けそのまま地上へと放り出され、マモンの乗っていたエレベーターの軌道をなぞるように空へと昇っていった。

　空を貫かんばかりの勢いは、しかし何もない空間で突如阻はばまれる。見えない何かに激突した。直後、伊達が中に放り込んだ爆弾のカウンタータイマーの表示がゼロになった。

　次の瞬しゆん間かん、巨大な爆発の炎が、天上を嘗なめるように広がっていく。

　視界のすべてを覆おおわんばかりの炎の輪郭が、世界最大の航空機の姿を空に浮かび上がらせた。
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「な、なに？」

　鼓膜を破かんばかりの爆発音に空を見上げてみれば、核実験を思わせる巨大な炎の塊が空に生まれていた。熱い強風に煽あおられそうになり、あきらは足を踏ふん張って耐える。

「大だい丈じよう夫ぶ、あきら？」

　萌もえがあきらとアリシアの体を抱きかかえて楯たてになってくれた。周りでは熱風に吹き飛ばされる兵士までいた。

「いったい、なんなの？」

　冷静なアリシアも、驚おどろきを隠せず空を見上げた。上空には見えない何かが炎の塊に焼かれている。

　やがて暴風はやみ、熱さだけが肌に残った。戦せん闘とうは中断され、誰だれもが呆ぼう然ぜんと空を見上げていた。炎が去った後も、巨大な何かの存在を空に目視できた。朝日を受けて、何かが陽炎かげろうのように揺らめいていた。

「あれが……フリーダム？」

　常軌を逸した巨大な飛行物体に、あきらは息を呑のむ。大きさは聞いていたが、それを実際に目で見るのとは大違いだ。

「ステルス機能が壊こわれてる？」

「いえ。爆発で表面に焼き付いた熱を処理しきれないのよ。熱が空気を歪ゆがませて、機体が浮き出ているんだわ」

　陽炎の機体は、徐々にだが傾いていた。

「落ちる？」

　金属の軋きしむ音が空で鳴った。それは巨大な航空機の悲鳴だった。
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「何が、何が起きた！」

　立っていられないほどの振動に、黒くろ川かわは椅い子すにしがみつく。外部モニターのほとんどが、一いつ瞬しゆん、真っ赤になった後に砂すな嵐あらしの映像しか送らなくなる。

「どこからかミサイルの攻こう撃げきを受けたようです！」

　オペレーターがヒステリックに叫ぶ。

「いや、違う。爆発は下から突き上げるように起こった。これは……」

　黒川は足下を見る。意識の先はフリーダムをつきぬけ地上に落ち、さらに地下１２００メートルまで向けられた。

「伊だ達てか。やってくれる。いや、これは俺おれのミスか」

　本来、居所の解わからないフリーダムの滞空場所が確実に判明するタイミング。突入のタイミングを狙ねらわれたのなら、遺産回収のタイミングも狙われると予想すべきだった。

「被害状況を報告しろ」

　いかにフリーダムといえどもあれだけの爆発に無傷でいられるはずはない。いや、逆にいまだに飛行しているほうが驚きよう異いといえた。それほどまでに外壁のト00合金の強度と、姿勢制御に使われているアビオニクスの性能は突出していた。

「下部格納庫、大破。第二から第七格納庫、大破。第一第八格納庫、中破」

「機内の気圧が低下していますっ！　大気の漏ろう洩えい箇所は不明！」

「推進力エンジンの二番、三番、五番、六番使用不能、姿勢制御エンジンの四番、七番、八番、使用不能！　飛んでいるのが奇跡のようです」

　次々と被害状況が報告される。

「さすがか」

　マモンが変異体の知識の中から吸い出したアビオニクスの姿勢制御は、瞬しゆん時じのこの状況に対応し墜つい落らくを回かい避ひしている。

「緊きん急きゆうっ！　第二火薬庫で出火が発生、このままでは！」

　オペレーターの報告が終わる前に、爆発が起こった。同時に床が大きく傾く。坂を滑り落ちるように、高度が低下する。

「姿勢を立て直せ。このままでは落ちるぞ」

「無理です」

「航空機以外の兵器はすべて破棄しろ。軽くするんだ」

　フリーダムの下部ハッチが開き、そこから次々と戦車、装甲車等が落下する。すべてをはき出したところで、ようやく高度の低下が収まった。

「なんとか、なったか？」

　しかし安あん堵どの暇いとまはなかった。

　ぎいと、何かが軋きしむ音が機内に流れた。一度や二度ではない。断続的に、しかし絶えることなく軋んだ音がする。

「なんだ？」

「大変です。下部の爆発地点を中心に、機体の歪ゆがみが広がっています。このままでは空中分解します！」

　ざわめきが起こる。

「そうか」

　黒川の決断は速かった。

「本機は海洋に向かい、そこで破棄する。総員は退たい避ひ。酸素マスクの着用も忘れるな。なんとしても海までもたせてから、沈めるんだ。証拠を残してはならない。三号機は地上部隊を回収の後、本機の乗組員の移送受け入れ態勢に入れ！」

　全員が敬礼し、黒くろ川かわの命に従った。
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　一部始終を見守っていた萩はぎ原わらは、呆ぼう然ぜんとした。

「すげえ……」

　巨大な炎に包まれた世界最大の航空機はいまは、力尽きたようにゆっくりと降下していった。

「すげえ、すげえ。やった、やったぞっ、やったんだっ！　八や代しろさんっ！　最高のエンドロールだよ」

　萩原は立ち上がると、子供のようにはしゃぎ手を叩たたいた。

　やがて陽炎かげろうのように揺らめく見えない巨大航空機は旋回し、ＮＣＴ研究所上空から飛び去ろうとする。

「あ、そういや、もう一機は……？　あれだけ派手に爆発したんだから、無事ですむはずない……よな？」

　萩原の疑問はすぐに解答が出た。空間が歪ゆがみ、無傷のフリーダムが現われる。つかのま歓喜に満ちた萩原の表情が曇くもる。

「うそだろ？」

　だが、二機目のフリーダムは回収のために現われたに過ぎなかった。海かい星せい軍は撤てつ退たいを始め、フリーダムは逃げるように飛び去っていく。

　胸にもやもやしたものが残るのを感じつつ、

「ずーっとレッドに針振り切りっぱなしだったからな。壊こわれたんだろ、俺おれのメーターが。そうだよな、うん、そうだよ……」

　と自分に言い聞かせるようにつぶやいた。
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　フリーダムが消えた南の空を見ていたあきらは、海星軍の変化に気づく。

「海星が……撤退していく？」

　鮮やかな引き際ぎわだった。十五分とかからず、陸空の全兵力がフリーダムに格納される。そのまま南に消えた一機目のフリーダムを追うように上昇し、ステルスで身を隠し、いずこかへ去ってしまった。

「やった。勝った。勝った！」

　あきらは飛び上がらんばかりに喜んだ。そのまま尻しり餅もちをつき、笑いながら地面に大の字になった。

「あたしもうヘトヘト」

「だらしないわね、まったく」

　そういうアリシアも、疲れたと言ってその場に座り込む。

「僕、まだ大だい丈じよう夫ぶだよ」

「あんた、タフすぎ」

　平気そうな様子の萌もえを見て、あきらは呆あきれる。

　彼女らはまだ知らない。海かい星せいにＬＡＦＩを奪われてしまったことを。さらに墜つい落らく寸前のフリーダムの中では、もう一波乱が起きていることを。
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　銃声が鳴り、人が倒れる。

「抵抗するなと言ったはずだ」

　硬い声が、黒くろ川かわに投げつけられた。声の主を黒川はじっと見つめる。

「ここにきて、こんな伏兵がいたとは、ね。どうやって牢ろうから脱出した？」

　アドバンスＬＣ部隊の一人、蓮れん杖じよう直なお人とは黒川に狙ねらいを定めたまま、答えようとはしない。

「無口だな。まあ、だいたい想像はつくからいい。あの爆発で牢の扉が歪ゆがんだ。おおかたそのようなことだろう」

「そんなところだ。観念しろ」

　蓮杖の背後には他ほかのＬＣ部隊の隊員がそれぞれ銃器を持って、構えている。それに対し、黒川率いる海星軍はほとんど脱出し、フリーダムの三号機に移ってしまったあとだ。

　いま周囲にいるのは、側近の福ふく田だと数名の海星兵。囚とらわれのＬＣ部隊は土ど壇たん場ばになって、喉のど元もとにつきつけられる匕首あいくちとなった。

「このままではおまえ達たちも死ぬぞ。この飛行機はまもなく墜落する」

　しかしそのような脅しは、蓮杖達に通じなかった。

「それならそれでいい。頭が死ねば、海星も散る」

「まいったな」

　黒川はうつむくと、頭を掻かいた。この絶対的に不利な状況の中で、黒川の余裕はなんなのか。蓮杖は警戒心を高め、銃を構え直す。

「いい覚悟と判断力をしている。死なせるのは惜しい。ものは相談だが、俺おれの下につく気はないか？」

　あまりに意外な申し出に、蓮れん杖じようは用心深く目を細める。

「なんだと？」

「俺おれのもとで働かないかと言っている」

「なんの冗談だ？　命乞いにしては出来が悪すぎる。本気だとしたら、頭がおかしいとしか思えない」

　引き金を絞る指に、力がこもった。

「どうかな？　本当の目的を知れば、おまえは首を縦に振るはずだ」

　黒くろ川かわの言葉に嘘うそは感じられない。それは狂人の戯ざれ言ごとなのか、それとも誇大妄想か。しかし、そうとは言い切れない奇妙な迫力に蓮杖は気け圧おされた。

　ただ黒川の顔を凝ぎよう視しすることしかできなかった。

　くつくつと笑う声が背後から聞こえてきた。まるで場にそぐわない無邪気な笑い声。しかしある意味これ以上のふさわしさを感じずにはいられない歪ゆがみを内包している。蓮杖は注意深く背後に目をやる。その目が大きく見開かれた。

　リーディング能力により何人もの部下を発狂に追いやった少年、いや少女か。蓮杖の脳裏に何人もの苦しんだ部下の顔が浮かんだ。

「僕が憎い？　憎いんだね。いいよ、その黒く渦巻いた感情をぶつけられるのは嫌いじゃない。さあ、おいでよ。優しく抱ほう擁ようしてあげる」

　そう言って、青い瞳ひとみを細め、濡ぬれたような唇に笑みを浮かべる。

　ＬＣ部隊全員が、そのときいっせいに動いていた。マモンに銃を向け引き金を引く。蓮杖が制止する暇もない。する余裕がなかった。なぜなら蓮杖も言いしれない憎ぞう悪おの感情に動かされ、状況を忘れて銃を撃うとうと思ってしまったからだ。寸前のところで思いとどまったのは、理性の強さに他ほかならない。

　銃弾をあびたマモンの腕が鞭むちのようにしなった。くすくすと笑い続けたまま、両手の拳こぶしを広げて、いまだ熱を持った弾丸を床にこぼす。

「ふふふ、あはははは。ああ、非接触でもリーディングしちゃうのか。ちょっと、調整が難しいなあ。僕の殺意が逆流しちゃったじゃないか。いいよ、いまの無礼はチャラにしてあげる。だって僕のせいだから。でもあまり意味はないかな。だってどっちみち殺すんだから」

　両手に構えた二本のナイフ。それが纏まとう濃い死の臭においに、蓮杖は警戒心を高めた。

　殺意が逆流ということは、マモンが殺そうとした思念に動かされて部下達たちは撃ったのか。自分もその影えい響きようを受けたのか。いまなお叫び出しそうになる胸の内から湧わく殺意は、マモンのものなのか。

「マモン、そのへんにしておけ。この男、殺すには惜しい」

　ただ一人、冷静な声が殺意を霧む散さんさせる。マモンの目が少しだけ細められる。黒川からマモンの感情の影響は感じられない。そのことをマモンも疑問に思っているようだ。

　蓮れん杖じようはそれを、特殊能力の類たぐいであると安易に判断しなかった。むしろ、単純な精神力の強さではないかと推測した。蓮杖が他ほかのＬＣ部隊のように撃うたなかったのは、意志の強さに他ならない。同じことが黒くろ川かわにも言える。

　マモンの発散した濃密な殺意の前に、眉まゆ一つ動かさないほどの意志の固さとはどれほどのものなのか。

「蓮杖、俺おれの元で働けと言ったのは、なにも助かりたいための方便ではない。いますぐに返事をしろとは言わない。しかしいずれおまえは俺が正しいことを知る。そのときを楽しみにしているよ」

　自信に満ちた笑みを、蓮杖は否定することができなかった。
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　フリーダムが墜つい落らくしたとおぼしき海域から、めぼしい証拠は発見されなかった。巨大な遺産の塊は人の手の届かない海峡深くに沈んでしまった。

　海かい星せいの反乱を認めざるを得なかった日本政府は、即日ＡＤＥＭの罪状を取り消し、反逆者の捜査を開始した。しかし見つかることはなかった。

　この日を境に、黒川と海星の兵士は日本から消えてしまった。







　　　エピローグ







　由ゆ宇うが意識を取り戻したとき、彼女のそばにいたのは思いがけない人物だった。

「お目覚めになりましたのね」

　体をゆっくりと起こすと、由宇はしかめ面つらをした。体の節々が痛んだためだ。手のひらを開いたり閉じたりを繰くり返し、腕も何度か曲げる。そしてようやく、声をかけてきた相手を見る。

　それから部屋を見渡した。百平方メートル程度の部屋がよけいに広く感じるのは、簡素さ故ゆえだろう。由宇が寝ていたベッドとそばに取り付けられた医い療りよう器具。他には部屋の隅にある机と椅い子す、そして壁に設置されているスクリーンだけだ。由宇の記き憶おくに該当する部屋はなかった。

「なぜ君がいる、真まな目め麻ま耶や？」

　麻耶はやわらかく微笑ほほえむと、目を通していた書類を机にしまい、静かに歩み寄ってくる。

　奇妙な静けさが部屋を満たしている。ただ無音というわけではない。麻耶の足音さえ、どこかに呑のみ込まれて消えてしまいそうな不思議な静けさがある。外観こそまるで違うが似た雰ふん囲い気きの部屋を、由宇はよく知っていた。彼女が十年間幽閉されていた地下１２００メートルの部屋だ。しかしＮＣＴ研究所であるはずがない。

「お体の調子はいかがですか？」

「すこぶる悪い。まるで自分の体ではないようだ」

「痛みなどはありませんか？」

「たくさんあるぞ。希望するなら事細かに八十三箇所の痛みの症状を述べるが？」

「それはあとでお医者様に言ってください」

　麻ま耶やは苦笑して、ベッドの脇わきの椅い子すに腰を下ろす。

「まさかずっと目を覚ますのを待っていたのか？」

　麻耶は笑って首を横に振る。

「お医者様が、数日中に目を覚ますのではないかと言ってましたから。そばにいたのは一昨日からです」

　麻耶の言動に何かを感じ取ったのか、由ゆ宇うはそれ以上言及しようとはしなかった。

「それと、闘……、いや、いい」

　言いよどむ由宇に、麻耶はただ優しく微笑ほほえむ。

　由宇は周囲を見渡し、問うた。

「ここはどこだ？」

「どこだと思われますか？」

「解わからない」

　考える様子も見せない。

「少しは考えてもらわないとつまらないですわ。ではヒントを差し上げます」

　麻耶は机まで戻ると、設置されているパネルのボタンを押す。すると、壁がゆっくりと透過していった。透過した先は暗くら闇やみだ。部屋に満ちる静寂と同じ、底のない闇があった。

「運が良ければ、ほとんど答えと言っていいほどのものが見えましたのに」

　麻耶は少し残念そうにする。しかし声の中にわずかな恐れがあった。それを聞き逃す由宇ではない。麻耶の表情を見て、再び底のない闇を見る。

　由宇はしばらくその闇を見つめていた。見たこともない深しん淵えん。ふいにそれがなんなのか思い当たり、驚きよう愕がくする。

「まさかスフィアラボか!?　スフィアラボの中なのか？　ここは光さえ届かない深海か？」

「ご名答です」

　麻耶は指を立てて微笑む。まるで見計らったように闇の中に奇っ怪な生き物が現われて、その笑顔を凍らせた。

　ほぼまっすぐに伸びた蛇のように長い体は10メートル近く、大きく顎あごがせり出した頭部は醜しゆう悪あくのひと言につきた。まるで幽鬼のように発光し、ガラス越しとはいえすぐ目の前を泳ぐことに、麻耶は表情を引きつらせ、パネルを操作して元の不透明な壁に戻した。

「リュ、リュウグウノツカイです」

「うん、深海魚をこのように間近で見られたのは幸運だ。とても興味深い」

「……幸運ですか？」

　麻ま耶やは深海魚に向けた視線と同種のものを由ゆ宇うに向けるが、すぐに気を取り直して姿勢を正し、椅い子すに腰掛けた。

「リュウグウノツカイの生息区域を考えると、ふむ、まさかここは水深１２００メートルか？」

　麻耶は苦笑いでもって、由宇の言葉を肯定する。

「趣しゆ味みが悪いな。ＮＣＴ研究所の代用と言ったところか」

「ＮＣＴ研究所は半はん壊かいして使い物にならない状態です。急ピッチで復旧作業を進めてますが、最低限の設備が整うまであと一ひと月つきはかかるでしょう」

「ＮＣＴ研究所が半壊？　そうだ。海かい星せいはどうなったのだ？　状況を説明してくれ」

「ええ、そのために私がここにいるのですから。ここ半月あまり、色々なことがありました」

「半月だと？」

　由宇は息を呑のむ。

「はい。半月です。あなたが意識を失ってから、もう十五日も経過しています」










　麻耶は十五日前に起こったことを包み隠さず話す。ＮＣＴ研究所の半壊、フリーダムの撃げき墜つい、しかしＬＡＦＩファーストが奪われてしまったこと。

　麻耶の話が進むにつれ、由宇の表情は重く沈んでいく。

「私の責任だ。私が捕まり知識を奪われたりしなければ……」

　麻耶はため息をついて由宇を見る。彼女の遺産犯罪に対する内罰的な思考には、呆あきれてしまう。尊敬できる部分も多いため、苛いら立だちはよけいに大きくなる。

「由宇さん、前々から言おうと思っていたのですけれど……」

　麻耶がここは苦言の一つでもと思った矢先に、

「由宇が目が覚めたって!?　大だい丈じよう夫ぶなの！」

　闘とう真まの素すっ頓とん狂きような声が、すべてをぶちこわす。

「兄さん、時と場合を考えてください。喜ぶのは解わかりますが、もっと慎みを持って。聞いてます？」

「あ、うん。聞いてる。由宇、どうなの？　体は大丈夫？」

　心配そうに歩み寄る闘真を、由宇はしばらく惚ほうけたように見ていた。

「顔が熱っぽいよ。まだ具合が悪いんじゃないの？」

　小走りで一直線にベッドに向かってくる闘真を見て、由宇は我に返ると勢いよくベッドの上で後ずさった。

「な、なにしに来た！」

　麻ま耶やを挟んで、由ゆ宇うは犬のようにうなり闘とう真まを威い嚇かくする。

「なにしにって、元気……そうだね？」

「心配ない。だから来るな」

「な、なんで？」

「うるさい黙だまれ。君がそばにいると気が散る。思考が乱れる。寄るな、近づくな、接近するな」

「ぼ、僕なんか悪いことした？」

「し……したぞ」

　つい口から出任せが出る。

「なにが由宇を怒らせちゃったのかな？　ああ、やっぱり助けが遅れたことを怒ってるんだね。……ごめん」

　うなだれる闘真を見て、今度は由宇が動揺を見せる。

「いや、違う。それは、その、誤解だ。あれは……そう、控えめに言ってもとても感謝している。うん。そう、感謝しきれないくらいだ。だからあれは誇ってもいい」

　喋しやべりながら由宇はうつむく。

「やっぱり具合悪いんじゃないの？　また熱っぽくなってきたよ」

「うるさい」

　再び繰くり返される不毛な言い争いに、麻耶は呆あきれたため息しか出なかった。

　──でも、まあ、良しとしましょう。

　由宇の内罰的思考が途切れたのはいい傾向だ。しかし二人のやりとりは聞いているだけで頭が痛くなる。自分も晩熟おくてなほうだと思うが、この二人ほどではないと思う。闘真はもとより、由宇の精神年齢もじつは自分よりかなり下なのではないかという疑惑は確信に変わりつつある。

「二人とも、そのへんにしてください。由宇さん、私の説明はまだ終わっていません」

「お、おう、そうだな。悪かった」

　なんとも男らしい台詞せりふで返事をすると、由宇はベッドに腰を落ち着ける。闘真は机にそなえつけられた椅い子すに座った。ベッドの近くに持ってこようとして、犬のように追っ払われたのは、少し気の毒だった。あとで紅茶を淹いれて慰なぐさめてあげよう。

　ともかく闘真が来たのは丁度良かったと麻耶は思った。これから話すことは、さらに由宇の精神を追いつめることであろうから。







　麻耶がパネルを操作すると壁に設置されている巨大なスクリーンに、世界地図が投影される。

「状況を整理します。たとえ知っている知識でも、口を挟まないでください」

　由ゆ宇うはわずかに表情を動かすだけで、それが承しよう諾だくなのかどうか麻ま耶やには判断がつかなかった。

「半月前、黒くろ川かわ謙けん率いる海かい星せい軍はＮＣＴ研究所のＬＡＦＩファーストを奪い、雲隠れしました。その後、五日間は何事もなく過ぎ去りました。ただＡＤＥＭの伊だ達て司令は、すでにここスフィアラボの改造に着手。その協力を真まな目め家け、つまりこの私に求めてきました。あのときから伊達司令は黒川の次の動きを見抜いていたのでしょうね」

　由宇と闘とう真まは黙だまって麻耶の話を聞いている。

「そして黒川率いる海星が失しつ踪そうし六日目、ついに動き出しました。日本時間で午前四時、アメリカ、コロラド州にある軍事基地の一つを、海星の軍隊が襲しゆう撃げきしました」

　由宇の腰が驚おどろきに少し浮く。何かを言おうと言葉を探している様子だったが、そのまままた座り、黙ってしまう。

「……由宇」

　闘真が心配そうに見ているのも気づいてはいなかった。闘真は由宇のそばに近づくと、膝ひざの上で固く握られた拳こぶしに手を重ねる。由宇は一度だけ体をすくませるが、それ以上のことはしなかった。麻耶も由宇のそばにより、由宇の肩に手を置く。遺産犯罪を背負い込むには、あまりに細い体だった。
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「話を中断させてすまない。続けてくれ」

　二人の顔を交互に見た由ゆ宇うの顔は、いつもの力強い眼まな差ざしがある。

「はい。現地時間では十三時。その日、軍事基地の演習場では、とある実験が行われようとしていました。どのようなものなのか、想像はついていると思いますが」

「遺産を違法使用した兵器の演習か。コロラド州の軍事基地のいくつかは、遺産の不正使用でＡＤＥＭが内偵を進めていたはずだ。順調に調査が進めば一月以内に査察が入っただろう。アメリカも渋るだろうが、切り捨てる尻尾しつぽが決まったら最終的には承しよう諾だくする。ＡＤＥＭも尻尾以上には踏ふみ込めないだろう。それが一組織としての限界だ」

　由宇の口は重い。

「おっしゃるとおりです。しかし海かい星せいは、黒くろ川かわは、それを良しとはしなかったのです」

「それで強きよう襲しゆうしたか」

「はい。海星の軍勢は演習場の上空４００メートルに突如出現し、演習場を襲撃。遺産兵器を完かん膚ぷ無なきにまで破は壊かいすると、現われた時と同じように消えてしまいました。その所要時間わずか十五分。近くの基地からの増援が間に合うはずがありません。フリーダムの特性を生かした完かん璧ぺきなヒットアンドウェイ。敵ながら、鮮やかなものです。そして海星は、遺産を不正使用した兵器をカメラに収め、それを電波に乗せ全世界に配信し、彼はとんでもないことを始めました」

「なんだ？」

　わずかにうなだれていた由宇の顔が、麻ま耶やを見る。そこには険しい表情があった。麻耶は深呼吸をすると、それを重々しく口にした。

「全世界の遺産犯罪者への宣戦布告です」







　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。

　ＡＤＥＭ編と銘打った下巻ですが、最初に言ってしまいます。

　終わりませんでした。

　上、中、下巻の下ではありますが、そのあとに「完結編」が続きます……。すみません。

「なにー!?」とお怒りのあなた。いやはや、お怒りはもっともです。しかし、ＡＤＥＭ編でシリーズそのものが完結するわけもなく、ＡＤＥＭ編が終わっていたとしても、きっともっと、ものすごいところで「以下次号」ですよ？　たぶん。いやきっと。９Ｓですから。だから、とりあえず、甘いものでも食べて、心を落ち着かせましょう。人間、おなかが減っていると怒りっぽくなります。私も今、入稿前でカリカリしていたところ、日本の最南端、沖縄は波は照てる間まから送っていただいた黒糖を食べた瞬しゆん間かん「おいしー」と幸福感に包まれ、ピリピリしていた空気が一変しました。いや、それにしても旬の黒糖はものすごくおいしいですね。（詳しくは「ニライカナイをさがして」を読んでくださると解わかります。そちらもどうぞよろしくと、こっそり宣伝しつつ）やっぱり人間、おなかが減るのと寒いのは駄だ目めですね。

　というわけで。

　今回は謝罪から始まってしまいましたが、これからはいいお知らせばかりです！

　葉は山やまらしからぬ長いあとがき、しかもハイテンションでお送りします。なぜならテンションがあがるようなお話があるからです。

　まずは、この本に挟まっている「電でん撃げきの缶詰」を見てください！

　なんと、９Ｓ〈ナインエス〉がドラマＣＤになりました！（ドンドンパフパフー）

　超豪華な声優さんたちによるドラマＣＤです。アフレコを見学して、葉山も山やま本もとさんもイメージぴったりと大感激。さらに予約特典は山本ヤマトさんのイラスト集だそうです。ＣＤのブックレットとかでなく、ＤＶＤパッケージサイズのちゃんと製本された９Ｓのイラスト集。これはもう買いでしょう。

　私は著者見本でいただく以外に、自分でも大人買いします。10枚くらい。いや、もっとかも。どうぞ皆様もぜひお手にとって、そして聴きいてみて下さい。

　次に、同日発売の電撃ｈｐでは、９Ｓの特集と短編が掲載されています。山本ヤマトさんの描き下ろしイラストに、五年前のＮＣＴ研究所の短編です。短編では十二歳の由ゆ宇うと新人だった頃ころの八や代しろが登場します。お楽しみに！




　さて、ここから先はネタバレを多少含みますので、あとがきから先に読む派の方はご注意を。

　ネタバレ上等！　という勇者の方以外は、なるべく本編から先に読むことをお勧めいたします。




　というわけで、お待たせしました。９Ｓ、ＡＤＥＭ編の七巻です。

　たくさんお便りやメールをいただく中で、一番嬉うれしいのが「あっという間に読んでしまいました」と「登場人物、みんなが大好きです」という感想です。

　９Ｓの目標は「とにかく面白い」こと。アクション映画のように観み始はじめたら止まらないスピード感と迫力を目指してます。ちょっと読んでから寝るつもりが、気がついたら夜が白み始めていた、となったら最高です。

　特に六巻はあんなところで「以下次号」にしてしまったので「由宇を助ける闘とう真まを早くー！」「続きをー！」という魂の叫びがたくさん届きました。

　シリーズモノの既刊を一気に読む感覚もいいものですが、リアルタイムの読者として、続きを楽しみにしながら、発売日に本屋さんに駆け込む。これもまたシリーズモノの醍だい醐ご味みですよね。

　というわけで、私自身「すごいとこで切っちゃったな」と思いつつ、七巻は冒頭からエンジン全開でした。

　少し内輪話をしますと、最初、９Ｓシリーズを書き始めたときは、由宇が外に出たときが最終回かなあ……とぼんやり思っておりました。それが三巻で外に出て、四巻で闘真と逃とう避ひ行こうを始め、五巻で自分の本当の自由はなんなのかに思いをはせ……。まさか、ここまで由ゆ宇うの物語を書けるとは思っていませんでした。各巻を書き終わるたびに「ああ、ここまで書いてしまったら、続きは、峰みね島しま由宇の物語は生なま半はん可かなところでは終われないなあ」と思います。そして六巻のラストです。

　読者の皆様と同じように、私も闘とう真まと由宇の再会がどうなるのか、闘真の戦いや、由宇の想おもいを早く見たくて、書きたくてたまりませんでした。

　一、二章が出来上がったときは、担当氏と「ここで終わってもいいですよね」「いいですけど、ダメです」という冗談を交わしてしまったくらいの手ごたえを感じました。

　しかし、もちろんここでは終われません。真の本番が待っています。ＡＤＥＭ編の名に恥じない、海かい星せいとのＮＣＴ攻防戦。




　先に、９Ｓの目標は「とにかく面白い」こと、と書きましたが、もう一つ目指しているものがあります。それはキャラクターが魅み力りよく的てきであること。

　９Ｓは、ありがたいことに、それぞれのキャラにファンがいてくださって、見事にバラけています。なので、由宇や闘真や麻ま耶やだけでなく「○○さんを活かつ躍やくさせてください」「△△さんの出番が少ないので残念です、もっと出してください」と、熱いメッセージをたくさんいただきます。

　時には「ゴールディが復活しませんか」「霧む斬ざんを持った光こう城じようさんがまた読みたいです」のようなリクエストまで……。

　特にＡＤＥＭ編になってからは、「渋い伊だ達てさんが熱く戦ったら最高」「ＡＤＥＭ編なのに八や代しろっちの活かつ躍やくが少ないです！」「小さ夜よ子こをもっと出してください」「萩はぎ原わらとＰランクの行く末が気になって夜も眠れません」「岸きし田だ博士イラスト化祈願」「星ほし野の君の下の名前が知りたいのです」「あきらと萌もえとアリシアのセットで燃えるバトルを」「渋すぎかもしれませんが越こし塚づかの活躍が」「蓮れん杖じようさん好きです」「実は木き梨なしがツボだったのです」「ＬＡＦＩファーストの風かざ間ま様がもっと見たい！」等々。それはもう、たくさんのリクエストをいただきました。

　もちろん、七つの大罪の人気も健在です。山やま本もとヤマトさんのイラストの効果は絶大で、七つの大罪はビジュアルを含め、大人気。ファンレターやメールのイラストでも描いてきて下さる方がたくさんいらっしゃいます。

　そんな９Ｓですので、五巻からこちら、ＡＤＥＭファンの皆様は少しおかんむりの様子でした。

「ぜんぜん爽そう快かいに敵を倒してくれないー！　防戦一方じゃないかー」

　はい、おっしゃるとおりです。

　というわけで、七巻は真のＡＤＥＭ編の始まりです。

　今まで積み上げてあった伏線とキャラが動き出し、ＮＣＴをめぐる攻防はＡＤＥＭファンの皆様のみならず、敵役である黒くろ川かわ、七つの大罪ファン、そして麻ま耶やと勝かつ司しファンの皆様にもご満足いただける、非常に熱くスリリングな展開になったのではと自負しています。

　由ゆ宇うに想おもいをはせ、ＮＣＴを堅守せんとする伊だ達てと岸きし田だ博士、銃を持ち戦う小さ夜よ子こ、あきらＶＳサタン戦、アドバンスＬＣ部隊にアリシア。そして一番の見所は、いつもはヘラヘラ八や代しろの真の姿!?でしょうか？

　今回は本当にキャラがよく動いてくれました。

　そして、キャラクター達たちがみんな見せ場を作ってくれたおかげで……。

　規定枚数から大幅オーバー。上中下、完結編、という結果になってしまったというわけです。なにとぞご勘弁を。

　さて、次回はとうとう、伊達と黒くろ川かわの決戦です。完結編をどうぞ楽しみにお待ちくださいませ。




　最後に、お世話になっている方々に謝辞を。

　いつもご迷惑をおかけしている担当の高たか林ばやしさん、出版部の担当様、校閲の担当様、印刷所の皆様。謝罪の言葉も尽きてきたので、心の底からの感謝の言葉を。無事に本になるのは、皆様方のおかげです。本当にありがとうございます。

　いつもアドバイスくださる喜き多たさん、七巻では、最後のラストスパート、伴走してくださってありがとうございます。おかげさまでなんとか完走することができました。

　いつも素晴らしいイラストを描いてくださる山やま本もとヤマトさん。今はまだ、カラーしか見ていませんが、今回も表紙、口絵ともども、どれも素晴らしいです。表紙にまずやられ、予期せぬ中表紙のフリーダムにノックアウトされ、渋い伊達と黒川にしびれ、薔ば薇らが舞う華か麗れいなる真まな目め家けに目を奪われ、ネオＡＤＥＭの面々はもう全員かっこよく（特に八代！）魂を奪われ、寄り添う闘とう真まと由宇の二人に癒いやされ、最後の風かざ間まで倒れました。

　最後は、読者の皆様に。ここまでこられたのは、読者の皆様の応援のおかげです。本当にありがとうございます。

　七巻は熱いバトルだけでなく、「親と子」「自由」など、底に流れていたテーマや、タイトルである「９Ｓ」の持つ意味などが、徐々に表に現われてきた巻でもあります。

　９Ｓシリーズはこれからが本番です。どうぞ、これからもよろしくお願いいたします。





２００６年　２月　　葉山　透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。でも今回の写真は雪山。十年ぶりのスキー。道具の進化はすばらしい。しかし体力の衰えは道具でカバーしきれず、生まれて初めてリフトを止めてしまい、しばし呆然。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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